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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　古代を越え、紀元をも遥はるかに越えた時代。

　大洋の中にその大陸はあった。

　かつては大陸全土が統一され、華はなやかに栄えていたが、一〇〇〇年ほど前から数度起こった大災害と、氷河時代の終しゆう焉えんによる海面の上昇、そして全土をひたひたと浸しん食しよくする砂さ漠ばく化が、大陸全体を荒こう廃はいさせ、大陸を統一していた共和国の体制は崩くずれ、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎えていた。

　全土は麻あさのように乱れた。







《あらすじ》

　ティーエたちは、崩壊へ向かう大陸を救う方法を求めて、大陸最大の国家・太陽帝国の首都アステ・カイデを訪おとずれる。そこで、知り合った侯爵タクルの一人、第六侯カリスウェン。ティーエは、彼の抱く共和国の理想に心を打たれ彼の許もとに身を寄せる。

　ひたひたと忍び寄る大陸崩壊の兆ちよう候こう。それをくい止めるためには、国をひとつにまとめることが必要と考えたカリスウェンは、ティーエに太ア陽ト神殿・大神官の就しゆう任にんを要請する。

　そんな折り、カリスウェンの荘園に備び蓄ちくされた大量の武器が、第三侯の手によって暴かれる。進退極きわまるカリスウェンは、次第にその退路をたたれてゆき、そして判決は下された。それは、火刑だった。死を座ざして待つのみのカリスウェン。

　一方、その裏で皇帝、ティーエ、グラウル──おのおのの思惑が動き始め、カリスウェンはなんとかその窮きゆう地ちを脱出する。皇帝の意向に反し、星神殿の大祭司となることを決意するカリスウェン。それは、レイトリンとの聖婚にのぞみ、国をまとめていくという彼なりの決意でもあった。一方、ティーエは、パートナーでもあり、友でもあるラクシとの思いを深め合いながら……。
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　　　　Ⅰ




　夕ゆう刻こく、アステ・カイデ市に地じ震しんがあった。

　そう規き模ぼの大きいものではなかったが、充じゆう分ぶんに市民を驚おどろかせた。

「この地震は……まさか、あなたが起こしたものではないでしょうね」

　冗じよう談だん半分にティーエに尋たずねたのは、前第六侯こうであるハマン・カリスウェンだった。

　しばらくティーエと仲間たちは、第一侯の屋や敷しきに身を寄よせていたが、カリスウェンが処しよ刑けいされそうになる迄まで至いたった出来事が、とりあえず落らく着ちやくしたので、さっそく第六侯家に戻もどって来たのだった。

　とはいえ、また違ちがった別べつ離りの日が目前に迫せまっている。

　今度は、ティーエではなくカリスウェンが神しん殿でんに入るのだ。世せ俗ぞくから離はなれ、星セイタ神殿の大祭司となるのだ。

「わたしが……起こしたものではありませんが……」

　ティーエは、カリスウェンの言葉の意味するところに、初めは気き付づかなかった。

　カリスウェンは、処刑の時、ティーエが呪じゆ術じゆつで地震を起こしたことを暗あん喩ゆしているのだが。

　むろん、カリスウェンを救すくうためだったことは、充分に解わかっている。

　本来なら、立場は逆ぎやくになるはずだった。

　ティーエが大神官として太ア陽ト神殿に入り、カリスウェンが世俗に在あって、その後うしろ盾だてとなる筈はずだったのだ。

　今、役やく割わりは変わった。

　カリスウェンのしようとしていたことが、果はたして自分にできるのだろうかと、ティーエは自じ問もんする。

　答えは否いなだ。

　カリスウェンの後ろ楯になることなどできない。かといって、他に何ができるというのか。

　不安だった。

　ティーエには自信がない。

　自分のすべきことが解らないのだ。

　だというのに、カリスウェンは神殿に入ってしまう。

　たまに神殿を訪たずねることは可能だろうが、カリスウェンは大祭司という最高位に就つく。そうそう会うことは叶かなわないだろう。

　ティーエ一人で模も索さくしなければならない。

　あの処刑の日迄は、カリスウェンを救うということと、〝地の書〟の解かい読どくのために、夢む中ちゆうで働はたらいた。

　しかし、それが達たつ成せいされた今は、何をしたらいいのだろうか。

　いや、答えはすぐそこに在るような気はしている。手を伸のばせば届とどきそうな……

　だが、どうしてもそれを摑つかむことができないのだ。

「どうしたのです？」

　カリスウェンはティーエの顔をじっと見た。

「憂うかない顔をしていますね」

　あの長い一日から、一週間近くが経たっている。

　初めは晴はれやかだったティーエの顔は、一日、一日、憂うれいの影かげを帯おびてきているのだ。

　カリスウェンが、地じ震しんのことを冗じよう談だんめかせて言ったのは、少しでも、ティーエの気を引き立てるためだったが。

「あなたは〝地の書〟を解読して、大地の力をより自由に操あやつれるようになったのでしょう」

　カリスウェンは言う。

「大陸を救う、新しい力を得えたのではないのですか？」

　こうして、二人でゆっくり話をするのは、久しぶりだった。

　あの日から二、三日は事じ後ご処しよ理りでカリスウェンも多た忙ぼうだった。

　星セイタ神しん殿でんとの話し合いもしなければならなかった。

　むろん、星神殿としては、カリスウェンを大祭司として迎むかえることは、望ぼう外がいの喜よろこびであった。

　長いこと空くう位いであった大祭司を戴いただくことができるだけでも、星神殿の権けん威いが高まる。しかも、カリスウェンは名門ハマン家の出身で、父は皇こう帝ていなのだ。

　その上にカリスウェンは、太陽帝国の人々に絶ぜつ大だいな人気があり、霊れい視しの力の強さを、群ぐん衆しゆうの前で示しめしもした。

　文句のつけようのない大祭司だ。

　カリスウェンを慕したって人々が集まり、星神殿は活かつ気きづくだろう。更さらに、太ア陽ト、月トバ、星セイタの三神殿の中での重みも増そうというものだ。

　太陽神殿に大神官が就しゆう任にんすれば、厭いやでも太陽神殿の求心力が増して、全すべての力が集中することになっただろうが、カリスウェンが大祭司になることで、星神殿の重要性が増すばかりでなく、三神殿全体としても、より人々を引き付けることができるのだ。

　当然ながら、ティーエは既すでに太陽神殿に、大神官就任の辞じ退たいを申し出ている。

　それは呆あつ気けなく受じゆ理りされた。




「大陸を救う、新しい力……」

　反はん芻すうするように、ティーエはカリスウェンの言葉を呟つぶやいた。

「でも……どう使ったらいいのか……使い方が解わからないのです」

「使い方……」

　カリスウェンは溜ため息いきを吐ついた。

「なるほど、使い方ですか」

　カリスウェンは、ティーエの向かいから、より近い隣となりの椅い子すに席を移うつした。

　二人は、海の見える露台バルコニーの在ある部屋に居る。

　ティーエたちが、初めて第六侯こうの屋や敷しきを訪おとずれた時に通されたのも、この部屋だった。

　カリスウェンの気に入っている部屋のひとつだ。

　今になって思えば、カリスウェンは、知り合ったばかりの、素す性じようもわからない一いつ行こうを、かなり私的な部屋でもてなしてくれたのだ。いくらキリの命の恩人たちとはいっても、初めから相当の好こう意いを抱いだいていてくれたのだろう。

　カリスウェンにはオーラを視みる力があるので、ティーエたちのオーラの色で、その人となりが解ったということもあるだろうが、やはりティーエに、何か相あい通つうじるものを覚おぼえたからではないだろうか。

「わたしは、大陸の危き機きの大部分は、大地の危機だから、〝地の書〟が解読できれば、大地の神々のお力を、すぐにも使えるものと思っていました」

　カリスウェンは言う。

「わたしの処しよ刑けいの直前に、広場で起きた地じ震しんも、その力の応用だと思ったのですが、考えてみれば……」

　カリスウェンは、微び笑しようを含ふくんだ眼めでティーエを見た。

「あなた本来の力でも、充じゆう分ぶんにできたことですね」

　ティーエは律りち儀ぎで不ぶ器き用ようだ。〝地の書〟の解読が終わっていても、すぐにそれを試ためしてみようなどとは、考えつかないだろう。

「はあ……」

　ティーエは困ったように答えた。

「その時に考えついたんです」

「その時に……」

「前の晩に、広場に騒さわぎを起こすということは、決めていましたが……どうするかは考えていなくって」

　処刑前夜、ティーエは幽ゆう魂こん投とう出しゆつをして、カリスウェンが拘こう置ちされていた塔とうの上の部屋を訪れて、翌日の計画を伝えたのだったが、当のカリスウェンも、呪じゆ術じゆつで何か騒ぎを起こすということのみを聞いて、詳くわしい内容を尋たずねてはいなかった。

　まさか、行き当たりばったりだったとは……

　ティーエだからこそ、できる業わざだろう。

　ただ、さすがにカリスウェンも、しばし絶ぜつ句くした。

「地震にしたのは、やはりずっと〝地の書〟に関かかわってきたからですね」

　いささか、他ひ人と事ごとのようにティーエは結むすんだ。

「差さし支つかえがない程てい度どでいいですが、〝地の書〟には、どういう事が書かれていたのですか？」

　今日、ようやく時間を取って、ティーエと二人で話をしようとしたのは、その事を訊ききたかったためでもある。それに、この先、こうしてゆっくり語かたり合あえる機会が、あと何回あるかわからないからだ。

　星セイタ神しん殿でんに入るカリスウェンには、太陽神殿の大神官になろうとしていたティーエほどの時間的余よ裕ゆうはないのだ。

　聖せい婚こんの儀ぎ式しきは、夏げ至しの頃ころに行なわれなくてはならない。それ迄までに、カリスウェンは星神殿に華はな々ばなしく入り、大祭司就しゆう任にんの儀式に臨のぞまなければならないのだ。

　夏至まで、あと一月強しかない。

　カリスウェンは、遅おそくとも十日か半月後には、この屋や敷しきを去さるのだ。

　今度こそ、本当に。

「地の精霊ストラを用いる方法や、呪文や聖せい霊れい文字が殆ほとんどでしたが、ひとつ特とく別べつなものがありました」

　ティーエは、少々声を低めて言った。

　むろん、人ひと払ばらいはしてある。

　この屋敷に、盗ぬすみ聞ぎきをするような者はいないし、よしんばそのような者が潜せん入にゆうしていても、カリスウェンやキリに近付かせることはない。屋敷の警備は、それなりに厳重だった。

　ティーエが声を低めたのは、語ろうとする内容の故ゆえなのだ。

　カリスウェンも身を乗り出した。

「特別なものとは」

「地の力の……構こう図ずとでも言うのでしょうか」

「地の力の構図……」

　初めて聞く言葉だった。

「地の力は、全すべての土地に一定に働くのではないのです」

　それは、カリスウェンにも頷うなずける。

　大陸には、様々な土地が在ある。山さん岳がくや平地等などの地上のことは別にしても、火山もあれば湿しつ地ちもあり、地じ震しんの多い地方、逆に全くない地方もある。

「それは……葉脈にも似ています」

「葉脈ですか」

　葉を、太陽に透すかして見ると、網あみ目めのような筋すじが縦じゆう横おうに走っているのを見ることができるが、地の力の構図というものは、それに似ているというのか。

「大地の中を、力の筋が走っているということなのですね」

「はい。太いものと、細かい網目のようなものと……」

「それを、大陸を救うことに、使う……と」

「可能なのではないかと思うのですが……その先がわかりません」

　カリスウェンは、ティーエの話を中断させ、召めし使つかいを呼よぶと、紙と筆記用具とを持って来させた。

　紙は葦あしの一種から造つくるバム紙。ペンはガラスと鳥の羽根を組み合わせたもので、どちらも高こう価かな特上品であった。

「描かけるものならば、描いてください。おおまかでいい」

　召使いたちが去ってから、カリスウェンは話を再開させた。

「はい」

　ティーエはペンを取った。

　カリスウェンが、小机の上に自ら紙を広げる。

　ティーエがまず描いたのは、大陸の輪りん郭かくであった。

　かなり正確なものである。

　ティーエが基もとにしているこれほどの精せい度どの地図を所有しているのは各地の星セイタ神しん殿でん、そして、太陽帝てい国こく政府、アドリエ王国とローダビア公国政府ぐらいのものだろう。

　これだけを見ても、ティーエがケントウリ族の教育を受けたということは、おおいに納なつ得とくできた。

　ティーエは、その地図に、いくつかの目印を描き込んだ。
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　中央山岳地帯、いくつかの大たい河が、拠きよ点てんとなる都市。

　アドリエ、ローダビア公国の聖都ルイン・アール、アステ・カイデ。

　それから、ティーエのペンは、紙の上に別の線を引いた。

　いくつかの細い線。

　そして、太い線。

　太い線は、アステ・カイデとルイン・アールを通っていた。

「これが、中心線になります」

　ティーエは言った。

　更さらに、ティーエは縦の線も描く。

　それは、アステ・カイデを南北に、ほぼ直線で貫つらぬいていた。

「中心線が、二本共、アステ・カイデを通っている」

　息を吞のみ、描き出される図を見み詰つめていたカリスウェンは、顔を上げ、ティーエの眼めを覗のぞいた。

　世にも希まれな、左右の色の違ちがうその美しい眼は、何かの恐おそれを宿やどしているように見えた。

　その恐れは、カリスウェンにも伝でん染せんした。

「大陸が崩ほう壊かいする時、最も大きな変へん動どうが起こるのは、このアステ・カイデなのでは……」

「その可能性は高いと思います」

　ティーエは認みとめた。

「もともと、大陸で最初の都市ができたのも、長く繁はん栄えいを続けていられるのも、このアステ・カイデが大地の力の要かなめに位置しているからなのではないでしょうか」

「大地の力の要、ですか」

「もともと、神殿や聖なる場所は大地の力と、天から降りて来る力の強い所に造られますが、それは、天と地の力を最さい大だい限げんに利用するためなのだ、とケイローンは言いました」

　ケイローンこそ、ティーエの師しである。幻まぼろしの半神族ケントウリの一員だった。

　今は、いつ覚さめるかわからない、長い眠ねむりに就ついている。

「天と地の力が交わる場所ですね」

　そうしたことの知ち識しきは、カリスウェンも少しは持っている。

　第六侯こうハマン家は、昔から星セイタ神しん殿でんとの関係が深いから、星神殿の神官たちから、様々な学問を授さずけられていた。

　星神殿は、地上ばかりでなく頭の上の森しん羅ら万ばん象しようをも観かん察さつし、研けん究きゆうする所で、三神殿系の宗教にとっては、いわば頭脳なのである。

「では、アステ・カイデそのものが、その接せつ点てん……いや、中心点に在あるのだということですね」

「はい」

　ティーエは頷うなずいた。

　アステ・カイデは、大陸最大の都市である。

　遥はるか昔から、平和と繁栄を享きよう受じゆしている太陽帝てい国こくは、大陸でも最も多くの人口を擁ようし、大陸じゅうの富とみが集まっている。学問も技術も、他の国々とは比べ様がないほど高度だ。

　もしも、この太陽帝国が、そして首都アステ・カイデが、壊かい滅めつ的てき被ひ害がいを受ければ、大陸そのものの崩壊ではないか。

「でも……逆に言えばですが、アステ・カイデに、崩壊を喰くい止とめる力を集めることが可能なら、最高の力を発はつ揮きできるかもしれません」

「なるほど」

　カリスウェンは膝ひざを打った。

「だから、アステ・カイデに、ケントウリ族の水晶が在るのか」

「水すい晶しよう……」

　ティーエは呟つぶやいた。

「水晶……」

　しばし考え、ティーエは顔を上げた。

「そうでした」

　ティーエは、自分に言い聞かせるように言う。

「だから、ケントウリは、アステ・カイデに水晶を置いたのですね。要かなめを押おさえるために」

　水晶のことを、ケントウリのケイローンは教えてはくれなかった。

　ティーエは、今になってようやく理解していた。

　なぜ、このアステ・カイデの地に大陸最初の文明が芽め生ばえたのか。

　なぜ、ケントウリ族はアステ・カイデにやって来て、その人々を指し導どうしたのか。

　なぜ、永ながい眠ねむりに入る前に、水晶をアステ・カイデの太ア陽ト神しん殿でんの地下に置いたのか。

　偶ぐう然ぜんの選せん択たくではなかったのだ。

　ティーエは水晶というものと〝地の書〟とを結びつけて考えることができなかった。

　それは〝地の書〟をいかに解読するか、どうやってカリスウェンを救出するか、ということで頭が一いつ杯ぱいだったせいだった。

　ティーエは、一つのことに集中し過ぎると、他のことを忘れてしまう傾けい向こうがある。

　水晶、のことを知っているのは、ティーエとカリスウェンとレイトリンの三人のみであった。

　仮に水晶と呼ばれているが、本当の水晶とは、外見は似ていても非ひなる物ぶつ質しつである。

　それは、ケントウリ族がこの惑わく星せいにやって来た時に、宇宙のどこか別の場所のケントウリ族の故こ郷きようから携たずさえ、そして人々への贈おくり物ものとして、密ひそかに大陸の政治、文化、そして宗教の中心たる、アステ・カイデの太ア陽ト神殿の地下に設せつ置ちした物であった。

　ケイローンの後こう継けいとして、現在、見張りのために起きているジヌーハが、その存在をティーエたち三人に示してくれたのだ。

　ケントウリ族たちは、五十年で交こう代たいする見張り役を一人置いて、ラテル山の岩屋で千年以上昔から眠り続けている。

　なぜなのか……

　いつ迄までなのか……

　ティーエは詳くわしい事を教えてはもらえなかった。

　もしも大陸に本当の危機が訪おとずれたら、かれらはどうするのだろう。

　ティーエはときどきそう思う。

　どこか他よ処そに行くのだろうか。

　それとも、自分たちの眠りを続けるために、それを喰くい止とめようとするのだろうか。

　いや。

　ジヌーハは言った。

　ケントウリには、その力はないのだと。

　ケントウリにできることは、見守り、助言を与あたえることなのだと。

　ケイローンが、仲間の禁きんを侵おかしてまで、ティーエを養よう育いくし、ケントウリ族の持つ知識を与えてくれたのは、おそらくその使命を知っていたからなのだろう。

　ジヌーハや仲間がそのことを許ゆるしたのも、ティーエが大陸を救えれば、自分たちの静かな眠ねむりを守れるからだ。

　もちろん、ケイローンは与えうる限かぎりの愛を注いでくれたし、ジヌーハもその心を受うけ継ついで、慈じ愛あいの籠こもった眼めで見守っていてくれる。

　太ア陽ト神しん殿でんの地下に行った時、ティーエはそのこころを強く感じた。

　ジヌーハが自みずからティーエを地下のオリハリコンの部屋に招まねいて、水すい晶しようのことを教えてくれたのは、彼の使命に有ゆう効こうだからなのだ。

　今のティーエは、それを有りがたいと思った。

　記き憶おくを共きよう有ゆうするというケントウリは、ずっとティーエを見守ってくれていたのだ。ずっと以前から。

「水晶がどうしてこのアステ・カイデに在あるのか……カリスウェンさまのおっしゃる通りですね」

　ティーエはカリスウェンに言った。

「アステ・カイデこそが、大陸の力の中心点、要かなめだったからなのですね。おそらく……」

「おそらく……」

「昔は大陸のあちらこちらから集まった力が、水晶によって増ぞう幅ふくされ、再び送りだされていたのでしょう。だから、その力を借りて、各地に文明が広がって行ったのでしょう」

「しかし、今はその力が外に漏もれないようにしているのですよね」

　カリスウェンは首を傾かしげた。

「どうしてでしょう」

　カリスウェンはしばらく考えた。

「水晶は、天と大地の力を増幅するものだ……と……もしかして……」

　カリスウェンは顔を上げた。

　はっきりとした恐おそれの色がそこには在った。

「水晶が、大地の力を増幅したために、大だい災さい害がいが起こったのでは……だから、ケントウリは水晶を封ふう印いんしてしまったのでは……」

「カリスウェンさま」

　二人は顔を見合わせた。

　それは恐ろしい考えであった。

　しかし、ティーエには、思い当たることがあったのだ。

「ケントウリのジヌーハは、こう言ったことがあります」

　ティーエは、一度唇くちびるを舐なめてから続ける。

　喉のどが渇かわいていた。

「水晶は両もろ刃はの剣つるぎだと。正しい目的のためでも、使い方を誤あやまれば……と」

　二人はしばし沈ちん黙もくした。

　カリスウェンは、飲み物の杯さかずきを取って口にした。

　同じように渇きを覚えていた。

「両刃の剣でも、利用できるならば、使うしかないでしょう」

　数口飲んでから、カリスウェンは口を開いた。

「正しい使い方を知ればいいのです」

　むろん、それがどれほど大変なことかは、良く解わかっている。

「星セイタ神しん殿でんで、わたしはそれを探してみましょう。どこかに、鍵かぎが隠かくされているのかもしれない。星神殿には、古い書物が沢たく山さん保ほ管かんされています」

　幸い、大祭司という地位に在あれば、その全すべてを見ることも許されるはずだ。

「天と大地の力を集め、水すい晶しようで増ぞう幅ふくさせることで、大災害を喰くい止とめることが、可能ならば……」

「それに、もうひとつ、増幅可能な力があります」

　ティーエの顔が、ほんの少しだけ明るくなった。

「それは、何ですか？」

「人々の想いです」

「想おもい……」

「皇こう后ごう陛へい下かの御ご葬そう儀ぎの時と、そしてあの処しよ刑けいの時、わたしは人々の強い想いがひとつになるのを感じました」

　ティーエは言った。

　それは、一つになり、強大なエネルギーとなっていた。

「それは、わたしにも視みえました」

　カリスウェンは頷うなずいた。

「人々の、無む心しんの想いとは、強いものだと感じました」

　葬儀の時、多くの人々は心から皇后の死を悼いたみ、カリスウェン処刑の時は、ただ奇き跡せきが起きて、彼の命が救われるようにと祈いのった。

　そこには何の打だ算さんもなかった。

「あの力を増幅できたら、と思ったのです。それで、大地や水や風の、偏かたよった動きを抑おさえられるのでは、と」

「つまり、それは一種の呪じゆ力りよくとして使うということですね」

　カリスウェンは言った。

「ただ……その方法が解らないのです」

「なるほど……」

　カリスウェンは、椅い子すの肘ひじ掛かけに凭もたれた。

　窓の外では雨が降っていた。

　珍めずらしい小こ糠ぬか雨あめで、露台バルコニーもしっとりと濡ぬれていた。

　既すでに雨う季きに入っている。

　ただ、南国の雨は、もっと激はげしいことが多いのだ。

　雨季が明ける頃ころには、カリスウェンは星セイタ神しん殿でんに入っているだろう。

　こういう雨の時は、比ひ較かく的てき気温が低くなり、過すごし易やすい。むろん、夏を間近に控ひかえているのだから、暑い日は湿しつ気けで耐たえ難がたいほどだ。

　北部出身のティーエも、アステ・カイデの湿気には大だい分ぶ慣れた。

　同じ大陸でも、北部と西部は乾かん燥そうが強いのだ。ただ、ティーエの育ったラテルの山は、北からの湿しめり気けを帯おびた風のぶつかる所で、程ほどの良い湿度があり、緑豊ゆたかな所だった。

　ティーエはそのラテルの山で、一人の人間と会うこともなく、動物や植物や、霊ハランや精霊ストラを友として育ったのだ。

　ラテルの山を下りて、一年半が経たつ。

　今は、妙みように人恋こいしい気分になる。

　人というものの複雑さ、汚きたなさ、恐おそろしさも、嫌いやというほど知らされたが、同時に、人の優やさしさ、靭つよさ、清きよらかさも知ることができた。

　心を許せる友もできた。

　そして、カリスウェンのように、心から信しん頼らいすることのできる同どう志しも。

　カリスウェンはまた、ティーエにとっては兄のような存在でもあった。

　迷まよいを叱しかり、教え、気を引き立ててくれる。

　甘あまえてはいけない、と自らを戒いましめながらも、つい頼たよってしまう。

　今も、ティーエはカリスウェンの答えを待っていた。

　カリスウェンならば、ティーエの頭の中で渦うず巻まいているカオスのようなものを、天地に分け、明めい確かくに示してくれるのではないか。そんな気がしていた。

「人の想おもいの力……」

　カリスウェンは、同じ言葉を繰くり返かえした。

「わたしに、もっと呪じゆ術じゆつのことが解わかっていればいいのですが」

　そして、ふと溜ため息いきを吐つく。

　ティーエの期待は解っているのだが、答えられない自分に、無む力りよく感かんを覚える。

「あ……」

　ティーエは、カリスウェンのそうした気持ちに気付いた。

「申し訳ありません」

　ティーエは素す直なおに謝あやまった。

「それは、わたしが考えなければいけないことでした」

「わたしにも、良い考えが浮うかぶかもしれません」

　カリスウェンは真ま面じ目めに言った。

「わたしは、星セイタ神しん殿でんに入るのです。これから必ひつ要ようなことを学ぶことができます。幸さいわいグラウル殿どのは星神殿の客きやく員いん教きよう授じゆですから、グラウル殿から、呪術も天文学も学ぶことができるでしょう」

　グラウルと知り合ってから、カリスウェンは既すでに呪術の手ほどきを受けていたが、それはあくまでも秘ひ密みつ裏りに行なわれていた。

　しかし、これからは、いくらでも大っぴらに修しゆ行ぎようができるのだ。

　相そう談だんしたい時も、いつでも呼び出せる。同じ神殿内に居るのだから。

　グラウルは、単たんなる客員教授ではない。

　アドリエの王族で、しかも魔ま術じゆつ師しと呼ばれるほどの男だ。大祭司が相談相手にしても、誰だれも不思議とは思うまい。

「しばらく、修行の時間を必要とはしますが」

　カリスウェンには、それしか言うことができない。

「グラウル殿のことですが……」

　カリスウェンは言い出した。

「グラウル殿にだけは、水晶のことを話していいでしょうか」

　むろん、カリスウェンは、グラウルといえども水晶の秘密を漏もらしてはいないのだ。

　ティーエ、レイトリンと三人で、決して外部には漏らさないと、ケントウリのジヌーハに誓ちかったのだから。

「グラウル殿なら、何か方法を御ご存ぞん知じかもしれません」

「そうですね」

　グラウルは魔術師だ。呪まじないの方法に就ついてなら、誰だれよりも詳くわしいだろう。

「でも……もともと、水すい晶しようはケントウリ族のもの、ケントウリの許可が必要ではないでしょうか」

「そうですね」

　ティーエの答えに、カリスウェンも納なつ得とくした。

「いずれ、お伺うかがいを立ててみましょう」

　星神殿の大祭司は、望のぞめば、太ア陽ト神殿の地下のあの部屋に入ることもできる。

　もちろん、そう頻ひん繁ぱんにではないが……

「不思議なものですね」

　カリスウェンは、華か麗れいな顔に苦にが笑わらいを浮うかべた。

「本来、その役はあなたのものだったのに、トバティーエ」

「はい」

　ティーエも、運命というものの不思議を感じずにはいられなかった。

「でも……わたしは思うのですよ」

　カリスウェンはまだ苦く笑しようの消えぬ顔で言った。

「これで、落ち着くべき形に落ち着いたと」




　その日、第三侯こうラドニオ・バタナルの死が公こう表ひようされた。

　ラドニオは、あの処しよ刑けいの日に命を落とし、南国のことだから、既すでに内うち輪わで密みつ葬そうも済すまされている。

　それに人々は既にラドニオの死を知っていた。

　皇こう后ごうの時とは違ちがい、市民が喪もに服ふくすことはなかったが。皇こう帝ていや、いくつかの侯爵タクル家はそれぞれに弔ちよう意いを表わすことになった。

　ラドニオ・バタナルは、皇帝にとっては義弟に当たる。

　第六侯家も、もちろん親しん戚せきとしての喪に服した。

　屋や敷しきの門に、喪も章しようであるクレの葉と紫むらさきの鳥の羽根を編あんだものを掲かかげ、キリは当主として灰色の服を着けた。

　ただ、カリスウェンは現在特別な身なので喪服のようなものは避さけた。

　いずれ、星神セイタに次ぐ存在となるのだから。




「なんだか、複雑な気分だよ」

　夕食の席で、キリが言う。

「わたしが、ラドニオの死を悼いたむ恰かつ好こうをするなんてさ」

　皆みなと一いつ緒しよの時のキリの態たい度どは、こうして第六侯家の当主になっても、少しも変わらない。

　カリスウェンが処刑を免まぬがれて帰宅し、ティーエたちも戻もどって来たので、こうしてまた皆で一緒に食事をすることができる。

　キリはそれを心から喜んでいた。

　カリスウェンは神しん殿でんに入ってしまうことになるのだが、望めば会いに行くこともできるし、大祭司といえども、たまには里さと帰がえりすることもある。

　永遠の別れではないのだから。

　それに、きっと兄はいずれ還げん俗ぞくし、第六侯家に戻って来るだろう、とキリは思っている。

　自分は、それ迄まで第六侯家を預あずかり、兄を助けるのだ。そう考えると嬉うれしかった。力も湧わいてきた。

　今のカリスウェンとしては、もう第六侯に戻る気など、さらさらなかったのだが。

「ラドニオが、兄上をあそこ迄追い込んだ張ちよう本ほん人にんなんだから」

　キリは未いまだ、ラドニオへの恨うらみを忘れられない。

　兄のことでは、どれほど心配したか……心を傷いためたか……

「もう亡なくなったのだから、忘れるものですよ、そういうことは」

　カリスウェンは微び笑しようして、弟を見守った。

　こうしていると、まだまだ子供に見えて心こころ許もと無ないが、自じ立りつを余よ儀ぎなくさせられれば、いずれ成長するだろう。皇こう帝ていも、キリへの支し援えんは惜おしむまい。

　確かに、落ち着くべき処ところに落ち着いたと、カリスウェンはつくづく思うのだ。

　ラドニオの他の十侯こうたちも、皇帝との取り引きのおかげで、誰だれ一人罪つみに問とわれることはなかった。

　各軍団も、咎とがめを受けることなく、それぞれの駐ちゆう屯とん地ちに戻って行った。

　全すべてがそれぞれに元に戻り、アステ・カイデには再び平安が訪おとずれた。

　とはいえ、それが嵐あらしの前の静しずけさであることを、カリスウェンは知っている。

　いずれ、皇帝は反はん撃げきに出るだろう。

　息子むすこをあそこ迄追い詰つめた者に復ふく讐しゆうするだろう。

　軍にも粛しゆく清せいが行なわれ、これを機に、第三侯や第八侯、そして第七侯の息のかかった者は軍から追われることになるだろう。

　十侯側としては、しばらくそれを傍ぼう観かんするしか手はあるまい。

　まず、陣じん営えいの立て直しをしなければならないのだ。

　事件の中心であり、誰よりも力を持っていた第三侯ラドニオ・バタナルはもういないのだ。その息子たちには、未だ何の力もない。

　そしてもう一人の中心、第七侯ザドウィル・モリスゼクルスは、現在自らは謹きん慎しんしているが、その裏うらでは、皇帝の機き嫌げんを取ることに汲きゆう々きゆうとしている。

　第七侯の妻つまは、皇帝の実の妹だ。その子供たちは、皇帝には甥おいや姪めい、カリスウェンにとっても従い弟と妹こに当たる。

　皇帝にとっては後ご妻さいとなる、皇こう后ごうの兄であったラドニオ・バタナルとは、全まつたく意味の違ちがう血けつ縁えん関係がある。

　だからこそ、皇帝やカリスウェンの敵に回ったことが許ゆるされない、とも考えられるのだが、逆に言えば、妻や子供たちに免じて、許しを乞こうことも可能かもしれないのだ。

　それに、第七侯は、首しゆ謀ぼう者しやではなく、宰さい相しようとして、十侯を束たばねる者の立場上、十侯の利り益えきのために、いや、建たて前まえでは、法に従したがって動いただけのことなのだ。

　とはいえ、今の第七侯の立場は弱よわい。今は、ひたすら反はん省せいしているふりをしなければならない。

　なんといっても、ラドニオ・バタナル亡なき今、ザドウィルは、最もつとも有力な次期皇帝候補に違いないのだから。

　十侯こうたちの結けつ束そくはまた乱みだれた。

　皇帝は、この先、どう出るか。

　軍や地方に於おける十侯たちの影えい響きよう力を排はい除じよしつつ、第七侯を味方に付け、邪じや魔まな第八侯や第十侯を封ふうじ込こめようとするか、あるいは逆に、第八侯ナード・バルクルを抱だき込んで、第七侯の追い落としにかかるか。

　いずれにせよ、当とう分ぶん、皇帝は安あん泰たいだろう。

　ただし、暗あん殺さつを除のぞいては。

　むろん、皇帝は、暗殺に備そなえては、万ばん全ぜんの策さくを講こうじてはいるが、アーナ教徒の暗殺者のような相手では、防ふせぎ切きれないかもしれない。

　カリスウェンは、気付いていた。

　ラドニオの死が、単たんなる事じ故こ死しではないことを。そして、誰がその仕事をしたかということも、だ。

　アーナ教徒の暗殺者モリゼート。

　優やさしい、優しい暗殺者だった。

　カリスウェンはまた、長老ジャドのことにも思いを馳はせる。

　全すべてが落ち着くべき処ところに落ち着いたのも、ジャドが命を棄すててくれたからなのだ。

　ジャドの存在は、カリスウェンにとっては父……というよりも祖父のようなものだったかもしれない。

　そのジャドも、大陸の危機については、完全に理解してくれたとはいい難がたい。ただ、カリスウェン個人のために、命を懸かけてくれたのだったが……

　本当の嵐あらしは、大陸の崩ほう壊かいか……

　大だい災さい害がいの再さい来らいか。

　今日の地じ震しんは、その序じよ曲きよくの最初の一小節かもしれない。

　いずれにせよ、ティーエもカリスウェンも、最さい善ぜんを尽つくすのみ。

　問に合えばいいが。

　それだけを思う。

　間に合ってくれ、と……




　食事の後、カリスウェンとティーエは、楽器を持って来させて、久ひさしぶりに演えん奏そうを楽しんだ。

　キリは二本笛、ラクシもランピルで後に加わった。

　温かい音だった。

　皆みなの心に染しみ入いるものだった。

　あと何回、こういう宵よいが過ごせるだろう。




　ローダビア公国の国教、ソグドム教の聖なる存在とされるヘルルダルは、一種の軟なん禁きん状態に在あった。

　あまり勝手な行動を取ったために、屋や敷しき内に閉じ込められてしまったのだ。

　ソグドム教の上級祭司、バラトが拠きよ点てんとしている、アステ・カイデ市の中心から少々離はなれた屋敷である。

　周囲は塀へいと木立ちとに遮さえぎられ、道からは内なかを窺うかがい知ることのできない造りになっている。

　閉じ込められた、といっても、ヘルルダルのドラスウェルクは、たいして苦にしてはいなかった。

　たとえ鎖くさりで繫つなごうが何をしようが、ドラスウェルクならば、呪じゆ術じゆつで簡単に解くことができるし、幽ゆう魂こん投とう出しゆつを行なえば、少なくとも魂たましいだけは自由になれるのだ。

　ただ、今のドラスウェルクは、幽魂投出をする気にもなれない。

　ソグドムの神官の中で、唯ただ一人の理解者だったドナノは、レスドゥを刺した罪で捕えられた。

　そして、狂きよう言げん回まわしだったレスドゥは、なんとか命を永ながらえ、潜せん伏ぷくしている。

　また、何か事件を起こすのだろうか。

　誰だれかを陥おとしいれ、この国の中を引ひっ搔かき回すつもりなのだろうか。

　自分が何かすれば、知らないうちに、レスドゥたちの陰いん謀ぼうに加か担たんさせられている。

　それが嫌いやで、耐たえ切れなかった。

　ドラスウェルクが太陽帝てい国こくに来たのは、これから本格的に布教をするから、その精神的な支し柱ちゆうとして必要だ、と言われたからだった。

　ローダビア公国の人間は、太陽帝国に対して競争心や反はん撥ぱつを覚おぼえているので、何も知らなかった頃ころは、この国に波なみ風かぜが立つのも面おも白しろいと、単純に考えていた。

　ドラスウェルクにとっては、ただの遊びのようなものだった。

　しかし、バラトやレスドゥによって操あやつられている人々は、真しん摯しに信しん仰こうを持ったり、世の中のために働こうとしている人たちで、それも、ローダビアの国こく益えきのための犠ぎ牲せいにされようとしているのだ。

　それに気がついたドラスウェルクにとって、そのようなことは、許し難がたかった。

　心を通わせることのできた、ティーエやカリスウェンの身に、危害が及およぶことなど、決して容よう認にんできることではなかった。

　ドラスウェルクは、ローダビア人としても、自分のしたことを後こう悔かいなどしていない。

　処しよ刑けいされようとしていたカリスウェンを救うために力を貸したことは、むしろ誇ほこりにすら思っていた。

　とはいえ、バラトたちは、そうではないのだ。

　バラトは、ドラスウェルクのしたことを裏切りと思っている。

　だが、ドラスウェルクは、ソグドム教団が聖なる者ヘルルダルとして認にん証しようした存在である、下手に叱しかることすらできない。

　本来の立場からいうと、ドラスウェルクの方が上に位置するのだ。単なる、我わが儘まま小こ僧ぞうではない。むろん、呪じゆ力りよくに関しては、バラトはその足元にも及およばない。

　ドラスウェルクが大人しく閉じ籠こめられているのは、半分は、自ら身を潜ひそめていたいからなのかもしれない。

　後悔はない。

　ただ、自分のしたことが、裏切りと取られることも知っている。

　それが苦しいのだ。
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　祖国ローダビアを愛している。

　今も、信仰は強きよう固こだ。

　だが、人間として……いや、それ以上にティーエやカリスウェンに親したしみを覚える。

　魂たましいが呼び合うような気がする。

　どうして、ティーエやカリスウェンと交こう流りゆうすることが裏切りになるのか。

　自分は、国や神を裏切っているのだろうか。

　わからない。

　考えれば考えるほどわからなくなる。

　溜ため息いきが、そして涙なみだが出てくる。

　どこかに消えてしまいたいとすら思う。

　同時に、またティーエやカリスウェンに会いたい。

　ゆっくりと話をしたい。

　ティーエやラクシと過すごした数日は、本当に夢ゆめのような一ひと時ときだった。

　カリスウェンを陥おとしいれることに加か担たんしてしまった罪の意い識しきや、肉体の死のすさまじさを知ってしまった衝しよう撃げきなどで苦しかったが、甘あまい一時でもあった。

　心を通わすことのできる友人たちと過ごした時間。

　仲間と共に居られるティーエが羨うらやましい。

　ラクシ、ボイス、マンレイド、ジッダ、そして犬のハーリまでが、ティーエを優やさしく包み、見み守まもっている。

　ティーエにとって、それは空気のようなものなのだ。

　なに気なく受け取っているが、実は必要不可欠なもの。

　ドラスウェルクは、寝しん台だいの上に膝ひざを抱かかえて座すわっていた。

「いいな……」

　ドラスウェルクは、これ迄まで、そんな友を持つことはできなかった。

　幼い頃ころから、その強力な呪じゆ力りよく故ゆえにヘルルダルとされ、親たちからも離はなされて、彼らのために用意された、立りつ派ぱな館やかたのひとつに、数人の同じ境きよう遇ぐうの者たちと住んでいた。

　他のヘルルダルたちは仲間ではあったが、深い交流はない。

　なぜなら、深い友情や同どう志し愛あいのようなものを持たないように配はい慮りよされ、育てられるからだ。

　大神ソグドヘの使者となって生いけ贄にえにされるヘルルダルは、この世に未み練れんを持ってはならないからだ。

　生け贄となって死ぬことに、疑問を抱いだいてはならないからだ。

　だから、ヘルルダルたちは、大切に贅ぜい沢たくに育てられるが、人を心から愛することを知らない。

　知ってはならないのだ。

　ドラスウェルクは、ラクシのことを思う。

　少年のなりをした美少女。

　幼少時を除いて、これ迄、同じ年頃の少女と、あんなに長い時を過ごしたことはない。

　だが、異い性せいでありながら、ラクシは一いつ緒しよに居ても、妙みように意識して固かたくなってしまうような部分を全く感じさせなかった。

　むろん、女らしい面が全くないという訳わけではない。女の子らしい優しさや繊せん細さいさは、ちゃんと備そなわっているのだ。

　さらりとしているというのだろうか。

　おおらかというのだろうか。

　のびのびとして、不自然なところが全くない。

　だから、一緒に居て、あれほど居い心地ごこちがいいのだろう。

　ヘルルダルは、また溜ため息いきを吐ついた。

　あの仲間に入れたら、どんなに幸福だろうか。

　だが、そんなことを望のぞんだりしてはいけないのだ。ヘルルダルにとって、神の許もとに行くことが、最高の幸福のはずなのだから。




　ラクシは、ジッダと屋や敷しきの庭に居た。

　ジッダの傷も大だい分ぶ良くなって、もうそろそろと散歩ができるようになったのだ。

　ハーリも尻しつ尾ぽを振ふりながら、二人の周まわりを駆かけ回まわっている。

　食後の散歩で、もう月が高く昇のぼっていた。

　今日、ジッダは皆みなとの夕食の席には出なかった。

　もちろん、カリスウェンもキリも、ジッダを同席させようとしているのだが、どうしても、どこかに遠えん慮りよがあるのだ。

　ラクシはそれに気付いているが、何も言い出しはしなかった。

　ジッダは苦しんでいるのだ。

　カリスウェンもキリも、全く気にしていないというのに、ヴァユラという身分に、一番こだわっているのは、ジッダ自身かもしれなかった。

「ジッダ……」

　ラクシは問う。

「ジッダはこの先、何になりたいの？」

　ジッダは、初めはボイスのように、自由戦士になりたいと言っていたが、ティーエについて、薬くす師しの勉強も始めていた。

　今のところは、勉強できる状態ではなかったが。

「やっぱり、薬師？」

「おれ……どっちも向いてないかも」

　ジッダは淋さびしそうに言った。

「どうしてさ」

「だって、戦士って柄がらじゃないし……薬師にもなれない」

「なんで、なれないって決めるのさ」

「だって……おれには、呪じゆ力りよくがないもの」

「呪力……」

　ラクシは呟つぶやいた。

　呪力……

　確たしかに、呪力は必要かもしれない。

　なぜなら、この時代、医者の殆ほとんどが呪まじない師しを兼かねる呪医だからだ。

　薬は、主として植物から作られるが、それは同時に呪まじないにも用いられる。

　人々は、病気の多くは呪のろいによるものと考えていて、その呪のろいをまず祓はらってもらうのが治ち療りようなのだ。

　呪医は、呪のろいや汚けがれを祓はらいながら、呪術に用いる薬草で実際の治療をするという訳だった。

「でも、ティーは治療と呪まじないは別だと言っているよ」

　ラクシは指し摘てきする。

　ティーエがわざわざ自らを薬師と称しようするのには理由があるのだ。

　ティーエは、医い療りように呪術は用いない。

　ケントウリには呪術と医術は別の物と教えられたからだった。

　ひとは呪のろいで体調を崩くずしたりもするが、それは呪術で呪のろいを解けば良いことで、病やまいの多くは、呪のろい以外の原因があるのだ。

　ティーエがそうした病人に行なっているのは、医術である。

　ラクシは、その事を言っていた。

「でも、ティーエさんは、治療の後で、治ち癒ゆの気を病人に注そそぎ込むでしょ」

　ジッダは言った。

　ジッダの今度の傷もかなり深いもので、縫ほう合ごうと、医薬による治療の後で、ティーエがその気を注ぎ込まなければ、助たすからなかったかもしれない。

「おれには、そんな力がないんだもの」

　ラクシは、何と言っていいかわからなくなった。
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「あのさ……」

　ラクシは、ティーエを呼よび止とめて言った。

　第六侯こうの屋や敷しきの一いち隅ぐうだった。

「ジッダのことなんだけど」

「ジッダが……どうしました？」

　ティーエの口く調ちようが気き忙ぜわしいものになった。

　ジッダの怪け我がが悪あつ化かしたのかと心しん配ぱいしたからなのだ。

「いや、別にどうってことはないけどさ」

　ラクシは言う。

「なんか……沈しずんでんだよね」

「沈んで……」

　ティーエは呟つぶやいた。

「怪我のせいではなくて」

「それだけじゃ、ないみたいだよ」

　ティーエはジッダの部へ屋やに行った。

　熱ねつ烈れつに歓かん迎げいしてくれたのは、犬のハーリだった。もうずいぶん大きくなって、中ちゆう型がた犬けんくらいの体たい格かくになっている。成せい犬けんになったら、かなりの迫はく力りよくだろう。

　ただ、まだ性せい格かくは全まつたく子こ供どもで、尻しつ尾ぽを振ふりながら、ティーエの周まわりをじゃれ回っている。

　ハーリは、ジッダを飼かい主ぬしだと思っているが、次に好きなのはティーエなのだ。

　ティーエは、動物とも心を通つうじ合あわせることができるのだから。

「ティーエさん」

　ジッダは、ティーエが来たことに、かえってとまどった。

　もちろん、ティーエは日に数回はジッダの所に来て、傷きずの具ぐ合あいを診みてくれる。

　だが、今はそうではないことを、雰ふん囲い気きで感かんじ取とったのだ。

　ジッダも十四歳さいになった。

　そろそろ、大人の仲間入りの準じゆん備びをしなければならない歳とし頃ごろだ。

　それだけに、将しよう来らい何をするかという、進しん路ろも決める頃ころ合あいだった。

「ジッダは、本ほん気きで薬くす師しになるつもりなのですか」

　ティーエは尋たずねた。

　むろん、ラクシから、ジッダが悩なやんでいるということを聞きいたのである。

「なりたい……でも、なれない」

　ジッダは、正しよう直じきに言った。

「呪じゆ力りよくがないから、なれないと、ラクシに言ったそうですね」

　ティーエは問う。

「だって……だって、そうだろ」

　ジッダの言葉には力がなかった。

「おれには、呪力がないもん」

「薬師には……呪力がなくてもなれます」

　ティーエは強く言った。

「ちゃんと学まなび、習しゆう熟じゆくすれば、良い薬師になれるのですよ」

「でも……ティーエさんは呪力を使っているじゃない」

「治ち療りように、全すべての方ほう法ほうを尽つくすからです」

　ティーエは辛しん抱ぼう強づよく続つづける。

「でも、皆みなが皆、わたしのような力を持っている訳わけではないけれど、世の中の呪医や薬師は、大おお勢ぜいの人の治療をし、救たすけているじゃありませんか」

「そ……それは、そうだけど……」

「呪力がなくても、薬師になれるし、充じゆう分ぶんに人の役やくに立たつのですよ」

「そ……そうだね」

　俯うつむいていたジッダは、少し顔を上げた。

「薬くす師しになる気があるのなら、わたしが教えてあげます」

　ジッダは、出で会あった頃から、ティーエの薬やく草そう採とり等などを手て伝つだっている。既すでに薬師としての知ち識しきはかなり得えているのだ。

　ティーエが、太ア陽ト神しん殿でんには入らないことになったという話は、ジッダも聞いた。

　太陽神殿に入るティーエの連れん絡らく役やくとして、ジッダもついていくことになっていたが、さすがに大神官の従じゆう者しやでは、薬師としての勉べん強きようをすることもできないだろうと覚かく悟ごしていた。

　もちろん、喜よろこんでティーエや皆の役に立とうとも思っていた。

　それが一いつ転てんして、カリスウェンが星セイタ神殿の大祭司になることになり、ティーエはいままで通りだという。

　嬉うれしかったが、とまどった。

　では、これから、自分はどうすればいいのだろう。どのように、皆の役に立てばいいのだろう。

　ジッダは、ティーエや皆の役に立ちたかったのだ。

　今の状じよう態たいでは、ただの足あし手で纏まといのような気がする。

　以前はボイスのような自由戦士になりたい、そして今は薬師になりたいという夢はあったが、自分がそんな夢を追ってはいけないような気がしていた。

　なぜなら……

　ジッダはずっとヴァユラという、正式な身み分ぶんですらない身分から抜ぬけ出だしたかった。だが同どう時じに、仲なか間まを助けたいとも思うのだ。

　ヴァユラが、夢など持っても仕し方かたがない。

　心の中で、何かが服ふくの裾すそを引ひく。

　ヴァユラは、ヴァユラでしかない。

　もちろん、今のジッダは、その気になればヴァユラから抜け出すことも可か能のうな状じよう況きようにはある。

　カリスウェンかキリに頼たのめば、市し民みんの身分を手に入れることは、そう難むずかしくはないのだ。

　だが、ジッダはそんなことを頼むつもりはない。

　少しずつ解わかってきている。

　アステ・カイデのヴァユラの人々が夢見ているのは、皆みんなでヴァユラという身分から抜け出すことなのだと。

　それには、ヴァユラという存そん在ざいそのものを無なくしてしまえばいいのだと。

　夢を見させてくれた人が、誰だれであるかも知っている。

　ボイスやバリカイに聞いた話によると、第三侯こうたちの命めい令れいで、ヴァユラの町を潰つぶすために出しゆつ動どうした軍ぐんに肩かたすかしを喰くわせ、忽こつ然ぜんと町ごと消え失うせていたヴァユラたちは、事ことが収おさまると、また少しずつ戻もどって来て、町を再さい建けんしているという。

　再建といっても、家の一いつ軒けん一いつ軒けんが廃はい材ざい等などを利り用ようした簡かん単たんなものだからすぐに出で来き上がるのだが。

　いつか、ヴァユラの町の人々と、ヴァユラという身分を無くすために共ともに働はたらきたい。

　さもなくば、生うまれ育そだった北東部の故こ郷きようの小さな村に帰って、長ちよう老ろうや仲間のために尽つくしたい。

　そういう思いもある。

　自分だけの夢を追っていいのか。

　本当にいいのか。

「いいんですよ」

　ティーエが言った。

　ジッダの思いは、溢あふれて心の叫さけびとなったので、ティーエの頭の内なかに直ちよく接せつ響ひびいたのだ。

「ジッダが薬くす師しになれば、ヴァユラの皆なの役に立つじゃありませんか。両りよう方ほうの夢を実じつ現げんできるじゃありませんか」

「両方の夢……」

　ジッダは呟つぶやいた。

「本当に……いいのかな」

「いいんです」

　珍めずらしく、ティーエはジッダの手を取った。

　むろんいつもは、ジッダであろうとも、ひとには触ふれることはないのだ。触れると、嫌いやでもその心を読んでしまうことになるのだから。

「わたしも、協きよう力りよくしますよ」




　ようやく、皆みなが静しずかな生せい活かつを取り戻したかに見えたが、ティーエには気がかりがひとつあった。

　ヘルルダルのドラスウェルクのことだ。

　一人になると、ティーエは何なん度ども心でドラスウェルクに呼よびかけた。

　明らかな返へん事じはなかったが、何かを感じるのだ。

　それはもやもやと晴れない、灰はい色いろで湿しめった塊かたまりのように感じられた。

　ドラスウェルクの心の状態なのだろうか。

　どうしているのだろう。

　会いたいと思う。

　もっと沢たく山さんのことを話し合いたい。

　心を通かよわせ合いたい。

　だが、ドラスウェルクはその灰色の雲のようなものの中に居いて、出て来てはくれないのだ。

〝ドラスウェルク、ドラスウェルク〟

　ティーエは呼びかける。

〝返事をしてください、ドラスウェルク〟

　だが、呼びかけは返かえっては来ないのだ。

　こちらから訪たずねようか、と考かんがえもする。

　訪ねるということは、もちろん幽ゆう魂こん投とう出しゆつでなのだが、それはあまりにも危き険けんだった。

　ドラスウェルクが居るのは、ソグドム教の人々が住まいとしている屋や敷しきだ。霊ハランが視みえるのは、ドラスウェルクばかりではないし、呪じゆ術じゆつの心こころ得えのある者も、一人や二人ではないだろう。

　うかつに幽魂となって出て行けば、姿すがたを発はつ見けんされる可か能のう性せいは高たかいし、呪まじないで妨ぼう害がいもされるに違ちがいないのだ。

　ようやく解わかり合あえたドラスウェルク。

　友ゆう人じんにもなってほしかったし、大たい陸りくを救すくうことにも、力を貸かしてほしかった。

　ドラスウェルクにも、その力がある。




「どうすれば、いいのでしょう」

　ティーエが相そう談だんしたのは、第六侯こう家を訪おとずれたグラウルにだった。

　グラウルと会かい談だんしていたカリスウェンは、後からその部へ屋やにティーエを呼んだのだ。

　もちろん、カリスウェンに秘ひ密みつにすることなど、ティーエにはなかった。

「わたしは、ヘルルダルにもう一いち度ど会いたいのです。会って話をしたい」

「それは可能だが、ヘルルダルのためにはなるまいな」

　グラウルが言った。

「ヘルルダルのために……」

「そうだ」

　グラウルは、教おしえ子ごに対たいする教きよう師しのように語かたる。

「また会うと、ヘルルダルは裏うら切ぎり者ものの烙らく印いんを押おされかねない」

「裏切り者……」

「なんといっても、ヘルルダルはローダビア公国の人間なのだ。そして、ローダビア公国の国こつ教きようの聖せい職しよく者しやだぞ」

「ヘルルダルは、特とく別べつな存そん在ざいと聞いています。ソグドム教では、聖なる者として崇あがめているとか」

「しかし、やつらはヘルルダルを道どう具ぐに使つかった」

　グラウルは、ティーエの眼めを覗のぞき込こむ。

　グラウルは長ちよう身しんなので、少しよう々しよう背せを丸まるめた。

　相あい変かわらず、よく手て入いれされた髭ひげが、唇くちびるの周まわりを囲かこんでいる。

「違ちがうか」

「道具に……」

　ティーエはしばらく考えた。

　そう言われてみれば、思おもい当あたる。

　ヘルルダルは、ソグドムの祭さい司しバラトたちに頼たのまれ、ある薬くすりに呪まじないを掛かけた。

　深ふかく考えもしないでしたことだったが、後になって、それがカリスウェンを追おい詰つめることになったと知った。

　ヘルルダルは、それをティーエに打うち明あけたのだ。

「そうなのかもしれません」

　ティーエも認みとめた。

　グラウルを見み上あげるその美うつくしい瞳ひとみに、不ふ安あんの翳かげが差さした。

「では……もう会えないのでしょうか。会ってはいけないのでしょうか」

　哀かなしみが、部屋の空くう気きを重おもくした。

　ティーエの哀しみに、室しつ内ないの精霊ストラが反はん応のうしているのだ。

　近ちか頃ごろは、ティーエも極きよく力りよく自分の感かん情じようが精霊に伝つたわらないように気をつけているのだが、さすがに、今は抑おさえ切きれなかった。

「こちらから行かなくても、向こうから来るような気がしますよ」

　カリスウェンは言った。

「ヘルルダルも、あなたに会いたいと思っているでしょう」

「でも……もしも向こうが会いに来たら、裏切り者ということになるのではありませんか」

　ティーエは、それが気になる。

「幽ゆう魂こん投とう出しゆつなら、証しよう拠こはないということになると思うのですが……いかがです」

　カリスウェンはグラウルに問とう。

「向こうに強力な呪じゆ術じゆつ者しやがいなければ、証拠を摑つかまれないで済すむとは思います」

　グラウルは答こたえた。

　この男は、誰だれの前でもあまり表ひよう情じようを変かえず、いつも謹きん厳げんな顔つきをしているが、カリスウェンやティーエの前では、さすがに少し柔にゆう和わになるようだ。

「強力な呪術者が、いるのですか？」

　尋たずねたのはカリスウェンだった。

「今のところは、いませんな。ただ……」

　グラウルは言う。

「相手を侮あなどってはなりません。ソグドム教内には、強力な呪力を持つ者はまだまだいるはずです」

「ヘルルダルは、わたしを救たすけるために、教団の意い向こうに逆さからったのです。わたしにできる事なら、何でもしてあげたいのですが……」

　もちろん、カリスウェンは、ヘルルダルのドラスウェルクが、自分を救うために馳はせ参さんじてくれたことを知っている。

　ヘルルダルにとっては、自みずからの仕し出でかしてしまった事への罪つみ滅ほろぼしの意い味みもあったのだろうが、そこに、紛まぎれもない好こう意いを感じた。

「星セイタ神しん殿でんの大祭司としては、難むずかしいと思いますが……」

　もともと、星神殿に在あるグラウルは、これからは誰に憚はばかることなく、カリスウェンの師にも相そう談だん相あい手てにもなれるのだ。

　カリスウェンも、好きなだけ呪術の修しゆ行ぎようや学がく問もんができる。

　内ない心しん、それを喜よろこんでもいた。

「まあ……裏うらから手を回せば……」

　グラウルは澄すまして言った。

　カリスウェンは、皇こう帝ていの子なのだ。父である皇帝に頼たのむこともできれば、神殿の人々を動かすことも可か能のうな立たち場ばになったのだ。

　むろん、カリスウェンは、そういうことを潔いさぎよしとはしない性せい格かくだが。

「望のぞみはあるのですね」

　ティーエは二人を交こう互ごに見た。

　どこか縋すがるような色のある眼めだった。

　何か、予よ感かんがあるのかもしれない。

　限かぎり無なく不ふ安あんを覚おぼえる予感だ。

「この太陽帝国に居る限りは、な」

　グラウルは言った。




　その夜、第六侯こうの屋や敷しきにはもう一人の来らい訪ほう者しやがあった。

　深しん夜や、密ひそかにやって来たのは、他ほかならぬ太陽帝国皇帝その人であった。

　密かに、といっても、当とう然ぜんながらそれなりの供ともは引き連れている。

　常つねに暗あん殺さつの危き険けんに備そなえていなければならないからだ。呪まじない師しも、どこに行くにも、必ず一人はついて来ていた。

　来訪といっても、もともと第六侯家に生まれ育った皇帝にとっては、帰き宅たくのようなものだ。慌あわてて出で迎むかえた執しつ事じ役の家令から、カリスウェンの居る部屋を聞くと、一人でさっさと足を向けた。




「御ご前ぜんさま、御前さま」

　飛んで来た召めし使つかいが、扉とびらの外で声を掛かける。

「皇こう帝てい陛へい下かがお越こしあそばされました」

「陛下が……」

　カリスウェンは、グラウル、ティーエの二人とまだ話をしていた。今こん後ごの打うち合あわせが主である。

「わたくし共は、外はずしましょう」

　グラウルは立ち上がり、ティーエをも促うながした。

「いや……」

　カリスウェンは、手でそれを制せいした。

「ここに居てください」

　扉の外にざわめきが近付いて来る。

　ほどなく、扉が開いて、皇帝が入って来た。

　三人は、既すでに跪ひざまずき、恭うやうやしく頭こうべを垂たれている。

「来客か」

　皇帝は、一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめたが、ティーエを認みとめ、柔にゆう和わな表情になった。

　ティーエは皇こう后ごうの薬くす師しを務つとめていた。一度引いん見けんしたことがあるので、皇帝もその美うつくしい姿にすぐに気き付づいたのだ。

　ティーエが、仲なか間まと共ともに第六侯こう家に逗とう留りゆうしているということも知っている。

　ただ、もう一人の男とは面めん識しきがなかった。

「星セイタ神しん殿でんの客きやく員いん教きよう授じゆを務めておりますグラウルと申もうす者でございます」

　グラウルを示しめし、カリスウェンは付け加える。

「実は、アドリエ女王の兄あに君ぎみアデルカフィン殿どのですが」

「アドリエの……」

　皇帝は、グラウルをしげしげと見た。

　グラウルは、じっと頭を下げたままだ。

「御ご長ちよう子しか」

　皇帝は頷うなずいた。

「誕たん生じようされた時は、先せん々せん代だい国王はいたくお喜よろこびであったな」

　皇帝は、グラウルに向かって言った。

「太陽帝国も、祝しゆく福ふくの使し者しやを派は遣けんした。その手て配はいをしたのは、わたしだった。若い頃ころだ……」

　グラウルは、身み動じろぎひとつせずに、その言葉を聞いていた。
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　その後、父ちち王おうは、嫡ちやく子しイルアデルが生まれると、グラウルを見み捨すてたのだ。

　生せい母ぼが非ひ業ごうの死を遂とげたのも、そのせいだった。

　グラウルは激はげしく父王を憎にくんだ。

　しかし、こうして生まれた頃の話を実じつ際さいに聞くと、胸むねのどこかが疼うずく。

　父王は、我わが子といえども、抱だいたりあやしたりすることはなく、周しゆう囲いでは子供に冷れい淡たんな王だと言われていたが、我が子の誕生は、それなりに喜んでいたのだ。

　グラウルは、弟イルアデルをそそのかして、その父を殺さつ害がいさせた。

　自分が手を下くだしたも同どう然ぜんだった。

　それは自じ覚かくしている。

「顔を上げたまえ、アデルカフィン殿」

　皇こう帝ていの言葉に従したがい、グラウルは顔を上げた。

　初はじめて間ま近ぢかに見る皇帝の姿であった。

「ふむ……」

　皇帝はしばらくグラウルの顔を眺ながめた。

「グラウル殿は、魔ま術じゆつ師しと称しようされるほどの呪じゆ術じゆつを習しゆう得とくしておられるのでございます。わたしにとっては、これから師しとなる方かたです」

「ふむ……」

　皇帝は、言葉を発はつしなかった。

　カリスウェンの持つ呪力に気付いてから、余よ人じんに知られてはならぬ、と常つねに戒いましめてきたのは、たった一人の息子むすこを神しん殿でんに奪うばわれたくなかったからだ。

　しかし、思わぬ事じ態たいで、手て放ばなすことになってしまった。

　皇帝にとっては、実じつに皮ひ肉にくな展てん開かいである。




　その後、皇帝はティーエとグラウルを去さらせることを所しよ望もうした。

「お待ちください」

　カリスウェンは、ティーエとグラウルを身み振ぶりで制せいして言った。

「お話ししたいことがあります。それが済すむまで、二人には同どう席せきしてもらいます」

「話……」

　カリスウェンの方から皇帝に話があると言い出すのは珍めずらしい。

　カリスウェンが星セイタ神殿の大祭司になってしまえば、こうして会うこともできなくなる。皇帝は、息子と二人でいたかったが、とりあえず話を聞くことにした。

　息子の機き嫌げんを損そこねたくはない。

　もうあまり時間はないのだ。

「よかろう」

　皇帝は認みとめた。

　部へ屋やの奥おくに進すすむと、大おおき目めの椅い子すにどっかりと腰こしを下おろす。

「で……何の話だ」

　グラウルとティーエは跪ひざまずいたままで、カリスウェンだけが立ち上がり、歩あゆみ寄よった。

　星神殿の大祭司というと、皇こう帝ていといえども、表おもて向むきは敬けい意いを表ひようさねばならない立たち場ばとなるが、今は未まだ父と子だ。

　もっともカリスウェンの方は、父に対する子の態たい度どではないのだが。

「大陸の危き機きの話でございます」

「また、それか」

　カリスウェンの言葉に、皇帝はいささかうんざりした様よう子すを示しめした。

　既すでに何度か、カリスウェンはその話を持ち出しているが、大陸の危機などと言われても、真ま面じ目めに取り合う気にはなれなかった。

「陛へい下かは、信しんじてはくださいませんが」

　カリスウェンは語かたり始はじめる。

　とにかく、いざという時に、皇帝に動いてもらわなくてはならないのだ。

「大陸の危機は目もく前ぜんに迫せまっているのです。グラウル殿どのは、アドリエに居いた頃ころからその研けん究きゆうをしてこられたのです。また、アウルトバティーエこそが、大陸を救すくう者なのでございます」

「その薬くす師しが……か」

　皇帝はティーエを見た。

　美び女じよかと疑うたがうほどの美び貌ぼう、優やさし気げな様子は、世を救うという言葉には、全まつたく似につかわしくはない。

「トバティーエは、おそらく大陸最さい高こうの呪じゆ力りよくを持もつ者でございます。だからこそ、太ア陽ト神しん殿でんも、大神官に迎むかえようとしたのです」

「ふむ……」

　言われてみると、納なつ得とくせざるを得えない。

　太陽神殿の大神官は、それにふさわしい者が現あらわれない限かぎり空くう位い、とされているのだから。

「それに、この眼めのことは、陛下も御ご存ぞん知じでしょう」

「なるほど……世界の相そうだな」

　皇帝は頷うなずいた。

「世界の相とは、世界を支し配はいする力を意い味みするものではございません」

　カリスウェンは力を籠こめて言う。

「世界を救う者のことなのです」

「世界を救う……」

「今、大陸は、大だい災さい害がいの時代と似にたような状じよう況きように向かっております。それにつきましては」

　カリスウェンは、グラウルを示しめして続つづける。

「グラウル殿が御ご説せつ明めい申し上げます」

　カリスウェンの要よう請せいに、グラウルは、ちょうど持じ参さんしていた書しよ類るいを示しながら、詳くわしく説せつ明めいした。

　カリスウェンが語かたった通り、グラウルは、アドリエ王国の暦こよみ司つかさ処どころの長ちよう官かんをしていた時から、大陸の自し然ぜん現げん象しようの変へん化かに注ちゆう目もくし、様々な観かん測そく資し料りようを集あつめ、研究してきた。

　このアステ・カイデに移うつって来たのも、弟であるイルアデル王の死後、もはやアドリエに居いることを倦うんだせいもあるが、そもそもは、その研究を進めるためだったのである。

　やはり、自然現象の研究に関かんしては、このアステ・カイデの星セイタ神殿が最もつとも進んでいるからだ。

　グラウルの説明を聞いているうちに、皇こう帝ていの表情が変かわっていった。

　グラウルが示したものの中には、皇帝も知っている事じ実じつが、数かず多おおく入っていた。

　皇帝も、感かんじていない訳わけではなかったのだ。

　大陸の大だい地ちとその周しゆう辺へんの海かい域いきには、確かに、これ迄までには見られなかったような異い変へんが数多く起おきている。

　このアステ・カイデにしてからが、かつて無なかったほどに、地じ震しんが起きるようになっていた。

　もともと、アステ・カイデ周辺は、殆ほとんど地震の無い所だったはずなのにである。

　何かおかしい。

　それは解わかっていた。

　ただ、大災害の時代の再さい来らいなどとは、とても考えられるものではなかったのだ。

　しかし、グラウルの示したものを見ては、姿し勢せいを正たださない訳にはいかなかった。

　大陸の地ち図ずにかき込こまれた、数え切れないほどの異い常じよう現象。その分ぶん析せきと予よ測そく。

　年を追おう毎ごとに、異常現象の起こる度ど合あいが加か速そくしている。

　このままでは……

「このままでは……本ほん当とうに大災害が来ると言われるか」

　皇帝はグラウルに問とう。

「確かく率りつは高たこうございます」

　グラウルは頷うなずいた。

「半年前迄は、それは数年後かと考えておりましたが、今は……」

「今は……」

「年ねん内ないに起きても、おかしくはないかと……」

「年内……」

　皇帝は絶ぜつ句くした。

「もう、上じよう空くうでは、エネリオンが輝かがやきを増ましております」

　カリスウェンが言った。

　エネリオンは、凶きよう事じを知らせる彗すい星せいである。

　既すでに、大陸の上空に、肉にく眼がんではっきりと認みとめられるほどに近付いていた。

　民みん衆しゆうが、不ふ安あんを覚おぼえていることも、もちろん皇帝は知っている。

「早く手を打うたねばなりません」

「手を打つとは……」

「いざという時に備そなえるのでございます。食しよく糧りようの備び蓄ちくや、災さい害がいが起きた時の速すみやかな対たい応おう、避ひ難なんや、救きゆう援えんの方法など」

「それは、しておいても、無む駄だにはならぬな」

　皇こう帝ていは、椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえを突ついた。そういうものは、例えば内乱が起きた時にも活用できる。

「しかし、おまえたちは、どのようにして、大陸を救おうというのだ」

「それは……未いまだ模も策さく中ちゆうでございます。しかし……」

「しかし……」

「未まだ、申もうし上げられませんが、手がかりは得えております」

「本当か」

「はい」

　カリスウェンは、力強く頷いた。

「その時に至いたる迄までには、全すべてを御ご報ほう告こくいたします」

　皇帝を味み方かたに引き入れる為ためには、多た少しようのハッタリも必ひつ要ようだ。皇帝という人間を最も良く知っているのはカリスウェンなのだから。グラウルは全て任まかせ、何か異い論ろんを唱となえようとしたティーエの袖そでを引いた。

　正しよう直じきに言ってしまいそうだったからだ。

　先はわからない、と。

「いずれにせよ、このアステ・カイデばかりでなく、太陽帝てい国こくが全く被ひ害がいを受けないということはありますまい」

「しかし、大災害の時代、アステ・カイデには被害らしきものはなかったぞ」

　皇帝は指し摘てきする。

　千年前……

　大災害の時代に受けた被害が最さい小しよう限げんだったことが、太陽帝国の今の繁はん栄えいの根こん底ていに在ある。

　アステ・カイデに、それを知らない者はいない。

「今こん後ごもそうだと、言い切れますでしょうか」

　カリスウェンは、静しずかながら、はっきりと言う。

「この数か月で、わたくしの人生二十三年分以上の地じ震しんを数えております。しかも、大きい」

「ふむ。確かに、地震は異常だな」

　皇こう帝ていも、それを認めざるを得ない。

　皇帝は、カリスウェンのこうした言葉に、初めて本気で耳を傾かたむけたのかもしれない。

　それ迄、この息子むすこの言うことは、理り解かいし難がたいとしか思われなかった。

　皇帝も貴き族ぞくもいない世の中を作るとか、十侯こうよりはヴァユラの方がマシだとか、皇帝になる気など全くないとか、何か話を始めると、そういうことしか言わず、結けつ局きよくは皇帝も閉へい口こうしてしまった。

　だから、何度か大陸の危き機きという話を持ち出されても、〝また夢ゆめのような話を〟と思うばかりだった。

　しかし、今は真ま面じ目めに聞く気になった。

　やはり、グラウルの示した詳しよう細さいな資料に説せつ得とく力りよくがあったのだ。

　それに、カリスウェンに示し唆さされる迄もなく、近ごろの自然現象には、何か異常なものを感じ取っていた。

「地震だけではありません。漁りよう師したちに聞けばお解わかりになると思いますが、海かい流りゆうが変わって、獲とれる魚の種しゆ類るいが変わったとか、漁ぎよ獲かく量りようも激げき減げんしたとか……地じ盤ばんの沈ちん下かも加か速そくしております」

「地盤か……」

　皇帝の耳には、様さま々ざまなものが入るが、入らないものも、また多い。側そつ近きんや閣かく僚りようが提てい出しゆつしなければ、あるいは手て先さきとして使っている密みつ偵ていたちが資料として差さし出ださなければ、知らないままでいることも、また多いのだ。

「アデルカフィン殿どの」

　皇帝は、グラウルに問とう。

「その資料も作さく成せいしておいでか」

「はい。大陸じゅうの、手に入る限かぎりの情報を基もとに作成いたしましたものが、ございます」

　グラウルはすぐさま言った。

「アドリエにおりました頃ころの資料と、星セイタ神しん殿でんのものとを、総そう合ごうして、分ぶん析せきいたしました」

「ふむ……」

　皇こう帝ていはまたしばらく黙だまり込こんだ。

「アデルカフィン殿」

　皇帝は顔を上げて言う。

「改あらためて、全すべての資料を持って、十侯こうとの会かい議ぎに出席していただきたい。まず、十侯を納なつ得とくさせねばならぬ」

「いつなりと、参さん上じよういたします。研けん鑽さん所じよの総そう力りよくをあげて、資料を揃そろえましょう」

「結けつ構こうだ」

　皇帝のその言葉に、カリスウェンもようやく、ティーエとグラウルを退さがらせる気になり、皇帝の再びの要よう望ぼうに応おうじた。




「ついに、恐おそれていたことになった」

　二人だけになると、皇帝はカリスウェンに言った。

「おまえを、神殿にだけは入れるまいと、それだけを念じていたが」

「わたしの性しようには、結構合っていると思いますよ」

　カリスウェンは微び笑しようした。

　二人切りの時にカリスウェンが笑え顔がおを見せるなどということは、あの時から一度もなかったことだった。

　あの時とは、皇帝が……いや、父が、息子むすこをヴァユラの恋こい人びとと引ひき離はなした時だ。

　その時から、カリスウェンにとっては、父は敵になった。

「そうかも知れぬ」

　皇帝は、ほろ苦く笑った。

　嬉うれしいような、哀かなしいような……

　とにかく、カリスウェンの命は救すくわれたのだし、その心も、父に対して少しは和やわらいだ。

　だが、数日後には、カリスウェンは星セイタ神しん殿でんの大だい祭さい司しになってしまい、こうして二人でゆっくりと話をすることも、ままならなくなってしまうのだ。

「おまえは、いつも夢のようなことばかり言っておる」

　息子を見る皇こう帝ていの眼めは、微かすかに潤うるみを帯おびていた。

「しかし、それもまた重じゆう要ようなことかもしれぬ」

「そうです」

　カリスウェンは言った。

「人はまず、夢を見ます。それから、夢を実じつ現げんするために行動するのですから」

「わたしの夢は、おまえを皇帝にすること、そして、その子も、またその孫まごも、皇帝にすることだったが」

「ひとの夢は、同じではありませんから」

　カリスウェンはまた笑った。

　皇帝も、確かに変わっていた。

　これ迄までなら、強ごう引いんにカリスウェンを捩ねじ伏ふせていただろうが、今はただ、その顔を見られるだけで満まん足ぞくしているように見える。

　一いち時じは、本当に命を失うしないかけた息子なのだから、心を開いてくれなくても、生きていてくれるだけで、有あり難がたいのだ。

　一方、カリスウェンにしても、父皇帝が、動かすべきでない軍を動かし、城じよう壁へき内に入れる決けつ断だんをしたということに、父親としての想いを感じ取っているのかもしれない。

　皇帝は、最後の最後に、ことをうまく収めたカリスウェンの手しゆ腕わんにも、驚おどろきの眼を向けていた。

　政治の世界に残っていたら、困こん難なんな時に、この太陽帝国をうまく纏まとめていかれただろうに。

　しかし、カリスウェンは、実にあっさりと身を引いてしまった。

　その気になれば、帝てい位いの世せ襲しゆうも可能であったかもしれない。

　むろん、それは帝国を戦せん乱らんに陥おとしいれるかも知れず、一つの賭かけではあったが。

「わたしは、ひとの命が惜おしいのです」

　カリスウェンは言う。

「一人たりとも、無む駄だ死じにさせたくはありません。大陸の危き機きをなんとか回かい避ひさせたいと思うのも、人や、生き物の命を救いたいと願ねがうからです」

　そこが、カリスウェンの為い政せい者しやには向かないところだと思ったが、皇帝は黙だまっていた。

　むろん、政治を行なう者としては、どのような時でも、損そん失しつや被ひ害がいは最小にすべく努ど力りよくするものだが、国こく益えきのためには、眼めを瞑つむらなければならない状じよう況きようも起おこり得える。

　ただ、今、そのことでカリスウェンと論ろん争そうしたくはなかった。

　今はしばらく、そっとしておきたい。

　妙みように、死に急ぐようなところのある息子むすこなのだ。

「ところで、今日の閣かく議ぎで……」

　皇こう帝ていは話わ題だいを変えた。

「先日、第一侯こうユーザ・ランタイドが提出した法ほう案あんが通ったぞ」

「法案というと……」

　カリスウェンには、思い当たることがあった。

「ソグドム教に関かんするものですね」

　それは、他ほかならぬカリスウェンが、ユーザ・ランタイドに示し唆さして作らせた法案だった。

　太陽帝国での、ソグドム教の布ふ教きようを禁きんじるか制せい限げんするためのもので、太ア陽ト、月トバ、星セイタの三神を主神として祀まつる宗教──このアステ・カイデが中心である宗教──側がわの要よう望ぼうもある。

「多た少しようの修しゆう正せいは加くわえたが、すぐに法として成せい立りつする」

「今は必ひつ要ような法でしょう。将しよう来らい的には、撤てつ廃ぱいされることが望のぞましいですが」

　太陽帝国では、信しん教きようの自じ由ゆうは保ほ証しようするのがたてまえで、基き本ほん的には、どのような宗教の布教も自由である。

　ただし、太陽帝国の国益を損そこなったり、人々に損そん害がいを与あたえるような宗教は、その限りではない。

　ソグドム教は、ローダビア公こう国こくの国こつ教きようでもある立りつ派ぱな宗教だが、そのローダビアの国教というところが問もん題だいなのだ。

　ローダビアでは、政せい治じと宗教とが近ちか過すぎる。つまり、ソグドム教が、政治に深ふかく関かかわっていると聞きく。政せい教きよう分ぶん離りの為なされていない国なのだ。

　布教の陰かげに隠かくれ、諜ちよう報ほう活動を密ひそかに行なっていることは、政府としても気き付づいてはいた。

　三神を祀る神しん殿でん側も、事ある毎ごとにそれを指し摘てきしていた。

　ただ、宗教的なことに首くびを突つっ込こむことは、誰だれも望のぞまなかった。

　密かに入って来る諜ちよう者じやは、密かに始し末まつすればいいのではないか。

　閣かく僚りようたちは、そう考かんがえていた。

　もちろん、帝国政府には、大おお勢ぜいの密みつ偵ていがいる。

　だが、それでは済すまないことが、少しずつわかってきていた。

　ローダビアの密偵は、太陽帝国にちょっかいを出だし過すぎたのだ。

　それができたのは、ソグドム教側が、密かに第三侯こうラドニオ・バタナルと結けつ託たくしていたおかげだった。

　ラドニオは、様さま々ざまにソグドム教を利用し、逆さからえば、布教禁きん止しの法ほう案あんを通とおすと言って、脅おどした。

　ラドニオ・バタナルが健けん在ざいだったならば、この法案は否ひ決けつされていたかもしれない。

　しかし、もうラドニオ・バタナルはいないのだ。

　ことが全すべて収おさまった今こそ、ローダビアの密偵たちを、一いつ掃そうする時だろう。

　カリスウェンが罪つみに問とわれ、命いのちを失うしないかけたことにも、ローダビアの密偵たちは大きく関かかわっている。

　それを知った皇こう帝ていは、法案の成立にも積せつ極きよく的役やく割わりを果はたしていた。

　ローダビア公こう国こくの諜報活動を抑おさえるには、制せい限げん法案の可か決けつは歓かん迎げいすべきことだ。

　しかし……

　それは同どう時じに、ヘルルダルをも、アステ・カイデから追おい出すことを意い味みしていた。

　ヘルルダルは、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　ソグドム教の人々の間あいだで、今、どのような立たち場ばに立っているのだろう。

　それが気がかりだった。

　お忍しのびの行こう動どうである。

　皇帝は、あまり長く第六侯家に居いる訳わけにもいかず、二時間ほど後のちに、皇こう宮きゆうに戻もどって行った。




　カリスウェンと同じ屋や根ねの下したに居る。

　ラクシにとって、それはなぜか落おち着つかないことだった。

　半月ほど前迄まではずっとそうだったのだが、今はなぜか特とく別べつなのだ。

　カリスウェンは、第三侯の告こく発はつを受うけてから、第六侯家の当とう主しゆを退しりぞき、別べつ邸ていに自ら謹きん慎しんした。

　ラクシは、屋や敷しきを抜ぬけ出して、カリスウェンに会いに行った。

　そうまでしたというのに、ティーエがレイトリンに会いに行くと、嫉しつ妬とをしたりする。

　心は千ち々ぢに乱みだれ、揺ゆれ動うごいていた。

　そんな自分の心の動きが、嫌いやだった。

　いつもいつも、何かに悩なやんでいる。

　兄あにのこと、故こ国こくのこと、カリスウェンのこと、そして、ティーエとレイトリンのこと。

　くよくよしないように生きてきたつもりだったというのに。

　カリスウェンが処しよ刑けいされそうになっていた時は、ただただその身が心しん配ぱいだった。

　しかし、その命が救すくわれてみると、今はティーエとレイトリンのことが気になって仕し方かたがないのだ。

　ティーエはレイトリンに恋こいをしている。

　そうしたことには疎うといラクシも、さすがに気き付づいている。

　それでいて、またカリスウェンとの別わかれが近ちか付づくと、居いても立ってもいられなくなるのだ。

　一人になると、ラクシは溜ため息いきばかり吐ついていた。

「また溜め息よ」

　庭てい園えんのベンチに一人座すわっているラクシを、遠とおくから見守りながら、マンレイドが言った。

　むろん、話をしている相手は、ボイスだ。

「じれったいわねえ」

「……といっても、見守るしかないだろう」

「見守るだけじゃだめよ」

　マンレイドはボイスを振ふり返かえる。

「二人とも、晩生おくてでどうしようもないわ」
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「何かする気か、マンレイド」

　ボイスは、早くも歩き出したマンレイドを追った。

　ラクシからは、遠とお離ざかっている。

「ちょっとしたお膳ぜん立だてよ」

「手を出さない方がいいんじゃないのか」

「そうだわ」

　マンレイドがまた突とつ然ぜん立ち止まったので、ボイスはぶつかりそうになった。

「あなたが行ってよ」

　マンレイドは言った。

「おれが……どこに」

「ティーエを迎むかえによ、二人ふたりで、話ができるように」

　マンレイドは、ティーエが居いるはずの棟むねを指ゆび差さした。

「余よ計けいなお世せ話わじゃないのかな」

「余計じゃないわよ」

　マンレイドはすぐさま言った。

「あの二人、放ほうっといたら、一いつ生しようすれ違ちがいになりそうだわ」




　皇こう帝ていが帰かえった後、カリスウェンはグラウルを呼よんで打ち合わせなどをしていたので、ティーエはジッダと部へ屋やに居た。

　持もっている薬くすりを広ひろげて、詳くわしく説せつ明めいしてやっているところだった。

　犬のハーリは入いり口ぐちの所ところに寝ねそべっていたが、ボイスに気き付づくとすぐに尻尾しつぽをふって近付いて来た。

　ボイスはその頭あたまを撫なでてやってから、部屋に入った。

　二人の姿すがたを見ると、ボイスは皆みながこのアステ・カイデにやって来た頃ころのことをふと思い出した。

　その頃、ティーエは占うらない師しをしていたのだが、病びよう人にんには薬を処しよ方ほうして出してもいた。薬やく草そうは、そうしたものを売うっている市いち場ばで手に入れていたが売っているのはヴァユラの人々が多かった。

　そこで、ヴァユラの長ちよう老ろうのダファルや甥おいのジャカンと出会ったのだったが、その時、ダファルたちが、あるお方かたのために働はたらいていると言ったのは、実じつはカリスウェンのことだったのだ。

　その直ちよく後ごにキリを救たすけ、そしてカリスウェンと知り合うことになろうとは……

　縁えんとは不ふ思し議ぎなものだと、つくづく思う。

　ティーエはちゃんと、会うべき時に会うべき人々に出会っていたのだ。

　だというのに、魂たましいの双ふた児ごというイルアデル王とは死しに別れてしまった。

　神かみ々がみの真しん意いとは、どこにあるのだろうと思わずにはいられない。

　いずれにせよ、ボイスはティーエの赴おもむく所ならばどこにでも行き、その身を守るだけなのだ。

　命を救われた時に誓ちかった通りに。




　微かすかな足あし音おとに、ラクシは顔かおを上げた。

　見る前から、誰だれが近ちか付づいて来るのかはわかっていた。

「ティー……」

　ティーエは、ゆっくりと歩いて来る。

　背はい後ごに屋や敷しきから漏もれてくる光ひかりが在あって、まるで後ご光こうのようにそのシルエットを包つつんでいた。

　それなのに顔がはっきり見えるような気がする。

　光は、庭にわに置おかれたランプのものと、月げつ光こうしか当たってはいないのに。

　ラクシは気付いた。

　これは眼めで見ているのではないのだと。

　心で見ている。

　ティーエが見せているのだ。

　おそらく、無む意い識しきに。

　ティーエの心が、ラクシを呼よんでいるのを感かんじる。

〝でも、ティーエは巫み女こ王おうさまが好すきなのだわ〟

　ラクシは思う。

〝どうして、わたしを呼ぶの？〟

　ラクシの心の中の聲こえは、ティーエに届とどいた。

「わかりません」

　ティーエは言った。

「ただ、呼びたかったんです」

　ティーエは歩あゆみ寄よった。

　そして、涙なみだを流ながした。

「どうして、泣なくんだよ、男のくせに」

　ラクシは、気き恥はずかしくなって、乱らん暴ぼうに言った。

「でも……」

　ティーエは首くびを傾かしげる。

「あなたも泣いています」

　言われて、初はじめて気付いた。

　涙が溢あふれ、頰ほおを伝つたっている。

　ラクシは立ち上がり、手の甲こうでゴシゴシと眼を擦こすった。

「おまえのせいだ」

　ラクシは、ぶっきらぼうに言った。

「おまえの涙に付き合わされているだけだ」

　確たしかに、ティーエが感かん情じようを迸ほとばしらせると、周まわりの霊ハランや精霊ストラばかりでなく、全すべてのものが同どう調ちようさせられてしまうのだが、今はそうではないのを、ティーエは知っていた。

「あの……違ちがうと思うのですが」

　ティーエは言った。

「何が違うんだよっ」

　ラクシは、肩かたに力を籠こめる。




「ああっ……ぶきっちょ」

　見守っていたマンレイドは天てんを仰あおぐ。

「そこで、引き退さがるんじゃないわよ、ティーエ、唇ぐらい、奪いなさい」

　つい、拳こぶしに力が入ってしまった。




「わたしは、あのう……」

　ティーエは、ラクシの様よう子すを恐おそれるように口ごもった。

　ティーエの心の中には、ラクシの想おもいが流れ込こんで来る。

　怒いかりや、とまどいや、そして喜よろこびが……

　ティーエは、その喜びを強つよく感かんじた。

「ラクシ……わたしは、ほっとしているんです」

　ティーエは言った。

「ほっとしているって……何にだよ」

「太ア陽ト神しん殿でんに入らなくて済すんだことをです」

「そりゃ、大神官なんて窮きゆう屈くつだろうからな」

「そうじゃなく……」

　ティーエはやっと言った。

「あなたと、お別わかれしなくて済すむから」

「おれと……」










　　　　Ⅲ




　ラクシと別わかれたくないからこそ、大神官として太ア陽ト神殿に入るのが辛つらかった。

　ティーエはそう言ったのだ。

　その言こと葉ばに、ラクシも何かを感じ取った。

「おれと……別れなくて済むから……」

　突とつ然ぜんなにか熱いものがこみ上げてきて、ラクシの胸を縮ちぢませた。

　締しめつけられるような、痛みにも似にたものを覚おぼえ、ラクシは思わず胸を押おさえた。

　ティーエも同じだった。

　ラクシの心の動きに連れん動どうしているのかもしれなかったが、自分自身も胸が苦くるしくなるように感じた。

「ラクシ……」

　ティーエはラクシを見み詰つめた。

　そして近付いた。

　ティーエの顔を見上げるラクシの眼めに、小さく輝かがやくものが在あった。

　月の光を宿やどすようなそれは、一ひと粒つぶの涙なみだだった。

　それは、頰ほおの上に転ころがり落ちる。

「ラクシ……」

　ティーエは、おそるおそる手を伸のばし、ラクシの手を両手で取った。

　ティーエにとっては勇気のいることだったが、半なかば無む意い識しきに、そして何かに突つき動かされるようにしてやったことだった。

　他ひ人とに触ふれると、その人の心の中を読むことになる。

　それは、相手にとっても嫌いやなことだろうし、ティーエ本人にとっても辛いのだ。

　触れることのできるのは、カリスウェンやヘルルダル、そして巫み女こ王おうのように、同様の力を持つ相手だけだった。

　なぜなら、同じような力を持っているために、無防備ではなく、お互たがいに伝えたいことだけを注そそぎ込こむことができるからだ。

　掌てのひらの中のラクシの手は、小さく感じられ、そして冷ひえていた。

　一いつ気きに、ラクシの心の内うちのものが流ながれ込んで来るのを、ティーエは感じた。

　少しも嫌ではなかった。

　それは、ただひとつだったからだ。

〝ティー、ティー、ティー……〟
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　ラクシは心の中で、ティーエの名だけを呼よんでいた。

　薄うす闇やみの中で、その顔だけを見ていた。

　ラクシのオーラは、淡あわい紅べに色いろの花のような色で、ひときわ輝き、その身体からだを後ご光こうのように覆おおっていた。

「ラクシ……」

　ティーエはラクシを引ひき寄よせた。

　両りよう腕うでで、その華きや奢しやな身体を抱だいた。

　温あたたかい。

　ティーエは、温ぬくもりだけを感じた。

　心地ここち良かった。

　ラクシも同じだった。

　ただ、浸しん透とうして来る温かさだけを味わい、酔よった。

　二人共に、無む心しんに近かった。




「なに……新しん法ほう案あんだと」

　ソグドムの上級祭司バラトは、ローダビア公国の回し者であるレスドゥに耳みみ打うちされ、眉まゆを大きく顰ひそめた。

「とうとう可か決けつされたというのか」

　バラトは、以前からレスドゥに教えられ、その新法案が閣かく議ぎに提てい出しゆつされたことを知っていた。

　今の太陽帝てい国こくでは、議ぎ会かいなどは名ばかりのもので、招しよう集しゆうされなくなって久しい。新しい法ほう律りつも、閣議で採さい択たくされれば、そのまま施し行こうされた。

　つまり、新法案が閣議を通とおったということは、ほどなく、その法に従したがって政治が行なわれるということだ。

　新法案は、外がい来らい宗しゆう教きようの布ふ教きように対する規き制せいを定さだめたものであった。

　外来宗教といっても、標ひよう的てきはソグドム教である。

　もともと、太ア陽ト神しん殿でんを中心とする宗教から、規制の要よう望ぼうは様々に出されていたが、この法案の本来の目的は、ローダビア公国の影えい響きようの排はい除じよにあった。

　つまり、布教に隠かくれて暗あん躍やくする、レスドゥなどの諜ちよう報ほう活動を阻そ止しするためのものなのだ。

　そうした活動によって、皇帝の一人息子むすこ、カリスウェンすら、命を失うしなう直前まで行くことになった。

　さすがに、十侯こうたちも、危き機き感かんを覚えたのだった。

　十侯たち、といっても、今は満まん身しん創そう痍いで、全員揃そろっている訳わけではないが。

　先日のあの処しよ刑けいの日の、貴き賓ひん席の崩ほう落らくで、死し亡ぼう──実じつ際さいは暗あん殺さつだったが──した第三侯ラドニオの他ほかにも、一人元気な第一侯ユーザ・ランタイドを除いて、重じゆう傷しようを負おった貴族は多い。

　第十侯ヨフム・ラトナーも腰こしを打ってしばらく動けない状じよう態たいにあったし、第三侯は、亡なくなった父の跡あとを弱じやつ冠かん二は十た歳ちの長男が継ついだばかりで、未いまだ子供の第二侯同どう様よう、右も左もわからない。

　第七侯は、病気と称しようして自みずから謹きん慎しんしており、代わりに閣議の進しん行こう役を務つとめている、第八侯ナード・バルクルは、今のところ、皇帝の言いなりだった。

　即すなわち、今、閣議は皇帝の意いのままに動く。

　むろん、いつ迄までも大人しくしている十侯たちではあるまいが、数年は、このダメージからは立ち上がれまい。

　カリスウェンが、あっさりと星セイタ神殿に入ることを決めたのも、皇帝さえ味方に付けてしまえば、いざという時に太陽帝国そのものを動かせると踏ふんだからだ。

　そんなことは、バラトたちには解わからないが、今、政治に於おける権力の天てん秤びんが、皇帝の方に大きく傾かたむいているということは、良く知っていた。

「第三侯が死んでしまったからには、いずれそうなるとは考えていたが」

　バラトの口く調ちようは重かった。

　この男にとっては、教団の利り益えきが最さい優ゆう先せんである。

　ソグドム教団とローダビア公国の利益は、そう違ちがいはしない。

　バラトにとって大切なのは、太陽帝国にソグドム教を広め、根ね付づかせることだった。

　だから、第三侯──先せん代だいの第三侯ラドニオ・バタナルとも手を結むすんだのだ。いずれ裏うら切ぎられることは承しよう知ちの上でだ。

　当とう然ぜん、簡かん単たんに裏切れないだけの弱よわ味みは押おさえてきた。

　しかし、その第三侯が、あれほどに呆あつ気けなく命を落としてしまうとは……。

「残ざん念ねんながら……」

　いつもは、あまり感情を見せないレスドゥが、珍めずらしくいまいましそうに言う。

「第三侯は、事じ故こ死しではありませんでした」

「では……暗殺だというのか」

　さすがに、バラトも絶ぜつ句くした。

　バラトは、カリスウェンの処刑を見物しようと密ひそかに広場に出かけていた。そして、桟さ敷じき席が崩くずれ落ちるのを目もく撃げきしたのだ。

　それが、誰だれかの呪じゆ術じゆつによるものと、看かん破ぱしてはいたのだが。

「アーナ教きよう徒とにしてやられたようです。それに、あの星セイタ神しん殿でんの客きやく員いん教きよう授じゆとかいう男にも」

　レスドゥは、あの日、アステ・カイデ生まれのソグドム神官ドナノに刺さされて傷を負っていたが、数日の療りよう養ようで動けるようになっていた。

　未まだ、多た少しようの無む理りはしているのだが。

「アーナ教徒に……星神殿の……」

　バラトも、アーナ教徒の暗殺者が第三侯こうを狙ねらっているらしい、ということは、このレスドゥから聞かされていた。

　では、暗殺者は、とうとう目的を達たつしたのか。

　ということは、レスドゥたちが第三侯を守まもり切きれなかったことになる。

　第三侯は、まだ利用できる男だった。

　しかし、星神殿の客員教授とは何なのか。

　レスドゥから教えられていたのは、カリスウェンが、星神殿の客員教授をしているという、他国から来た、かなりの呪じゆ力りよくを持った男を相そう談だん相手にしているということだけだった。

「あの男が、桟敷席を落としたのだと、わたしの部ぶ下かは申します。強い呪力を感じたそうです」

　レスドゥに呪力はない。

　しかし、独どく特とくの勘かんがあり、部下には呪まじないをする者も何人かいるのだ。

「そう言えば、ガラヌーめは、その男に呪術の闘たたかいを挑いどんで死におったのだったな」

　バラトは、苦にが々にがし気げに唇くちびるを嚙かんで頷うなずいた。

　ガラヌーというのは、本国では少々異い端たん視しされているソグドム教の一いつ派ぱの神官で、実は先せん兵ぺいとして、この太陽帝てい国こくに布教のために送り込まれていたのだったが、呪術者としてのプライドから、魔ま術じゆつ師しと称しようされるほどの力を持つグラウルに呪術の闘いを挑み、そして敗やぶれ去さった。

　それは、バラトたちにしてみれば、身み勝がつ手てな行こう為い以外の何ものでもない。

「甘あまく見ておりました」

　レスドゥは、拳こぶしを握にぎり締しめた。

「あの男が、裏うらで操あやつっていたのかもしれません」

「そんなことよりも」

　バラトは話を戻もどす。

「法案が通ったということは、これからは、この太陽帝国では、布教ができなくなるということか」

「公おおやけには……当分無理かもしれません」

　レスドゥにとっては、布教のことは、たいした問題ではないのだ。

「それでは……これ迄までしてきたことは、全すべて無む駄だになってしまうではないか」

「無駄になど」

　レスドゥは、また珍めずらしく語気を強つよめた。

「無駄になどいたしません」

　レスドゥは、一人拳を固かためる。

「無駄になどするものですか」




　爽さわやかな風が頰ほおを撫なでるのに、ラクシは気き付づいた。

　そして、自分がティーエの腕うでの中に居いることも。

　こうしていると、ティーエは思ったよりも背が高く感じられる。華きや奢しやに見える肩かたや胸も、実はしっかりと力強いのだということが、服の上からも伝つたわってくる。

　ティーエの胸と、腕……

　少年のように華奢で、子供のように頼たよりないと思っていたのに……

　カリスウェンの胸と腕の力強さと同じようだ。

　ラクシは、ふと、カリスウェンの腕と胸の感かん触しよくを思い出していた。

　あの時は、ただ、一いち途ずにカリスウェンのことだけを想おもって、突つっ走ぱしっていたが……

　ラクシは、突とつ然ぜん羞しゆう恥ち心に襲おそわれた。

　こんな風に抱だき締められていることが、居ても立ってもいられないような、落ち着かないものに思われた。

　ラクシの思し念ねんが、急きゆうに乱みだれた。

　ティーエはもちろん、それを感じ取る。

　誰だれかの力強い腕。

　誰かの温ぬくもり。

　優やさしい声。

　誰であるのか、すぐにわかった。

　胸の中に、何かがこみ上げてくる。

　すっぱいものが胃いから上ってくるような、吐はき気けに似たものだ。

「あ……」

　ティーエは思わず手を離はなし、身を引いた。

「なに……」

　ティーエは呟つぶやいた。

「わたしは……なにをしているのでしょう」

　それは、ラクシに対する問といかけなのか、自分自身に対するものなのか。

「なにって……」

　ラクシもうろたえた。

　ラクシが心に描えがいたことは、全すべてティーエに筒つつ抜ぬけになる状態だったからだ。

　だというのに、カリスウェンの胸に飛とび込こんだ時のことを思い出してしまったとは。

　どこ迄まで、ティーエに覚さとられてしまっただろう。

　ラクシは、顔の火ほ照てりを感じていた。

　きっと真まっ赤かに血が昇のぼっているのだろう。

　薄うす闇やみなのが、ありがたい。

「わたしは、あなたと一いつ緒しよに居たいのです」

　ティーエは、自みずからに言い聞かせるようだった。

「きっと……あなたが好きなのです」

　ティーエは、一気に言った。

　言い終わってから、一つ溜ため息いきを吐ついた。

「でも……よくわからない」

　ティーエは静しずかに首を振ふった。

「あなたの気持ちが、わかりません」

「わたくし……」

　姫ひめ君ぎみの口調で言いかけ、ラクシは乱らん暴ぼうに言葉を変かえる。

「おれは……おれは……」

　ラクシは投なげつけるように、次の言葉を口に出した。

「おまえが、好きなんだよっ」




「なんか……変ななりゆきね」

　少し離はなれた所から二人を見守っていたマンレイドが、後ろに居るボイスに囁ささやいた。

「もう行こう」

　ボイスも小こ声ごえで言う。

「二人切りにしておいてやれよ」

　屈かがんでいたボイスは、立ち上がりかけている。

「だって、雲くも行ゆきが怪あやしいのよ」

　マンレイドは、動こうとしない。

「これから先は、二人の問題だ」

　ボイスは、マンレイドの腕うでを摑つかんだ。

「でも……心配じゃないの」

　マンレイドは、二人から眼めを離はなさない。




「好き……」

　二人は、お互たがいの言葉にしばらく立ち尽つくした。

　いや、相手の言葉にではなく、自分の言った言葉に、なのかもしれない。

　確たしかに好きだ。

　しかし、自分の心の中には何がある……

　相手の心の中には、何が……

　カリスウェンか……

　レイトリンか……

　胸が締しめ付つけられる。

　サワ、サワ……

　辺りの葉は群むれが、風もないのに、胸むな騒さわぎのように音をたてる。

　ティーエの心に感かん応のうしてしまったのだ。

　ザザッ……

　側そばに在ある竹ちく林りんでは、葉が雨のように舞まい落ちる。

　むろん、大陸独どく特とくの種しゆの、細く高い竹だ。

　ティーエは、自分の肩かたを両腕で抱だいた。

　今感じた、生なま々なましいものは何なのだろう。

　力強い腕、強きよう靭じんでしなやかな筋肉に覆おおわれた胸の、熱い感かん触しよくは……

　ラクシの身体からだに蘇よみがえったものを、そのまま全身で受け取ってしまったのか。

　それは、ティーエが知らない、人間の肉体の熱さだった。温ぬくもりなどではない、本当の熱だった。




　ラクシは、自分が思い出してしまったものに気付いていた。

　あの時は、ただ一いち途ずにカリスウェンを思い、全すべてを懸かけてぶつかって行った。

　それを後こう悔かいなどはしていない。

　カリスウェンは、ラクシ自身が思いもよらなかった方法で、ラクシを拒きよ絶ぜつした。

　そうだ、あれは拒絶だった。

　カリスウェンは、ラクシの想おもいが、未分化な憧あこがれに近いものであることを見み抜ぬいていた。だから、恋こいとは、肉体を伴ともなったものだということを、逆ぎやく説せつ的てきな方法でラクシに教えたのだ。

　恋は、ある部分では、お互いを貪むさぼり尽つくさずにはいられないのだと。

　ラクシにその覚かく悟ごはあるのかと、あの時カリスウェンは問うたのだ。

　ラクシを真しん摯しに、正しよう面めんから受うけ止とめてくれていたのだ。

　今、つくづく、それをありがたいと思った。

　カリスウェンは、ラクシの心の奥おく底そこまで見抜いていたのだろうか。

　その頃ころから、ラクシの胸の奥には、ティーエが棲すみ付いていたのだろうか。

　おそらく、そうだったのだろう。

　多分、ずっとそうだったのだ。

　だが、ティーエはそれを解わかってくれるだろうか。

　どう説明したらいいのか……

　それに、ティーエは巫み女こ王おうレイトリンが好きなのではないのか。

　ティーエが太ア陽ト神しん殿でんの大神官となって、月トバ神殿の巫女王と聖せい婚こんを遂とげるという話は、立たち消ぎえになり、星セイタ神殿の大祭司となるカリスウェンとの間で改あらためて行われることになったようだ。

　とはいえ、カリスウェンは、儀ぎ式しきだけのことで、正式の結けつ婚こんではないと明めい言げんしているのだから、この先、ティーエとレイトリンがお互たがいに想い合っても、別に構かまうことはないのだ。

　二人が望のぞめば、たまには会うことも許ゆるされるだろうし、何年か経たてば、巫女王の座を退しりぞいて、自由の身になることも可か能のうかもしれない。

　そう聞いている。

　ティーエはどうするのだろう。

　レイトリンのことは、もう忘わすれたとでもいうのだろうか。

　だが、あの日。

　あの処しよ刑けいの日、ことが収おさまった後で、ティーエがまずしたことは、レイトリンに会いに行くことだったのだ。

　それを思うと、今、ティーエの口から漏もれた言葉を俄にわかには信しんじられなくなってくる。

　もちろん、ティーエが決して噓うそをついたりはしないということを知っているから、重い言葉だとは思うのだが……

　そうだ、重い言葉だ。

　ティーエは、決して噓をつかない。

　言いたくないことがあれば、沈ちん黙もくを選えらぶ人間なのだ。

「ティー……」

　ラクシは、ティーエを見上げた。

　潤うるんだ眼めが、月の光を宿やどしていた。

「おれは、おまえと一いつ緒しよに居たいんだ」

　ラクシは言った。

「何があっても、おまえの側そばに居て、守まもってやるよ」

　そう言い放はなつと、ラクシは背を向むけ、庭の奥の方に走って行ってしまった。

「ラクシ……」

　追おうとしたが、ティーエは足を止とめてしまった。

　追うべきだとは思った。

　ただ、さきほどのあの感かん覚かくが、身体からだに纏まとわり付ついている。

　まるで、自分がカリスウェンに抱だかれてでもいたような、なまなましいあの感覚……

　それを、追い払はらおう、追い払おうとしたが、果はたせなかった。

　全身が発はつ熱ねつして火ほ照てるようだ。

　苦しい。

　これが嫉しつ妬との熱だということに、未いまだティーエは気付かない。




「バカッ……どうして追わないのよ」

　拳こぶしを握にぎって、もう少しで叫さけびそうな声を低く抑おさえたのは、マンレイドだった。

「追っかけて行って、キスぐらいしなさいっ」

「おいおい……」

　ボイスは、マンレイドの腕うでを摑つかんだ。

　このままでは、本当に出て行って焚たき付つけそうだ。

「放ほうっておけったら」

「だって……」

　マンレイドは、ボイスを振ふり返った。

「じれったいじゃないの」

「ティーエは、難むずかしいんだよ」

　ボイスは、マンレイドの肩かたを抱くと、歩くように促うながした。マンレイドは、しぶしぶ従したがう。

　ティーエを一人にしてやろうというのだ。

「きみも知っているだろう。ティーエは、相手の思っていることが読めてしまうんだ。特に、触ふれるとね」

「そうだったわね。でも……」

　マンレイドは、ラクシが走り去った方を顧かえりみる。

「ラクシは誰だれよりも純じゆん粋すいだわ」

「それは、解わかっているよ」

　むろん、二人は別べつ棟むねの方に向かっている。

　この第六侯こう家の屋や敷しきの一角で、以前からボイスたちが逗とう留りゆうしていた所だ。

「二人は未まだ、子供なんだ」

　ボイスはマンレイドを引ひき寄よせた。

「特にティーエはね。十七歳さいまで、全まつたく人間に会うことなく育そだったというんだから」

「そうだったわね。でも、ラクシが可哀かわい相そうだわ。いつも、想おもいが空から回まわりしているみたいに見えるの」

「見守ってやろうよ」

　ボイスは言った。

「また皆みんな、一いつ緒しよに居られることになったんだ。当分はな」




　ソグドムの布教が、ほどなく禁きん止しされることになるということを、ヘルルダルのドラスウェルクが耳にしたのは、二日ほど後あとのことだった。

　そうなれば、故こ国こくローダビアに帰ることになるに違ちがいない。

〝嫌いやだ〟

　ドラスウェルクは、心の内で叫さけんだ。

　帰りたくなかった。

　ドラスウェルクにとって、ローダビアの聖都ルイーン・アールは、懐なつかしい故こ郷きようではない。

　ドラスウェルクの帰る所は、ルイーン・アールに在ある、ヘルルダルの館やかたしかないのだ。

　しかし、そこはヘルルダルの愛あいする場所ではなかった。

　かといって、今さら親元に帰ることもできない。

　現げん世せに未み練れんを持たないようにと、親兄弟ばかりでなく、幼おさな馴な染じみとの交こう流りゆうも制せい限げんされている。

　幼よう少しよう期きに引ひき離はなされてから、両親には数回会ったきりだ。

　それも、親子らしい時を過すごした訳わけではない。

　ドラスウェルクには二人の兄が居て、両親兄弟共に、容よう貌ぼうは、さすがに端たん麗れいだが、ドラスウェルクのような呪じゆ力りよくを持ってはいない。

　ドラスウェルクは、家族の中では異い端たん者しやだった。

　家族は、ドラスウェルクをヘルルダルとして差さし出だして、どこか気が楽になった上に、ヘルルダルを出した家というのは、それだけでも名めい誉よなことだ。しかも、ソグドム教団や国からも優ゆう遇ぐうされる。

　ドラスウェルクが故郷に逃にげ帰れば、親兄弟に迷めい惑わくをかけることにもなるのだ。

　ヘルルダルの仲間の何人かとは、親しくもなったし、周りの者たちはまるで王おう侯こう貴族に仕つかえるように世話をしてくれる。

　とはいえ、本当に心を開いたのはティーエに対してだけだった。カリスウェンにも、少し心を開き始めているが……

　ティーエが居る限かぎり、アステ・カイデから離はなれたくはなかった。

　自由に会えなくとも、どこかで繫つながっている気がする。

〝会いたい〟

　ドラスウェルクは強く思った。

　せめてもう一度会いたい。

　だが、今、ティーエに会いに行くことには、あまりにも沢たく山さんの障しよう害がいがあるのだ。

　もちろん、ドラスウェルクがその気になれば、どのような障害も乗のり越こえることができる。

　しかし、ヘルルダルの立場として、自じ重ちようしなければならないということは、良く解わかっていた。

　ドラスウェルクは、ヘルルダルだ。

　いずれは、大神ソグドのもとに往いく身みなのだ。

　むろん、それはドラスウェルクの望のぞみでもある。

　ずっと、そのように育てられ、ソグド神のもとに往くために生いけ贄にえとなることが、目的であり、名誉であるということに疑うたがいなどは抱いだいていない。

　いずれ……そう遠くない将しよう来らいに、生け贄として、供く犠ぎの台に登のぼる。それを、当とう然ぜんのことと受け止めている。

　それに、自分がソグドム教団の一員だということも、ローダビア公国の国民だということも、充じゆう分ぶんに承しよう知ちしている。

　とはいえ、それとこれとは別なのだ。

　会いたいのだ。

　それは、自し然ぜんな想おもいだった。

　初めて心と心で解り合えた友。

　好きだから、会いたいのだ。

〝どうしよう〟

　ドラスウェルクは思う。

　また、幽ゆう魂こん投とう出しゆつをして会いに行こうか。

　星セイタ神しん殿でんに入ってしまう前に、カリスウェンにも会いたい。

　星神殿には、さすがのドラスウェルクも近ちか寄よれないだろう。

　なにしろ、星神殿には呪じゆ術じゆつ研けん鑽きん所じよがある。数多あまたの神殿の中でも、最も多くの、しかも力のある呪術者が集あつまっている場所に他ほかならないのだから。

　幽魂投出をするなら今のうちだ。

　しかし、ドラスウェルクは生なま身みで、二人に会いたかった。

　手を握にぎり合い、自分の声で話がしたかった。

　それに、ラクシたちにも会いたい。

　心から信しん頼らいできる仲間を何人も持っているティーエが、羨うらやましくて堪たまらなかった。

　ティーエが信頼しているのだから、ドラスウェルクにとっても、信頼できるに違ちがいない。

　そう思うのだ。

　会いに行きたい。

　だが、行けない。




　二日の間、ティーエは寝しん食しよくも減へらして、殆ほとんどの時を瞑めい想そうで過ごしていた。

　雑ざつ念ねんを払はらうためには、それしか考えつかなかった。

　それでも、次から次へと、様々な重いが湧わいてくる。

　懸けん命めいに、客きやつ観かん的てきになって自分自身の心の内を分ぶん析せきしようと試こころみるのだが、思うようにはいかなかった。

　心の中にモヤモヤとわだかまっているものの正体が、なかなか摑つかめない。

　ラクシが好きだというのはわかる。

　カリスウェンは、今では、魂たましいの双ふた児ごであったイルアデルに近い存在だ。

　だというのに、二人の顔を見るのが辛つらかった。

　誰だれかに相そう談だんしたら、そのモヤモヤを言い当ててくれるかもしれないと思うのだが、やはり気き後おくれがする。

　初めてだった。

　いくら座すわって瞑想しても、心の霧きりが晴はれてくれない。

　己を整せい理りできない。

　ラクシは、ごく普ふ通つうに、これ迄まで通りにふるまっているのだが、ティーエは正せい視しできないのだ。




　そんな時、ティーエはカリスウェンに呼よばれた。

　あの、アステ・カイデ湾わんの見える部屋で、カリスウェンはティーエを待っていた。

　霧きり雨さめが降っていた。

　ティーエの心を反はん映えいしているようだが、アステ・カイデがもう雨う季きに入っているせいだった。

　こういう雨が降ると、蒸むし暑あつさも少しは和やわらぐ。

「さすがに、わたしにも、あなたの心の叫びが聞こえて来ましたよ」

　カリスウェンは、微かすかに苦にがい笑わらいを浮うかべて言った。

「でも、あなたの方から、話しに来てはくれませんでした」

「話しに……」

　しばらくカリスウェンの眼めを見てから、ティーエはつと、視し線せんを逸そらしてしまう。

「わたしに直ちよく接せつ話しに来てくれれば、あなたの悩なやみは、すぐに解かい消しようされたでしょうに」

「悩み……」

　ティーエは俯うつむいたまま呟つぶやいた。

「悩みですよ」

　カリスウェンは、ティーエの顎あごに手を掛かけ、顔を上げさせた。

「ラクシのことです」

　カリスウェンは断だん定ていした。

「わたしとラクシの間に何があったのか。それを知りたいのでしょう」

　カリスウェンは、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

　確かにそうだった。

　しかし、認みとめるのは辛つらい。

「わたしにも、ラクシにも、隠かくすようなことはありません」

　カリスウェンは、ティーエの顎から手を離はなさない。

「わたしの眼を見なさい」

　カリスウェンは、じっとティーエの顔を見み詰つめる。

　ティーエは抗あらがうことができずに、言う通りにした。そして、眼を逸らすことができなくなった。

　ひたひたと、カリスウェンの眼と指先から、何かが浸しん透とうして来る。

　そして自分の方からも、流れ出て行くものを感じる。

　二人が触ふれ合あえば心が交こう流りゆうする。

　初め、ティーエはそれを拒きよ否ひしていたが、カリスウェンから注そそぎ込こまれるものが、頑かたくなな心の扉とびらを開いていった。

「あなたは、ラクシの兄君のことは聞いていますね」

　カリスウェンは語かたり始はじめる。

「はい」

　ティーエは素す直なおに応おうじた。

「いろいろ調べてみたのですが、どうやら、わたしとその兄君には、いくつもの共きよう通つう点てんがあるようなのですよ」

　それを聞いて、ティーエは首を傾かしげた。

　どうして今、ラクシの兄の話が出るのか、解わからなかったのだ。

「わかりますか」

　そうカリスウェンに問われても、首を振ふるのみだ。
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「ラクシにとって、兄君は最も大切な異い性せいなのです。もちろん」

　カリスウェンは付つけ加くわえる。

「異性として意い識しきしてはいないでしょうが」

「ラクシの……お兄さん……」

　ラクシから、その兄アルン・ハラド大公のことは、少しは聞いていた。

　持じ病びようがあり、身体からだが弱よわいということについては、カリスウェンとはずいぶん違ちがうが、確かに共通点は多いかもしれない。

　年ねん齢れいも近いだろう。

　静しずかで、思し慮りよ深ぶかく。

　どのような苦く悩のうがあろうとも、それを表に出すことはない、とラクシは兄を語ったが、そのままカリスウェンにも当て嵌はまる。

　カリスウェンと違って、ハラドの苦悩は、新イタール公国の貧まずしさ故ゆえのものだったが。

「わたしは、ラクシにとっては、兄君を思い出させる存在なのですよ」

　カリスウェンはティーエから手を離はなしたが、ティーエはもう顔を背そむけたりはしなかった。

「ラクシは、わたしを兄君と重かさねているのでしょう」

「重ねる……」

「それが、ラクシの恋の本ほん質しつです」

「どういうことでしょうか」

　ティーエは尋たずねたが、聞きたくないような気にもなっていた。

　聞くのが怖こわい。

「これは、ジャドの受け売りですが……」

　カリスウェンは前まえ置おきする。

　ジャドは、カリスウェンが最も信しん頼らいしていたヴァユラの長老だ。カリスウェンを救うために第三侯こうと手を結んだ、レスドゥたちによって、死に追いやられてしまったが。

「ひとが初めてする恋こいは、親になのだそうですよ」

「親……ですか」

　ティーエは、親を知らないのだ。

「女の子は父、男の子は母という訳です」

　カリスウェンは付け加える。

「もちろん、わたしも、実の母とは、もの心がつくかつかないかという時に別れましたから、心の中に出来あがった、母の像ということなのですが」

　カリスウェンの言葉は、ティーエが、生まれる前に父と、そして生まれて間もなく母と死別したことを前ぜん堤ていにしている。

　ティーエも、ケイローンの話や、様々なことを寄せ集めて、心の中に母の像を作り上げていたと思う。

　運良く、母の姉であるアステ・カイデの月トバ神しん殿でんの巫み女こ王おうシスティリナと巡めぐり合あい、母シレーナがどのような人であったかを想像するよすがとすることができた。

　ただ、十七歳さいになる迄までは、人間の女性というものすら、全く見たことのないティーエだった。

　山を降り、人々の世に入ってみると、人間という存在に慣なれるまでが、まず大変だった。

　そして、異性という存在。

　初めの頃ころ、ティーエにとっては人間というものすら謎なぞだったのに、まして女性を相手にしては、全く難なん問もんを突つき付けられたようなものだった。

　行動パターンも、何を考えているかも、ティーエの経験では理解できない。

　人々の心の叫さけびは、嫌いやでも聞こえて来るので、町や村では、ティーエはある程度、意い識しきを遮しや断だんしていなければならなかった。ゆえにティーエの足はおのずから砂さ漠ばくに向かったのだ。

　砂漠は良かった。

　清せい潔けつだった。

　人の心の底に溜たまった澱おりのような、はっきりとはしないがドロドロとしたものと接する必要もない。

　清せい々せいした。

　いつかは、人々の中に戻もどらなければならなかったが、しばしの猶ゆう予よが欲ほしかった。

　砂漠は、人に対しては過か酷こくだ。

　しかし、ティーエにとっては、この上なく優やさしかった。

　風の精霊ストラ。

　砂の精霊ストラ。

　それ以外には、殆ほとんど何もいない。

　皆みな、ティーエを放ほうっておいてくれた。

　そんな中で、出会ったのが、ラクシだった。

　人に会うのが嫌だった。

　まして、女性。

　それなのに、砂漠の只ただ中なかで一人爪つま弾びくラクシのランピルの音には、妙みように惹ひかれた。

　誰だれかを呼よぶ音ね色いろだった。

　優しく呼んでいた。

　心の内に、いくつもの悩なやみがあったが、それは己おのれの欲などでは微み塵じんもない。ひとのための苦しみだった。

　近付いて見ると、少女は少年の恰かつ好こうをして、少年と同じにふるまっていたが、ティーエには既すでに、ランピルの音だけで、女性であることがわかっていた。

　オーラの色も、はっきりとそれを示している。

　会って、話をした。

　不ふ快かいなものは全くなかった。

　それどころか、ゆっくりと話をしていたいと、心から思った。

　そんな風に感じる相手と出会ったのは、初めてだった。

　朝になり、別れるのが残念だった。

　ひょんなことから、一いつ緒しよに旅をすることになったのだが、あの時、ティーエは確かにそれを喜んでいた。

　ラクシは、女だったが、それを意識しないで済すむから楽だった。

　もちろん、町や都会に行くようになり、人間の中で生きることにも次し第だいに慣れ、今では殆ほとんど苦痛ではなくなったが、ここに至る迄までの道筋をつけてくれたのは、ラクシだったと言うべきだろう。

　あの頃ころ、ラクシの心の中には、常に兄が居た。

　それは、充じゆう分ぶんに承しよう知ちしているが。

　ラクシが、カリスウェンとその兄とを重ねているというのは、そして、ひとが初めて恋こいをするのは、親だというのは、どういうことなのだろう。




「ラクシにとって、兄君は、亡なくなられた父君のような存在なのです」

　カリスウェンは説明する。

「つまり、初めての恋は、兄君ということになります。もちろん、無意識な恋です」

「ラクシは、いつもお兄さんのことを心配しているようですが」

　ティーエは言った。

　なんとなく、解わかるような気はする。

「わたしは、言ってみれば、その兄君の代わりなのですよ」

　優やさしい微び笑しようと共に、カリスウェンは言った。

「お兄さんの……代わり……」

　ティーエは呟つぶやいた。

「そうです。わたしには、初めからわかっていました」

　カリスウェンは頷うなずいた。

「でも、ラクシは、思い込んだら止まらない。一いち途ずな人です、口でそれを説明しても、理解できなかったでしょう」

「はい」

　ティーエには、それもなんとなく解った。

「ラクシは、正面からわたしにぶつかってきてくれました。でも、心の中には迷まよいがあったのです」

　カリスウェンは続ける。

「わたしにも、少しはひとの心が読めますから」

　カリスウェンには、強大な呪じゆ力りよくがある上に、十侯こうの一人として、常に周りの人々の心を読まなければ、やってはいかれない立場に在あったのだ。

　人の心を読むことに長たけていても、不思議はない。

　そうでなければ、政せい争そうの只ただ中なかで涼すずしい顔などしてはいられなかっただろう。

「わたしは、ラクシの迷いを自ら気付かせようとしました」

　カリスウェンは、じっとティーエの眼めを見る。

　同じように強い呪力を持っているせいか、カリスウェンもティーエ同様に、相手に自分の思し考こうが伝わるのを、制せい御ぎよすることができた。

　だから、いくら顎あごに手を触ふれられていても、そのまま、お互たがいの思いが交こう錯さくするということはない。

　カリスウェンが、意識的に考えをティーエに注がない限りは、言葉で聞くしかないのだ。

　言葉の方がいいだろうと、カリスウェンが判断したのは、やはり感かん覚かく的てきなものまでティーエに流し込んでは、あまりにも生々し過すぎるからだろう。

「本当に、肉体的に結むすび付ついても、後こう悔かいしないかと」

「肉体的に……」

　今のティーエには、やっとその意味が解わかるようになっていた。

「それで、わたしは、ラクシを襲おそったのですよ」

　カリスウェンは、少々苦にがい笑いを見せた。

「襲った……」

「ラクシは、逃にげました」

　カリスウェンは肩かたを竦すくめた。

「わたしに、抱だいてくれと言って来たのですけれどね」

「抱いて……」

「もちろん、初めてなので、恐おそれもあったのでしょうが、意識しない部分でラクシは気付いたのですよ。心の奥おくの方に、既すでに住んでいる人がいるということに」

　カリスウェンは、ゆっくりと付け加えた。

「あなたですよ、トバティーエ」




　バラトは、仕し方かたなく、近いうちに帰国する決心をした。

　一から出で直なおさなければならない。

　それを聞かされ、さすがにドラスウェルクは焦あせった。

　会いたい。

　ティーエに。

　カリスウェンに。

　あまりにも強く思ったので、気付いた時には、既すでにドラスウェルクの幽ゆう魂こんは、その肉体の外に出ていた。

　ドラスウェルクの幽魂は、そのまま高く上じよう昇しようしていった。

　日が暮くれて間もなくだったが、空はもう暗い。

　厚い雲くもが垂たれ籠こめているからだ。

　ドラスウェルクの幽魂は、その雲の中をしばらく進んだ。

　下界は雨あめである。

　第六侯こうの屋や敷しきの屋根も、しっとりと濡ぬれていた。瓦かわらの屋根だ。

　ドラスウェルクの幽魂は、それを通つう過かして、屋敷の中に入った。

「ドラスウェルク」

　ティーエはすぐに気付いた。

「来たんですね」

〝うん〟

　ドラスウェルクは、ティーエの前に姿を現わした。

　未いまだ人の形を取ってはいない、霊れい体たい本来の形、光の球だ。

〝会いたかったんだ〟

「心配していました」

　なんといっても、ドラスウェルクは、カリスウェンを救うために、ローダビアの人々を裏切った訳だから、何かまずいことになりはしないかと、ティーエは心配していたのだ。

　むろん、ドラスウェルクは、ソグドム教内でも特別な存在だから、そう深しん刻こくなことにはならないだろうと、グラウルに聞かされてはいたのだったが。

〝心配はいらないんだけど〟

　ドラスウェルクは言う。

〝もうじき、お別れなんだ〟

「お別れ……」

〝ローダビアに、帰るんだよ〟

「とうとう……」

　ティーエは、それを恐おそれていた。

　それでは、もうドラスウェルクと会えなくなってしまう。

　ようやく解わかり合えたというのに。

「帰ってしまうんですか」

　ティーエは溜ため息いきを吐ついた。

　もちろん、ドラスウェルクはローダビアの人間なのだから、いずれ帰ることは覚かく悟ごしていたが。

　別れが、目前に迫せまっているとは。

〝会いたいんだ〟

　ドラスウェルクの幽ゆう魂こんのオーラが、哀かなし気げにまたたいた。

〝もう一度、ちゃんと会いたいんだ〟

「わたしもです」

　ティーエは深々と頷うなずいた。

「あなたとは、もっと話をしたいのです。ずっと一いつ緒しよに居たいんです」

〝わたしも〟

「あなたが、わたしたちと一緒になってくれたら、と思うんです。でも、カリスウェンさまに窘たしなめられました」

〝あの人に〟

「ヘルルダルには、ヘルルダルの立場というものがある。ヘルルダルを窮きゆう地ちに立たせるようなことをしてはいけない、と」

〝あの人が……心配してくれたんだね〟

　カリスウェンが自分のことを思っていてくれる。それが、ドラスウェルクには嬉うれしかった。

〝本当は、ここに居たいんだ。でも、やっぱり帰らなきゃ〟

　ドラスウェルクは言う。

〝だって、わたしはいつか、ローダビアの人たちの願いを、大神ソグドに運はこんで行くんだもの〟

　ローダビアの人々の願いを大神ソグドのもとに運ぶ。それこそ、生いけ贄にえの儀ぎ式しきの目的に他ほかならない。

　ティーエは、胸の痛みを覚おぼえた。

　ドラスウェルクを、死なせたくない。

　失いたくない。

　ドラスウェルクがローダビアに帰るということは、いずれ近いうちに、必ず死ぬことを意味していた。

「死なないでください」

　思わずティーエは言った。

「ローダビアに、帰らないで」




「ヘルルダルが、幽ゆう魂こん投とう出しゆつをしているそうだ」

　バラトは、レスドゥに言った。

「あの男たちに、会いに行ったのだろうな」

「幽魂投出を……」

　レスドゥは呟つぶやいた。

「ヘルルダルは、あの者たちに相そう当とう惹ひかれているようですからね」

「今度は、また屋や敷しきを抜ぬけ出すかもしれん」

　バラトは、苦々し気に唇くちびるを歪ゆがめた。

「まさか、教団と国を裏うら切ぎって、あの者たちのもとに走りはすまいな」

「それもまた……」

　レスドゥは考えながら言う。

「利用できるかもしれませんな」

「利用……だと」

「そうですよ」

「向こうに一ひと泡あわふかせ、巻き返しを図はかるために……です」
















大祭司













　　　　Ⅰ




　ヘルルダルのドラスウェルクの幽ゆう魂こんは、数秒で自みずからの肉体に戻もどっていた。

　急に戻ったのだ。

　気け配はいを感じたからだった。

　部屋の扉とびらの外で、誰だれかが様子を窺うかがっている。

　見み張はりの役をさせていた精霊ストラが、それを空気の波で示しめしてくれた。

　監かん視しされているのは、わかっている。

　あの日以来、ドラスウェルクは常つねに監視されていた。

　お守もり役のドナノが、処しよ刑けい場となった広場で、突とつ然ぜんレスドゥを刺さしたということは、後になって知った。

　ドナノは警けい備び隊たいに逮たい捕ほされ、今も取り調しらべ中だというが、おそらく、何も喋しやべりはしないだろう。

　アスカ・カイデに来ているソグドム教の人々のことだけでなく、影かげの存そん在ざいであるレスドゥたちのこと迄まで、ドナノは知りすぎている。

　逮捕される前に、レスドゥの部下たちが、何か工こう作さくしたに決まっている。

　ドナノが、重じゆう要ようなことは何も語れないような、何らかの措そ置ちを……

　レスドゥたちには、その程てい度どのことは茶さ飯はん事じでしかあるまい。

　ドラスウェルクは、心臓に氷でも当てられたような痛みを覚おぼえる。

　ずいぶん手こずらせてしまったが、ドナノは心からドラスウェルクのことを思ってくれていた。

　バラトたちに対して、いつも庇かばってくれていた。

　ドナノがレスドゥを殺ころそうとしたのは、ひょっとしたら、自分のためだったのではないだろうか。

　ドラスウェルクは、そう思うのだ。

　ドラスウェルクは、自分が、知らずにしたとはいえ、レスドゥたちに利用されて、カリスウェンを処刑に迄追おい詰つめることに手を貸かしてしまったことで、深ふかく傷きず付ついていた。

　ドナノは、それを良く知り、心を傷いためていてくれた。

　ドナノの、ドラスウェルクに対する愛あい情じようには、充じゆう分ぶんに気付いていた。

　それは、神官としての、聖なるヘルルダルへの敬けい愛あいだけでなく、可愛かわいいやんちゃな弟のような存在への、慈じ愛あいに近いものも含ふくまれていたのではないだろうか。

　助けられるものなら、助けたい。

　しかし、今のドラスウェルクには、出来ることは何もなかった。

　いや、何をしたらいいのかもわからなかった。

〝あの人に、頼たのんだら……〟

　いくら世せ間けん知らずのドラスウェルクでも、そう考えはする。

　あの人とは、カリスウェンのことだ。

　皇こう帝ていの息子むすこであるカリスウェンになら、ドナノの命を救すくうことも可か能のうだろう。

〝でも……〟

　ドラスウェルクは躊躇ためらう。

　自分は、カリスウェンの足を引っ張ったのだ。危あやうく火か刑けい台だいに登らせてしまうところだったのだ。

　カリスウェンが許ゆるしてくれても、自分で自分が許せない。

　謝あやまりたいと思った。

　会って直ちよく接せつ謝りたい。

　しかし、どうやって会えばいいのか。

　ドラスウェルクは見張られているのだ。

　もちろん、出ようと思えば、どのような妨ぼう害がいも、ドラスウェルクを止めることはできないが、そうしてしまえば、ソグドム教団と祖そ国こくローダビアを裏うら切ぎることになる。

　そう迄までする決心は、さすがにつかなかった。

　そんなことをすれば、家族にも累るいが及およぶかもしれない。

　もはや、あまり親しみを感じられなくなっていたが、家族は家族だった。

　自分がローダビア人であるという誇ほこりもあるし、何よりも信しん仰こうがあるのだ。

　とはいえ……

　このごろ、考えてしまうのだ。

　レスドゥたちのやり方だ。

　いくら故こ国こくローダビアのためとはいえ、やる事が汚きたな過すぎる。

　ドラスウェルクには、そう思われてならないのだ。

　清せい浄じように、無む垢くにと育てられたヘルルダルには、人や国家が、利り害がいが絡からむと、いかなる手段をも選ばないことがある、などとは思いも寄よらない。

〝嫌いやだ〟

　と思う。

　何もかも〝嫌だ〟。

　いたたまれない気持ちになる。

　全すべてを捨すててしまいたい。

　自由になりたい。

　自由になって、ティーエたちの仲なか間まになりたい。




　召めし使つかいが、ティーエを呼よびに来て、カリスウェンの書しよ斎さいに案内した。

　用よう向むきは、今のティーエには充じゆう分ぶんに察さつすることができた。

　ドラスウェルクが幽ゆう魂こん投とう出しゆつを行なって、ティーエのもとに訪たずねて来たことに、カリスウェンが気付かないはずはない。




「不ぶ用よう心じんですね」

　ティーエの顔を見るなり、カリスウェンはそう言った。

　何のことかは、良くわかる。

　ドラスウェルクが、あまりにも不用心だと言っているのだ。

「周まわりの者が、気付かないはずはありません」

　むろん、今、ドラスウェルクが見張られているということも充分に認にん識しきしている。

「ドラスウェルクは、どうなるのでしょう」

　ティーエは、それが心配だった。

　その気になれば、どのような武力も、あるいは呪じゆ力りよくですらも、ものともしないドラスウェルクだが、本人は、今、全ての制せい約やくを甘あまんじて受け入れているのだ。

　それでも、矢やも盾たても堪たまらずに、この屋や敷しきに来てしまった。

「殆ほとんど無む意い識しきに、来てしまったのですが」

「無意識に……」

　カリスウェンは、心しん中ちゆうで舌したを巻まかざるを得えない。

　なんという呪力か……

　だが、自らも、どうやら同どう等とうの呪力を有ゆうしているらしいのだ。

　そんな力を、御ぎよすることができるのだろうか。

　それを考えると、不安にすらなるが、持って生まれたものなら仕し方かたがない。じっくり付き合うだけのことだ。

「幽魂投出だけなら、咎とがめられるということはないでしょう」

　カリスウェンは答えた。

「ただ……それ以上のことをすると……」

「それ以上のこと、というのは、ヘルルダルが自ら、こちらに来るということでしょうか」

「幽魂だけでなく……」

　カリスウェンは、呟つぶやくように言った。

「本人が、周りの制せい止しを振ふり切って行動すれば、裏切り者ということになるでしょうね」

「ヘルルダルに、そんな気はなくても……」

「人は、行動で判断するのです。言葉ではなく」

　ティーエは溜ため息いきを吐つき、しばし黙だまりこんだ。

「ヘルルダルを、こちらに来させることはできないでしょうか」

　意いを決けつしたように、ティーエは言った。

「わたしたちの仲間として、迎むかえ入いれることは……」

「それは、ヘルルダルに、国と信しん仰こうとを棄すてさせることですよ」

　カリスウェンは、しばらく眼めを瞑つむっていたが、おもむろに言った。

「全すべてを棄てることです」

「全てを……」

「もちろん、ヘルルダルは、あなたや皆みなの素す晴ばらしい友情を得るでしょうが、代わりに……」

「代わりに」

「ローダビア公国とソグドム教そのものを敵てきに回すことになります。かれらは、決してヘルルダルを許ゆるさないでしょう」

　カリスウェンは、書き物机づくえの前から立ち上がり、ティーエに歩み寄ると、その肩かたに手を置いた。

　肩から、ティーエの中に温あたたかい何かに混まじって、憂うれいのようなものが流れ込んで来た。

「あなた方も巻まき込こまれます。常に狙ねらわれることになる。それでは、大陸を救うための行動が制約を受けます。もちろん……」

　カリスウェンは溜め息を吐く。

「わたしも、なんとかヘルルダルを助けたいとは思うのです。人の命を生いけ贄にえにするなど、宗教としては邪じや道どうです。でも……他国の宗教に口出しはできません」

　もう一度吐いた溜め息は、更さらに深かった。

「特に、ヘルルダル自身が、生け贄になることを望のぞんでいるとすれば……どうしようもない」

「はい……」

　ティーエも、同じ溜め息を吐いた。

「難むずかしいですね」

　大陸を救うためには、ドラスウェルクの協力が欲ほしい。

　そして、友としても……

「とにかく、下へ手たに誘さそうようなことをしてはいけませんよ。ヘルルダルの心に任まかせましょう。もちろん」

「もちろん……」

「ヘルルダルが窮きゆう地ちに立たたされた場合は、わたしも力を尽つくしましょう」




「お屋や形かたさま」

　外から、家令が声を掛かけた。

「わたしはもう、この家の主あるじではありませんよ」

　苦く笑しようしながら、カリスウェンは呼び掛けに応おうじた。

　未いまだに、屋や敷しきの者は皆みな、カリスウェンを主人扱あつかいする。もちろん、だからといって、キリを軽かるく扱ったりはしないが。

「も……申もうし訳わけございません。あ、兄君さま」

　家令は言い直した。

　カリスウェンは、今では当とう主しゆの兄、そしていずれは大祭司と呼ばれることになる身なのだ。

　この先、たまにはこの屋敷に戻もどることもあるだろうが、カリスウェンには、第六侯こうに戻る気などさらさらない。

「第一侯ユーザ・ランタイド閣かつ下かがお越こしになりました」

　家令は言った。

　ユーザ・ランタイドは一昨日もカリスウェンを訪たずねて来たが、いくら夜中にやって来たといっても、会わない訳にもいかない。

　それに、ランタイドの気持ちも、解わからないでもないのだ。

　カリスウェンが星セイタ神しん殿でんに入ってしまえば、さすがに、こうして気き軽がるに訪ねるという訳にもいかなくなる。

　カリスウェンはティーエと別わかれ、ランタイドを通してある部屋に向かった。

　あと数日で、星神殿に入る。

　少しはゆっくりと過ごしたいものだが、これ迄までに増まして忙いそがしい。

　静かな日々は、当とう分ぶん訪れそうになかった。

「例れいの法ほう案あんが通ったことは、聞いただろう」

　手て柄がら顔で、ランタイドは言った。

　もともと、ソグドム教に関する法案を作るようにランタイドに勧すすめたのは、他ほかならぬカリスウェンだったのだ。

　やはり、ソグドム教の布教そのものよりも、その影かげに隠かくれて様々に暗あん躍やくする、レスドゥたちの動きに、懸け念ねんを覚おぼえたからだった。

　ただ、自みずから法案を作成していては、先せん代だいの第三侯こうたちに警けい戒かいされる。そこで、ランタイドに示し唆さしたのだ。

　もちろん、法案作成に必要な資し料りようは渡わたしておいた。

　ランタイドも、直ちよく情じよう径けい行こう型がたとはいえ、長年十侯の一人を無ぶ事じに務つとめているのだから、自分が何をすればいいかは心こころ得えている。出来上がった法案は、評ひよう価かされるべきものであったし、提出された時も時だった。

　閣かく議ぎではさっそく取り上げられ、速すみやかに可か決けつされ、ランタイドは、おおいに面めん目もくを施ほどこしたのだ。

「おめでとうございます、タイド」

　カリスウェンは、実は自分が黒くろ子この役を果はたしていた、などということは、おくびにも出さない。

　ランタイドは、その気にさせれば、カリスウェンの思い通りに動いてくれる存在だったので、近いうちに皇こう帝ていの座ざに就つけられれば、と考えていたのだが、今となっては、その必要性はなくなった。

　とはいえ、常にカリスウェンの味方をしてくれるランタイドが、十侯の中でも勢せい力りよくを持つのは、いいことには違ちがいない。

「きみのおかげだよ」

　ランタイドは言う。

「きみが教えてくれたからだ」

　カリスウェンの前では、ランタイドは素す直なおである。

「しかし、調べれば調べるほど、ローダビアの秘ひ密みつ工こう作さくは根ねが深ふかい。早くこの国から追い出さなければ」

「完全に追い出すのは、難しいでしょう」

　それは事実だ。

　法が施し行こうされて、ソグドム教徒が一いつ掃そうされても、工作員たちは残るだろう。更さらに密ひそかに巷こう間かんに隠かくれ住み、活動を続けるだろう。

「しかし、太陽帝国の威い信しんにもかかわることだ。それに、彼き奴やつらのせいで、きみは危あぶない目に遭あったんじゃないか」

「ラドニオ・バタナル殿どののせい、と言うべきだとは思いますが」

「ローダビアの動きは、ヴァユラとも結けつ託たくしているらしい」

「ヴァユラと……」

　カリスウェンは、僅わずかに眉まゆを動かした。

　むろん、カリスウェンが、ヴァユラの人々と深い関かかわりを持っているということを、ランタイドは知らない。

　カリスウェンも、それを言う気はない。

「以前から、ヴァユラは怪あやしい動きをしていたという報ほう告こくがある」

　ランタイドは続ける。

「ローダビアとヴァユラの関連とは、どういうことですか」

　カリスウェンは尋たずねた。

　ランタイドがどこ迄まで調ちよう査さしているのかを知りたいと思った。下手をすると、手た綱づなを取り損そこねる。

「今、太陽帝てい国こくで暗あん躍やくしているローダビアの者たちも、多くはヴァユラらしいという情報がある。むろん、ローダビアに潜せん入にゆうしている者からの報告だ」

　当然ながら、太陽帝国でも、各地に情報収しゆう集しゆうのための諜ちよう報ほう員いんは入り込ませている。

「ヴァユラ……」

　カリスウェンは呟つぶやいた。

　全く知らないことではなかった。

　ヴァユラの長ちよう老ろうダファルの甥おいジャカンから、話は聞いていた。

　ローダビアの間かん者じやの中には、ヴァユラか、あるいはヴァユラと近い関係を持つ者がいるのではないか。

　ダファルたちや、何人かの者がそう感じていると、ジャカンは言った。

　かれらは、ヴァユラのことを知り過ぎている。

　ジャカンはそう語った。

　第六侯こう家所有のエーヌの荘しよう園えんのヴァユラの村を急きゆう襲しゆうし、長老ジャドを連つれ去さったやり方はヴァユラの人々の考え方や習しゆう慣かんを良く知る者にして初めて可か能のうだったと。

　下工作に現われた者も、明らかに、どこか他よ所そのヴァユラだったと。

　奪うばい去さられ責せめ殺されたのは、他ほかならぬジャカンの父であったのだ。

　あの処しよ刑けいの日の翌日、カリスウェンは密ひそかに抜ぬけ出して、ダファルたちに会いに行った。

　南国のことなので、ジャドは既すでに埋まい葬そうされていた。

　墓は首都からかなり離はなれた場所で、カリスウェンはそこ迄行くことはできなかった。ただ、自らの髪かみを一ひと房ふさ切って、ジャカンに託たくしたのみだ。

　髪を切って墓に捧ささげるということは、最も親しい者への心からの哀あい悼とうの意を表わす。

　ヴァユラの仲間たちは、皆みな感かん激げきの涙なみだを流した。

　この貴公子は星セイタ神しん殿でんに入り、大祭司となってしまう。

　ヴァユラという、最低の、身分ですらない身分を無くそうという、ヴァユラの人々の願ねがいは、頓とん挫ざしてしまったかに見える。

　しかし、希き望ぼうはあるのだ。

　カリスウェンの命は守られた。

　神殿の中からでも、ヴァユラや信しん奉ぽう者しやに指し示じを与あたえることはできるし、いずれ還げん俗ぞくすることも可能なのだから。

　そして何よりも、カリスウェンはヴァユラの人々に夢を与えた。

　共和国という理想の種たねを、しっかりとジャカンたちの胸に植うえ付つけたのだ。

　ジャカンは、預あずけられていた共和国憲章をカリスウェンに返そうとしたが、こう言われた。

「それは、まだしばらく預かってください。わたしが、星神殿を出る日迄まで」

　ヴァユラは、夢を捨ててなどいない。




「ヴァユラというものは、この大陸じゅうで、どこかで必ず繫つながっていると聞いた」

　ランタイドは話を続けている。

「そうでない場合もあるでしょう」

　カリスウェンは、ランタイドを制せいして言った。

「ヴァユラにも、それぞれの利り害がいはありますから」

「しかし、ヴァユラは、いざという時は結けつ束そくすると聞いた」

「ヴァユラも人の子……甘あまい言葉には釣つられるでしょう」

「人の子……か」

　ランタイドは呟つぶやくように言った。

　いささか複ふく雑ざつな顔をしていた。

　第六侯こう家が、昔からヴァユラには寛かん大だいだと言うことを思い出したのと、そもそもカリスウェンが起き訴そされた理由が、ヴァユラたちに命じて武器を集めさせ、政府転てん覆ぷくを企たくらんだということだったからだ。

「ひとつ訊きいてもいいかい」

　ランタイドの顔には、気き遣づかわしそうな色が浮うかんだ。

「何ですか」

「きみは……ヴァユラを配下にしているのか」

　言い難にくそうに、ランタイドは尋たずねた。

　十侯の一人がヴァユラと関係するなど、常識では考えられないことだ。むろん、誰だれも、カリスウェンがそんなことをしていたなどとは、考えもしていない。

　カリスウェンが起訴されたのは、皇こう帝ていと第三侯との政せい争そうの側そば杖づえを喰くらったのだと、認にん識しきしている。

「配下になどしていませんよ」

　カリスウェンの言葉に、ランタイドは胸を撫なで下おろしかけ、そして硬こう直ちよくする。

「かれらは、わたしの友人です」

「友人……」

　ランタイドは、我わが耳を疑った。

　ヴァユラは戸こ籍せきすら持たない、つまり人間の数にすら入れられない者たちだからだ。

「友人！」

「少なくとも、わたしは、そう思っていますよ」

「友人……」

　ランタイドは、溜ため息いきを吐ついた。

「きみは、昔から、少し変わっていたが……」

　そう思う他ほかはない。

　まともな人間には、考えられないことなのだ。

　十侯の家の人間が、ヴァユラと友人付つき合あいをするなどとは。

「そうですね」

　カリスウェンも認みとめた。

「わたしは、大だい分ぶ変わっています」

「とにかく、ヴァユラの問題は、放ほうってはおかれないだろう」

　放っておいてくれ、と言いたかったが、カリスウェンは言葉を吞のみ込こんだ。

　ヴァユラとの繫つながりのことに関しては、未まだ語る訳わけにはいかないのだ。

「もう少し内ない偵ていを進めさせて、それから行動に移うつすつもりでいる」

「タイド……」







[image: ]







　カリスウェンはランタイドに言う。

「わたしが大祭司になったからといって、誰にも会えなくなる訳ではないのですから、たまには、星セイタ神しん殿でんに遊あそびに来てくださいね」

　それこそが、ランタイドの得えたい言葉だった。

　カリスウェンにしてみれば、ランタイドから情報を収しゆう集しゆうしたいというのが本ほん音ねだ。とはいえ、ランタイドという人間には、それなりの魅み力りよくを感じてもいた。

　この一いつ本ぽん気ぎは、愚ぐ直ちよくとすら見えるが、今どき、特に十侯こうの中に、こんな男はいない。




　ランタイドが帰る迄までにカリスウェンは、捜そう査さの進み具ぐ合あいなど更さらにいくつかの情報を得た。

　そして、家令にジャカンを呼よばせた。

　ジャカンは、第六侯の屋や敷しきの近くに待たい機きしていたので、すぐさま駆かけ付つけた。

　むろん、第六侯家をそれとなく守っている、ヴァユラの仲間たちに指し示じを与あたえていたのである。

　それにジャカン自身、なるべくカリスウェンの近くに控ひかえていたかった。

　未だ、ローダビアの間かん者じやたちは一いつ掃そうされてはいないのだ。ティーエも、いつ狙ねらわれるかわからない。

　当とう然ぜんながら、カリスウェンからは、引き続きティーエたちを守しゆ護ごするように言われている。




「こ……この部屋は？」

　部屋に通され、ジャカンはとまどった。

　いつも通される書しよ斎さいや居い間まではなく、初めての部屋だった。

　広く、美うつくしい部屋で、大きく開かれた一面の向こうには露台バルコニーがある。

　深夜だったが、月が出ているので、向こうに海が広がっているのがわかった。

　位置から考えて、アステ・カイデ湾わんだろう。

　この屋敷でも、最もつとも眺ちよう望ぼうの良い部屋の一つに違ちがいない。

「この部屋は、大切なお客様や、最もお親したしい御ご友人を、おもてなしする部屋なのだよ」

　案内した召めし使つかいは、そう言って、ジャカンの後ろで扉とびらを閉めた。

　ジャカンにとって、こんな部屋を見るのは、生まれて初めての経けい験けんだった。

　一目で、豪ごう華かと感じとれるものではない。

　しかし、見れば見るほど手のこんだ、贅ぜいを尽つくした造りだった。

　床ゆかの木材は、香こう木ぼくなども入った最高級のもの。壁かべには一部紫色を帯おびた黒い木が使われ、上半分は漆しつ喰くいに、港の景け色しきの絵などが描えがかれていた。古いにしえのアステ・カイデ湾の賑にぎわいをモチーフにしている。

　何百年も昔の、高こう名めいな画家が描いたものに違いなかった。

　家具や調ちよう度ども、年代を感じさせるが、決して古びてはいない。どっしりと落ち着いて、惚ほれ惚ぼれするほど精せい緻ちな細さい工くで、家具というよりは美術品だった。

　そうした家具に触ふれるどころか、床の上に立っていることでさえ、気き後おくれがする。

　ジャカンは、入り口近くの床に膝ひざを突ついたまま、身動きもせずにカリスウェンがやって来るのを待った。




　ほどなく、カリスウェンはやって来た。

　そして、続いて入って来た召使いたちが、飲み物や料理を運はこんで来た。

　カリスウェンは、ジャカンを手て招まねきし、自分の隣となりの椅い子すを示しめした。

　そこに座すわれと言うのだ。

「ご……御ご前ぜんさま……」

　ジャカンは、前と同じ場所に居て、ただ首を振ふった。

「ここに座ってください、ジャカン」

　カリスウェンは、命じるのではなく要よう請せいした。

「わたしと、あなたとは、対たい等とうのはずです」

「とんでもございません」

　ジャカンは、床に額ひたいを付つけんばかりにひれ伏ふした。おまえではなく、あなたと呼ばれることに、なんとも違い和わ感かんを覚おぼえる。

「どうして、わたくしが」

「どうして……」

　カリスウェンは首を傾かしげる。

「共和国が建けん設せつされれば、あなたもわたしも、同じ一市民になるのですよ」

「と……おっしゃいましても……」

　ジャカンは、冷ひや汗あせを流していた。

「わたしは、一度ゆっくりとあなたと話したかったのです。お互たがいに、対等の一人の人間として」

　カリスウェンは一度座った椅子から立ち上がり、ジャカンの前で膝を突いた。

「あなたは、わたしが父のように慕したっていたジャドの子し息そく。わたしにとっては、兄のような存在です」

「そんな……そんな……いけません」

　ジャカンは、カリスウェンの手を拒こばみ、ただ、平へい伏ふくする。

　カリスウェンは、無む理り矢や理りに、ジャカンの両手を取った。

「あなたは、わたしに色々なことを教えてくれた。剣けんや、体術や、雲の読み方、生き物の営いとなみ、ヴァユラの人々の想おもいや、気の流れの読み方……」

「御前さま」

「十侯こうは、四つの名を持ちますが、神官は一つの名しか持ちません」

　一つの名しか持たないということは、二つの名を持つ市民以下、つまり奴ど隷れいと同じということを意味する。

　神官は、神に仕つかえる者なので、世せ俗ぞくの全すべてを棄すてるという形を取るからだ。

　もちろん、たてまえだが。

　名が一つになる代わりに、世せ間けんでは、神職者を呼ぶ時には、敬けい称しようの〝ホウ〟を付ける。

　確かに、形の上では、カリスウェンは世俗の全てを棄てて、一いつ介かいの神官になるのだ。

　ただし、十侯家出身の、しかも皇こう帝ていの息子むすこである。

　神官になるといっても、星セイタ神しん殿でんの最さい高こう位い、神に最も近いといわれる、大祭司の位くらいに就つくのだ。

　生まれながらに身分が違ちがう。

　しかし、そう思うこと自体が、共和国の理り念ねんに反はんするではないか。

　カリスウェンは、そう言いたいのだ。

　二人の身分というものが、無いことになるならば、ジャカンは、父のように慕った長ちよう老ろうジャドの息子で、カリスウェンにいろいろ教えてくれた年上の人間ということになる。

　兄のような存在。

　それは、確かだ。

「わたしは、アリストゥマル・ラフィン・ハマンの名を棄てることを、かえって喜よろこんでいるのです」

　カリスウェンは、ジャカンを立たせようとする。

　しかし、ジャカンは、また拒こばんだ。

　たとえ共和国が実じつ現げんしても、対等だなどとは思わない。カリスウェンは、ジャカンたちヴァユラにとっては恩おん人じんなのだから。

　カリスウェンは溜ため息いきを吐つくと、ジャカンの隣となりの床ゆかに腰こしを下ろした。

「今、こんなことで押おし問もん答どうをしている隙ひまはないのです」

　カリスウェンは、いつもジャカンに指示を与あたえるキビキビとした調子で言った。

「残ざん念ねんながらね」

「残念ながら……」

「ヴァユラ弾だん圧あつの芽めが摘つまれたとは、言いい難がたい」

「どういうことでございましょう」

　ジャカンは、僅わずかに顔を上げた。

「あなたは荘しよう園えんの村を襲おそって来た第三侯こうの傭よう兵へいたちを、手て引びきしたのは、どこかのヴァユラらしいと言いましたね」

「はい」

　ジャカンも真ま顔がおになって頷うなずいた。

「正体は、わかりましたか」

「未まだ、はっきりとは……ただ」

「ローダビア公国は、相そう当とう数すうのヴァユラを抱だき込こんでいる……そういうことですか」

　カリスウェンは、推すい測そくを述のべた。

「そういう情報を得ております。今、このアステ・カイデで怪あやし気げな動きをしております者も、もしかしたら、繫つながりがあるのでは、と」

　それは、レスドゥを指しているのか。

　むろん、カリスウェンばかりでなく、ジャカンもその男に会ったことはないのだが。

　しかし、ジャカンには、その男の影かげが見える気がした。

　従妹いとこのターリスやラスカーンの話からも、何かを感じないではいられない。

「アドリエ王国でも、あるヴァユラの一いつ派ぱを、秘密部隊として用もちいているということですが、ローダビアでも、そうしたことが行なわれていても、不ふ思し議ぎはございません」

「でも、ヴァユラがヴァユラを裏うら切ぎることはない、と聞いていますが」

「ヴァユラは……」

　さすがに、ジャカンは口ごもった。

「ヴァユラは、必ずしも一いち枚まい岩いわではございません。時には対たい立りつすることもございます。そういう場合は……」

「そういう場合は……」

「やり口がより汚きたなくなりもし、また報ほう復ふくも酷むごうございます」

「急いで、向こうの正体を突つき止とめなければなりません」

　カリスウェンは言う。

「ヴァユラとあれば、何でも一いつ緒しよだと考える者が多過ぎます。ローダビアの手て先さきの動きを封ふうじないと、あなた方、太陽帝てい国こくのヴァユラもローダビアに協力していると思われてしまいます」

「ヴァユラは、自みずからした事に証しよう拠こは残しません」

「一いつ刻こくも早く動きを封じるのです。いざという時には、わたしが裏うらから皇帝陛へい下かを動かしますが、陛下は……」

　カリスウェンはまた溜ため息いきを吐つく。

　皇帝は、ヴァユラを憎にくんでいるのだ。

　一人息子むすこを堕落させた元げん凶きようとして。

　ヴァユラと親したしく交まじわるなどということは、あってはならないことだからだ。

　皇帝にしてみれば、それはまさしく堕だ落らく、おぞましい堕落に他ほかならない。

「お任まかせくださいませ」

　ジャカンは言った。

「ヴァユラ同士のこと。きっちりと、片かたを付つけてご覧らんにいれましょう」

　それは、父ジャドの死に対する復ふく讐しゆうでもあるのだ。

　カリスウェンは、卓子テーブルから、二つの杯さかずきを取って戻もどると、一つをジャカンの手に押おし付けた。

　さすがに、ジャカンもそれだけは拒こばまなかった。

「わたしが星セイタ神しん殿でんに入ると、しばらく会えなくなります」

「でも、御ご指示をいただくことはできます」

　ジャカンは杯を押おし戴いただいた。

　黄おう金ごんの酒しゆ盃はいであった。

「わたくしどもは、何がありましても、御前さまをお守り申し上げ、御命令を遂すい行こういたします」

「弟と、トバティーエたちを頼たのみますよ」

　そう言うと、カリスウェンは杯の酒を飲んだ。

「命に代えましても」

　ジャカンも、杯の中のものを飲み干した。




「ヘルルダルさま、何も召めし上あがらないのですか」

　少年がドラスウェルクに尋たずねた。

　少年というより、未まだほんの子供である。

　七、八歳さいだろうか。

　ドナノが捕とらえられてから、この少年、リアンが、ドラスウェルクの食事などを運んで来るようになっていた。

　誰だれか信しん者じやの子供なのだろうと、ドラスウェルクは考えている。

　大人だと、ドラスウェルクが警けい戒かいするから、バラトも子供を使うことにしたのだろう。

　もちろん、ドラスウェルクを見み張はらせているのだろうが、相手が子供だと、さすがにドラスウェルクの心も和なごんでくる。

　リアンは、なかなか可愛かわいい子供で、赤しやく銅どう色いろの肌はだの人じん種しゆと白い肌の人種との混こん血けつのように見えた。

　薄うすい茶色の巻き毛や、大きな瞳ひとみが愛らしい。

　リアンは、ヘルルダルの食しよく欲よくのないのを心配していた。

「もう少し、お召し上がりください」

「今日は、もう食べたくないんだ」

　ドラスウェルクは、ほんの一口二口、申もうし訳わけばかりに口を付けただけだった。

　リアンがドラスウェルクの食事を、小さな手で捧ささげ持つようにして、落とさないように細さい心しんの注意を払はらって、眉み間けんに皺しわを寄よせ、真しん剣けんな顔をして盆ぼんに乗せて運んで来てくれるので、仕し方かたなく口にはするのだが、本当に食欲がない。

　こうして何かを口にすることすらが苦く痛つうだった。

「今日だけじゃございません」

　少年は、まじまじとドラスウェルクを見み詰つめた。

　大きな眼めが潤うるんでいる。

「ここ何日も、何も召し上がっていません」

「二、三日食べなくったって、わたしは死んだりしないよ」

　ドラスウェルクは、リアンに笑って見せた。

「ずっと部屋に閉とじ籠こもってて、動かないから、お腹なかが空すかないだけだから。そんなに心配しなくていいんだよ」

「寝ねてたって、お腹は空きます」

　リアンはすぐさま言った。

「わたしは、お腹が空いて、朝眼が覚さめるんですから」

　ドラスウェルクは長なが椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえを突ついた。

　生き真ま面じ目めな顔をして言うリアンが可愛かった。

「それは、おまえが毎日一いつ生しよう懸けん命めいに働いているからだよ」

　ドラスウェルクは言う。

「わたしは、今、何もしていないもの」

「では、少し散さん歩ぽでもなさったら、いかがですか」

「散歩……でも、外に出で掛かける訳にもいかないさ」

　ドラスウェルクは、事実上軟なん禁きん状態にあるのだ。

　とはいえ、決して外出してはいけないと申し渡わたされた訳ではなく、自ら閉じ籠っているのである。

　それは、外に出ようとしても、どうせ止とめられると考えているからでもあった。

「わかりません」

　リアンは言った。

「バラト様のお許ゆるしが出るかもしれないじゃありませんか」

「無理だよ」

「わたしが、お願ねがいして参ります」

　頼たのみもしないのに、リアンはすぐに飛び出して行った。




　何か良いことでもあったのか、バラトはすぐに許きよ可かを与あたえた。

　むろん、供ともを連れて行くのが条じよう件けんだ。

　リアンの強い勧すすめもあって、ドラスウェルクはその日の夕暮れ時に、外に出てみることにした。




　街は、数日後に迫せまったカリスウェンの、大祭司就しゆう任にんの準じゆん備びに追われていた。

　国家の行ぎよう事じではないが、国を挙あげての祝いわいとなるはずだ。

　どこの家でも飾かざり付けが始められており、街の清せい掃そうも念ねん入いりに行なわれていた。

　とはいえ、市民の思いは複ふく雑ざつだ。

　次じ期きではなくとも、いつか皇こう帝ていになると考えていたカリスウェンが、思いがけなくも、星セイタ神しん殿でんの大祭司になってしまうのだ。

　ただ、特別な行事の時にしかその姿を現わすことのなかったカリスウェンだが、大祭司になれば、もっと人ひと前まえに出ることになるかもしれない。

　星神殿の主しゆ要ような儀ぎ式しきには、必ず出席するだろうから、もっと姿を見ることはできるはずなのだ。

　人々は、それを期待してもいた。

　しかし……あの日処しよ刑けい台だいで起きた奇き跡せきのようなものは、本当にカリスウェンの力だったのか。

　人々は、未いまだに半はん信しん半はん疑ぎだった。

　無理もない。

　市民たちは、いつか皇帝になるべき皇おう子じとして、その成長を見守り、愛してきたのだから。

　突とつ然ぜん大祭司に成なって、果たして神殿でやっていかれるのだろうか。それが心配でもある。

　だが、とりあえずカリスウェンの命は救すくわれたのだ。

　人々は、それだけは心から喜よろこんでいた。

　さすがに、街の空気は華はなやいでいる。

　行事は二つある。

　まず、カリスウェンが星神殿に迎むかえられる儀式だ。

　星神殿から、行列が第六侯こう家に向かう。

　そして、カリスウェンを迎むかえの輿こしに乗せ、星神殿に戻もどるのだ。

　楽がく隊たいも出て、華やかな行列になるだろう。

　カリスウェンの姿も見られる。

　世せ俗ぞくの服を着けたカリスウェンの最後の姿となるのだ。

　翌日は、いよいよ大祭司就任の儀式となる。

　本来ならば、星神殿に入ってから、様々な儀式を経へた後に行なわれるものなのだが、もう時間がないので、翌日に定まったのだ。

　聖婚の行なわれる夏げ至しまで、もう間ま近ぢかであった。

　大祭司就任は、星神殿だけでなく、太ア陽ト神殿や月トバ神殿等などの、他の全すべての神殿も加くわわった、壮そう大だい華か麗れいな祭りとなるはずだった。

　その日の事を思うと、人々の心も浮うき立たってくる。

　街には、浮き浮きと華やいだ空気が溢あふれていた。




　そんな中を歩くのは、ドラスウェルクにとって、悪いことではなかった。

　アステ・カイデ市民が喜んでいるように見えるのが、ドラスウェルクの心を少しは楽にした。

　決着はあれで良かったのか。

　自分がしたことで、カリスウェンは処しよ刑けいされそうになり、結けつ局きよく、元のように十侯の一人に戻ることなく、神しん殿でんに入ってしまった。

　それは、カリスウェンにとって、良いことだったのか、悪いことだったのか。

　少なくとも、市民は悲かなしんではいないようだ。

　ドラスウェルクの一いつ行こうは、黄昏たそがれの街をゆっくりとした足取りで歩いていた。

　案内の信者三人とリアンも一いつ緒しよだった。

　むろん、案内の三人は見張りでもある。

　それに、レスドゥの手の者が、どこかから監かん視ししているに違ちがいない。

　いつもは供の者たちをまいて、勝手に街を歩いていたドラスウェルクだが、今日はおとなしくするつもりである。




「気付かれたか……」

　レスドゥは呟つぶやいた。

　いくら子供っぽいヘルルダルでも、呪じゆ力りよくは強大なのだ。勘かんもいいだろう。

　その気になれば、レスドゥの存在などすぐに気付く。

　レスドゥは、ドラスウェルクがおとなしくしているのは、レスドゥの存在に気付いたせいかと考えた。

　しかし、そうではないのだ。

　今、ドラスウェルクは葛かつ藤とうの内なかに在ある。

　どうしようもないほどに、ティーエたちの所に行きたいのだ。

　だが、教団と故こ国こくを裏うら切ぎることはできない。

　街を歩いているうちに、このまま人々を振ふり切ってしまいたい思いに、猛もう烈れつに駆かられる。

　第六侯こうの屋や敷しきに走って行ってしまいたい。

　そんなことをしてはいけない。

　ドラスウェルクは自らを制せいする。

　神と国を裏切ってはいけない。

　ドラスウェルクの顔から血が引いていく。

　ドラスウェルクは、唇くちびるを嚙かみしめてただ歩いた。

　もう周りの物は見えてはいなかった。

「ヘルルダル……」

　ドラスウェルクの様子の変化に気付いたのは、リアンだった。

　子供らしく散歩を喜よろこんでいたのだったが、ドラスウェルクのことは、常つねに気にしていた。

　ドラスウェルクの喜ぶ顔が見たかったのだから。

「御ご気き分ぶんでも悪いのですか？」

　リアンは問といかける。

　ドラスウェルクは答えなかった。

　リアンの問いかけにも、気付かなかったのだ。

「お顔の色が……」

　その言葉に、他の者もドラスウェルクの顔の蒼そう白はくなことに気付いた。

　一行は、ドラスウェルクを、近くの料りよう亭ていに運び込んだ。

　ここのところ、何も食べていないという話を、リアンから聞いたからだった。

　とにかく一休みさせ、せめて粥かゆなりと食べさせることができれば……




　半なかば気を失うしなっていたドラスウェルクは、ふと目め覚ざめた。

　長なが椅い子すに横たえられ、薄うす布ぬのを掛かけられていたが、周りに人は居なかった。

　一人だった。

　薄うす暗ぐらい小さな部屋だった。

　誰だれもいなかったが、あちらこちらから、様々な音が聞こえて来る。

　話し声、足音、食しよつ器きの触ふれ合あう音。

　それに、良い匂においも流れて来る。

　肉や魚や野菜の料理。

　酒の匂においもする。

　話し声があまり品ひんの悪いものではないところから、なかなか高級な料理屋なのかと思われる。

　消しよう費ひ文ぶん化かの発はつ達たつしたアステ・カイデには、沢たく山さんの料理屋やら食堂がある。吞のみ屋やもあるし、男女の密みつ会かいと料理屋を兼かねたようなものまで存在するのだ。

　ドラスウェルクも、何度か料理屋に案内されたことがある。

　それに、初めて、幽ゆう魂こん投とう出しゆつではなくティーエと会って話をしたのも、こうした店のひとつだった。

　それを思い出した。

　会いたい。

　心の底そこから、こみ上げるような想おもいが湧わき上がって来た。

　会いたい。

　今、ドラスウェルクは一人なのだ。




　レスドゥは、料亭の近くでリアンの報ほう告こくを聞いていた。

「よくやったぞ」

　レスドゥはリアンを誉ほめた。

「ありがとうございます。お頭かしらさま」

　リアンは言った。

「でも、もう戻もどらなくちゃ。ヘルルダルの御ご様よう子すが心配です」

「もうしばらく、一人にしておいてさしあげよう」

　レスドゥは、身を翻ひるがえしかけたリアンの腕うでを摑つかんだ。

「そっとしておおき」

　見み上あげたレスドゥの顔は、その口く調ちようほどに優やさしくはなかった。




「会いたい……会いたい」

　ドラスウェルクは呟つぶやいた。

　また、幽魂が肉にく体たいからその外に出かけている。










　　　　Ⅱ




　ドラスウェルクの幽ゆう魂こんは、とうとう肉体から飛び出していた。

　高く昇のぼる。

　むろん、天てん井じようも屋や根ねをも突つき抜ぬけて、上空へ、上空へと昇る。

　夕ゆう暮ぐれ時で、空は少しずつ縹はなだから藍あい色へと移り変わっていた。藍の下には、紅べにの帯が在あった。

　星が、少しずつ姿を現わし始めている。

　様々な音や、話し声や、楽の音も上昇して来た。

　街にも、星と同じように、一つずつ灯ひが点ともってゆく。

　ドラスウェルクは解放感を味わっていた。

　このまま、黄き金んと紅との帯によって縁ふち取どられている地平線の向こう迄まで、行ってしまいたいと思った。

　この地上から、消えてしまえたら、どんなにいいだろう。

　地平線の向こうが、大神ソグドの座います場所ではないことはわかっているが、それでも構わないと思った。

　ティーエは、カリスウェンの書しよ斎さいに居て、その部屋の主あるじと話をしていた。

　むろん、第六侯こう家の当主はキリであり、カリスウェンは、全すべてから身を引こうとしていたが、この書斎だけは、未いまだ明け渡わたしてはいなかった。

　とはいっても、当主のキリは出入り自由である。

　ただ、キリ自身が遠えん慮りよしているのと、キリばかりでなく、屋や敷しきの者全員にとっての当主は、やはりカリスウェンしかいないので、その扱あつかいは、やはり当主そのものなのだ。

　二人が、話し合うというよりは、今はカリスウェンがティーエに説明を受けるという形だった。

　カリスウェンが、この屋や敷しきに居られるのも、もう三日を数えるのみとなっている。

　三日後、カリスウェンは、星セイタ神しん殿でんの大祭司となるのだ。

　ティーエがカリスウェンに説明しているのは、解読した「地の書」に書かれていたことだった。

　地の力の構図についての詳くわしい解説である。

　地の力の構図……

　ティーエがそう呼ぶものは、大地の下を走っている、エネルギーの位置や力、方向のことだった。

　大陸の大地の下には、ある種の力が働いているというのである。

　それは、地ち殻かくの活動そのものではないが、密みつ接せつに結び着いているという。

　千年昔の大だい災さい害がいの時代も、その力の活動と変化によって引き起こされたというのである。

　少なくとも「地の書」では、そう語られていた。

　そして、地の力の構図が解き明かされていたのである。

　それは、網あみ目めのような……あるいは大陸を木の葉と見立てるならば、葉よう脈みやくに似た形態のものだった。

　大陸の地下に、縦横に走る力である。

　ただし、火山帯や地じ震しん帯たいとは異なっている。

　それとはまた別のエネルギーなのだ。

　ただ、互たがいに影えい響きようは与あたえ得る。

　特に地の力の方は。

　その中でも、最も強い力の流れが、アステ・カイデを貫つらぬく南北、そして東西の線で、東西の線はなんと、アステ・カイデとローダビアの元の首都、今でも聖都として、宗教的には首都であるルイーン・アール市を結んでいるのだった。

　ティーエは、そうした力について、細かく解説していた。

「この力の脈がアステ・カイデとルイーン・アールを結んでいるということは、どういうことなのです」

　カリスウェンは質問する。

「この地の力を通して、何かが伝わるということなのですか」

「それもあります」

　ティーエは答える。

「大地の力……つまり地震や災害を起こす力も伝わりますし、念の力も、この脈を通して伝わるのです」

「念の力……」

　カリスウェンは呟つぶやいた。

　念の力とは、人々の想おもいだ。

　強力な呪じゆ術じゆつ者しやでもない限り、一人一人の想いの持つ力は微び々びたるものだが、それが集まれば、強大なものと成り得る。

　二人はそれを、皇こう后ごうの葬そう儀ぎの時や、そしてカリスウェンの処しよ刑けいの時に目まの当たりにしていた。

　その力を、大陸を救うことに使えないものか。

　想いは同じなのだ。

　しかし、どうやって、人々の想いを纏まとめることができるのか、どうやって、それを使うのか。

　わからないのだ。

　あまりにも難しい。

　カリスウェンは、ここ数日、それを考えていた。

　考えついたのは、大地の力の流れを使えないか、ということだったのだ。

「わたしは、考えたのです」

　カリスウェンは、語る。

　二人は、書しよ斎さいの脇わきの椅い子すに、ほぼ向かい合って座すわっていた。

　日は暮れかけていて、明かり取りの窓から入る光は徐じよ々じよに薄うすれ、ランプの光が頼母たのもしく輝かがやき始めている。

「地の力が、念の力を伝えることができるのならば、人々の想いをも伝えられないか、と」

〝それ……できるかも……〟

　ティーエとカリスウェンは、聲こえを聴きいた。

　誰だれであるかは、既すでにわかっていた。

　ドラスウェルクだ。

　二人は、幽ゆう魂こんが近付いて来るのに気付いていた。

「できるって……」

〝ソグドム教には、地ち流りゆうの力を使う、いくつかの方法があるんだよ〟

　二人の前に、人が姿を現わした。

　半ば透すけていたが、確かにヘルルダルのドラスウェルクの姿だった。

「ソグドム教に……」

　ティーエにとっても、カリスウェンにとっても、それは初めて耳にすることだった。

〝うん、そう〟

　ドラスウェルクは……ドラスウェルクの幽魂は語り始める。

〝ソグドムの呪じゆ術じゆつは、大きく二つに分かれるんだ。風の神々の系統と、地の神々の系統にね〟

　風──つまり空気の精霊ストラは、呪術をより強く伝えることから、風の神々……ハルの眷けん族ぞくを使う呪術は、呪術に於おける主流のひとつである。

　むろん、地の神々や、水の神々、様々な神々の眷族を用いる呪術も、様々な形で存在する。

　しかし、ティーエといえども、ソグドム教の呪術の詳くわしい系統迄までは、学んではいなかった。

〝地の神々の呪術では、地流に乗せるというものが、かなり大きな比重を占しめているんだよ〟

「地流……」

　ティーエは呟つぶやいた。

　それが、地下を走る大地の力の流れを示しているということは、良く解わかる。

「それは、方法として確立しているんですか？」

　ティーエは問う。

〝良くは知らないけど……〟

　ドラスウェルクは、ティーエ同様に呪術に関しては天てん与よの才を持っている訳だから、あまり方法にはこだわらない。

　しかも、いずれソグド神への使者として、生いけ贄にえになることを運命づけられているのだから、正式に学ぶ必要もないのだ。

〝詳しく研究しているところは、あるよ〟

「詳しく、研究……」

　呟いて、ティーエはカリスウェンを顧かえりみた。

　二人の眼めが合った。

　それこそが、知りたいことなのだ。

「どこで、何を研究しているのか、知っているのですか」

　カリスウェンが尋たずねた。

〝門外不出だけど、調べることはできるよ〟

　ドラスウェルクは言った。

　門外不出というのは、当然だろうと、二人は思う。

　呪じゆ術じゆつというものは、宗教の中でも最も秘しておきたい部分なのだから。

〝ルイーン・アールに戻もどれば、すぐに調べはつく〟

「ルイーン・アールに……」

　ティーエの額ひたいに翳かげが差さした。

　ドラスウェルクが、ローダビア公国に帰るということが、胸に不安の雲を抱いだかせたのだ。

　ヘルルダルがソグド神の生け贄の台に登るのは、十八、九歳さいの時が多く、それより若いこともあると聞いている。

　ドラスウェルクの年ねん齢れいは、ティーエと同じぐらいか、少し下かもしれないが、いずれにせよ、もうその時が迫せまっているはずなのだ。

　死なせたくない。

　せっかくわかり合えるようになった友を失いたくなかった。

　むろん、その想おもいはカリスウェンとて同じだ。

　カリスウェンも、今ではドラスウェルクに不思議な親しみを覚えている。

　弟のように可愛かわいいのだ。

〝ルイーン・アールに戻ったら、調べてあげるよ。でも……〟

　ドラスウェルクはそこで気付く。

〝結果を、どうやって報告すればいいんだろう〟

　ティーエやドラスウェルクほどの呪力があれば、ルイーン・アールからアステ・カイデ迄まで、幽ゆう魂こん投とう出しゆつでやって来ることは全く不可能ではないが、それには強大なエネルギーと体力を要するし、当然ながら、それ故ゆえに周囲に気付かれることになるのだ。

　ルイーン・アールは、ソグドム教にとっての首都。つまり、呪力を持つ神官や巫み女こたちが大勢集まっている場所なのだ。

「行かないでください、ドラスウェルク」

　ティーエはとうとうその言葉を口にしていた。

　言うべきではない、かえってドラスウェルクの立場を危あやういものにしてしまうかもしれないから、とカリスウェンに戒いましめられていたのだったが、ついつい、想いが迸ほとばしってしまった。

「死なないで、わたしたちと一いつ緒しよに生きてください」

　カリスウェンは、ティーエを窘たしなめはしなかった。

　いつか言うことは、わかっていた。

　だからといって、全すべてがうまく運ぶなどと考えてはいないが。

　自分にできることもあるだろう。

　二人のために、力を尽つくそう。

　心は、おのずと定まっている。

　それは、とりもなおさず、大陸を救うということにも繫つながるのだ。

〝わたしも……〟

　ドラスウェルクは、さすがにしばらく躊ちゆう躇ちよしていたがついにその言葉を吐はき出してしまった。

〝わたしも……そうしたいんだ〟

　言ってしまって、ドラスウェルクは初めて、自らの本心に気付いたのかもしれない。

　本当は、生きたかったのだ。

　生きたかったのだ、と。

　このアステ・カイデに来て、ティーエたちに出会わなければ、心を通わせ合うこともなければ、最後迄まで気付かないで終わっていたかもしれない。

　だが、今はこれ迄とは違ちがってしまっている。

　ソグド神への信しん仰こうから、その御み元もとに往ゆくことを、何よりの光栄と思い、かえってその日を待ち望みさえしたが、それは、他に何をすべきかも、いや自分が何をしたいかすらわからなかったからなのだ。

　今は、この友たちと生き、その使命に力を貸したいと、心から思う。

　自分は、友の役に立てるのだ。

　嬉うれしい。

　喜びが、ドラスウェルクのオーラを輝かがやかせた。

〝皆みんなと一緒に、何かをしたい。わたしでも……役に立つのなら〟

　これ迄、ドラスウェルクは、自らの強大な呪じゆ力りよくを持て余しさえしていたのだ。何の役に立つのかもわからなかった。

　ソグドム教団は、有ゆう益えきなことにドラスウェルクの力を使わせようとはしなかったし、バラトやレスドゥは、ただ利用しただけだからだ。

　陰いん謀ぼうや、人を陥おとしめることに利用したのだ。

「役に立ちますとも」

　ティーエは言った。

「わたしを助けてください。皆なで、大陸を救うんですよ」

　ティーエも、喜びに震ふるえていた。

　ただ一人、喜び切れないのはカリスウェンだ。

　ソグドム教とローダビア公国が、ドラスウェルクを手放すはずはない。

　とはいえ、ドラスウェルクは強大な呪力を持つのだ。その気になれば、ソグドムの神官たちといえども、ドラスウェルクを止め得ないかもしれない。

〝わたしは、ここに来るよ〟

　ドラスウェルクは急いで言った。

〝身体からだに戻もどって……今度こそ、本当に来るよ〟

「ちょっと……お待ちなさい」

　カリスウェンが止める間もなく、ドラスウェルクの幽ゆう魂こんは飛び去ってしまった。




「やれやれ……」

　カリスウェンは溜ため息いきを吐ついた。

「なんと性急な」

「すぐに戻って来ると言っていました」

　ティーエは、嬉うれしそうに笑った。

　ティーエが笑うと、天から光が差して来たように、辺りが明るくなる。

　逆に、カリスウェンの顔色は、あまり良くはなかった。

「どうなさったのですか」

　ティーエは、すぐに気付いた。

「やはり、難しいのでしょうか」

　いくらのほほんとしているティーエでも、ドラスウェルクの置かれている立場がどういうものかぐらいは、知っている。

　むろん、それもカリスウェンに教えられたからだが。

「ローダビア側が、何か仕し掛かけてくるのは、必ひつ定じようでしょう」

　カリスウェンとしては、何も起こらないうちから、ティーエを心配させたくはない。

「それを乗り切れるといいのですが」

「ドラスウェルクには、強い力がありますから」

　ティーエにも、カリスウェンの不安が、少し伝でん染せんした。

「でも……」

「今から心配しても仕方がない」

　カリスウェンは言った。

「なんとか、ドラスウェルクの身を守る方策を講こうじましょう」

「身を守る……」

「屋や敷しきの中に迄までは、手は出せませんが」

　もちろん、カリスウェンは、ドラスウェルクが、バラトたちが手に入れた屋敷に居ることは良く知っている。

「そう言えば……」

　カリスウェンは呟つぶやいた。

「そう言えば……？」

　ティーエは問う。

　今は、ドラスウェルクに関することなら、何でも知りたい。

「あの時、一人のソグドム神官が捕つかまりました」

　あの時というのは、カリスウェンが処しよ刑けいされそうになった日のことだというのはわかるが、ティーエは首を傾かしげる。

「ソグドムの……」

　それは、誰だれのことだろう。

「広場で誰かを刺さしたということですが……被ひ害がい者しやは名乗り出てはいません」

　カリスウェンは言う。

「ジャカンの話では、いつもドラスウェルクの側そばに居た男だということでしたが」

　この国で起こること、特にアステ・カイデで起こったことは、大たい抵ていはカリスウェンの耳に入るが、さすがにあの日のことは、聞いている隙ひまもなかった。

　ただ、後日、ジャカンが、ドラスウェルクに関係のあることかもしれないと、手短に報告したのだ。

　今のカリスウェンに手は出せないが、裏からならば、全く不可能ではない。

「ジャカンの話によると、そのソグドム神官が刺したのは、よくソグドム教徒たちの居る屋敷に出入りしている、外国人の男だったというのですよ」

　そう語っても、ティーエの頭には何も浮うかばないだろう。

　しかし、カリスウェンは、何かを感じていた。

「どういうことなのでしょうか」

　ティーエは、ただ首を傾げる。

「向こうでも……ソグドム教徒たちの間でも、何かが起こっているのかもしれません」

「つまり……ドラスウェルクの周りで……」

「その神官……誰かに調べさせましょう」

　カリスウェンは言った。




　ドラスウェルクは、急いで自らの肉体の横たわる場所に戻もどった。

　しかし、件くだんの料理屋の近く迄まで来た時、突とつ然ぜん、見えない壁かべのようなものに当たり、弾はじき返される。

〝あ……〟

　さすがにドラスウェルクは慌あわてた。

　こんなことは、初めてだ。

　早く肉体に戻り、単身この料理屋を抜ぬけ出して、ティーエたちと合流するつもりだというのに。

　しばし、ドラスウェルクは混乱した。

　どうして、肉体に戻れないのか。

　ようやく、色々のものが視みえてくる。

　結界だ。

　いつの間にか、料理屋に結界が張られていたのだ。いや、料理屋というよりも、ドラスウェルクの肉体の回りに。

　つまり、ドラスウェルクの幽ゆう魂こんが肉体に戻ることを阻はばもうというものなのだ。

　さきほど肉体を抜け出した時のドラスウェルクは、あまりにも無防備で、しかも不用意だった。

　もともと、呪じゆ術じゆつで幽魂投出をする時は、周しゆう到とうな準備をしてから行なうものだ。

　特に、残して行く肉体を防ぼう御ぎよする措そ置ちを施ほどこしておくことは、基本だった。

　あまり長い時間、幽魂が肉体を離はなれていると、肉体はその生命力を失い、死に至る。

　しかし、ドラスウェルクは半ば無意識に幽魂投出をしてしまっていたので、何らの策も講じないままに、ティーエたちの所に行ってしまっていたのだった。

　いつもはそれで済すんだ。

　なにしろ、ソグドム教徒の人々の住む屋や敷しきの中に身体からだが在あるのだから、常に外部から守られている状態なのだ。

　世話係だったドナノは、ドラスウェルクの幽魂投出に気付くと、戻って来る迄、肉体の方を守ってくれていただろう。

　今、そのドナノは居ないのだ。

　とはいえ、いったい誰だれがドラスウェルクが自分の身体に戻ることを妨ぼう害がいしようというのか。

　ソグドム教の敵か。

　しかし、敵がいたところで、わざわざそのような真ま似ねをするだろうか。

　いや……もうひとつ考えられる。

　それは、他ほかならぬソグドム教内部、あるいは同じローダビアの者だ。

　バラトか……バラトに仕えるふりをして、後方で操あやつっているあの男……

　いくら世の中のことがわからないドラスウェルクでも、さすがにレスドゥという男の無ぶ気き味みさは感じ取っていた。

　一いつ緒しよに居るだけで、いつの間にか背筋が硬かたくなって、寒気を覚えてくる。

　厭いやな色のオーラだ。

　これは、一種のお仕置きだろうか。

　ドラスウェルクは考えた。

　つい幽ゆう魂こん投とう出しゆつをして、ティーエたちの所に行ってしまったから、バラトが罰ばつを与あたえようとしているのだろうか。

　しかし、バラトにも、バラトの部下にも、これだけの呪じゆ術じゆつを行なう力はない。ドラスウェルクは良く知っている。

　もちろん、今、結界を張っている呪術は、ドラスウェルクの本来の力と比べたら、足元にも及およばないが、ドラスウェルクを肉体に戻れなくするだけのものは、充じゆう分ぶんにあるのだ。

　いったい、誰が……

　ドラスウェルクは、上空から呪まじないをしている者を探した。

　それは、呪力の眼めだから、屋根も壁かべも突つき抜ぬけてしまう。

　ドラスウェルクは、自分の身体が横たわっている部屋を見た。

　その周りの床ゆかには、植物の粉などで円えん陣じんが描えがかれ、蠟ろう燭そくや水を入れた器うつわや様々な物が置かれていた。

　ソグドム教の正式な呪術とは異なった方法に思われた。

　壁の向こうに、幾いく人にんかの人ひと影かげが見える。

　ドラスウェルクは見た。

　身体からだじゅうに刺青いれずみをしている男が、直接床の上に座すわって呪いをしていた。他に、二人の男と一人の女が加わっている。

　四人とも神官には見えなかった。

　呪い師たちの側そばに、更さらに二人の人間が居た。

　一人は少年だった。

　ここ数日、ドラスウェルクの世話をしてくれていた少年リアンだ。

　そして、その隣となりに居る男は……

　不快なオーラを発している男は……

　レスドゥであった。




「あ……ドラスウェルクが戻もどって来ました」

「変ですね」

　ティーエの言葉に、カリスウェンは眉まゆを顰ひそめる。

「身体に戻ってから、抜け出して来るはずだったというのに」

〝帰れない〟
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　二人の方にやって来て、ドラスウェルクの幽ゆう魂こんは言った。

〝身体の回りに、結界を張られちゃった〟

　慌あわてているのは、よくわかった。

「結界を……」

　カリスウェンは呟つぶやく。

　学び始めたばかりなので、まだ呪じゆ術じゆつのことは、詳くわしくはない。

「ドラスウェルクが肉体から抜け出している間に、誰だれかが戻れないように結界を張ったというのです」

　ティーエは説明する。

「悪質な妨ぼう害がいです」

「妨害……」

「あまり長いこと幽魂が肉体を離はなれていると、その絆きずなが薄うすれて、幽魂は肉体に戻ることができなくなってしまうのです」

「肉体に戻ることができなくなると、どうなるのです？」

「幽魂を失えば、肉体は死にます。死なないこともありますが……」

　ティーエは、言い難にくそうに付け加える。

「そういう時は、その肉体本来の主ではなく、近くに居た死者の魂たましいか動物の霊ハランが入り込むので、本人とは全く異なった人格になってしまうのです」

「つまり……肉体を乗っ取られると……」

「そういうことになります」

　ティーエは全く差別をしない。

　人間であろうが、

　動物であろうが、

　植物であろうが、

　または鉱物や、水や空気であろうが。

　そうしたものの霊や精霊ストラに対しても同じことだ。

　だから、空いている肉体に入り込んだ霊を非ひ難なんするつもりはないのだが、本来の幽魂の邪じや魔まをしていることは確かなので、必要ならば、除じよ霊れいをしなければならない。

「では、ドラスウェルクが身体からだに戻もどれないということは……」

　その命が危険に晒さらされているのか。

　カリスウェンはさすがに口にはできなかったが、二人はそれを察していただろう。

「しかし……何のためでしょう」

　カリスウェンは、それに首を傾かしげざるを得ない。

〝きっと、わたしへの警告だよ〟

「警告……」

　カリスウェンはしばらく考えた。

「ただの警告とも思われませんね」

「と……おっしゃると」

「おそらく、向こうはドラスウェルクの身体を人ひと質じちに取ったのです」

　それは、ティーエとドラスウェルクにとっては、考えもしなかったことだった。

〝人質って……どういうこと？〟

　ドラスウェルクには、その意味するところが全く理解できていなかった。

「あなたか、ティーエか、わたしに何か要求するための人質ですよ」

　カリスウェンは言った。

「おそらく、わたしにでしょう」

「カリスウェンさまに、要求……」

　ティーエも、そこ迄までは考えが回らなかった。

「昨日、一つの法律が定まったのです」

　カリスウェンは、手短に説明する。

「それは、ローダビアのソグドム教徒に、この太陽帝てい国こくでの布教を禁止する法律、つまりその人たちを追い出すための法律です」

〝追い出す……〟

　ドラスウェルクはその言葉を繰くり返す。

〝だから、あいつら、ここんとこコソコソ相談ばかりしてたんだな〟

「先手を打たなければ」

　カリスウェンは立ち上がり、手を叩たたいて召めし使つかいを呼ぶと、扉とびらの所で指示を与あたえた。

「先手を打つとは……どういうことですか」

　召使いが扉を閉めるのを待って、ティーエは尋たずねた。

「向こうが要求を突き付けて来る前に動くのです。とにかく、ドラスウェルクの身の安全を図はからなければなりません」

〝といっても、向こうはあの料理屋を完全に掌しよう握あくしていると思うし……〟

「料理屋……」

　むろん、カリスウェンがその言葉を聞き逃のがすはずもない。

「どういうことですか」

〝わたしは、街の中の料理屋に居たんだ。身体からだは、今もそこ〟

「それは好都合かもしれない」

　カリスウェンは、今度は自ら出て行って、召使いに再び指示を与えた。

「グラウル殿どのに動いていただきます。そしてヴァユラの者たちにも」

　カリスウェンは、ティーエに問う。

「時間はどのくらいありますか」

「何の時間でしょうか」

　カリスウェンと比べ、まだまだティーエの口調は間延びしていた。カリスウェンの抱いだいた危機感が、まだよく伝わっていないのだ。

「ドラスウェルクが肉体の外に出ていられる時間です」

　つまり、それ迄までにドラスウェルクの幽ゆう魂こんが身体に戻もどれるようにしなければならないのだ。

「普ふ通つうの呪じゆ術じゆつ者しやなら、二、三時間でしょうが、ドラスウェルクなら、半日は大だい丈じよう夫ぶでしょう」

〝もうちょっといくと思うけど〟

　ドラスウェルクは、他ひ人と事ごとのように言った。

「それに、多少は時間を延ばすことも可能です」

「時間を延ばすのですか」

「強い呪力を持つ者が側そばに居て、力を注ぎ込んでいれば……」

「では、その役はあなたにしてもらいましょう、ティーエ」

　そう言うと、カリスウェンは再び扉とびらの方に向かった。

「どこかに、いらっしゃるのですか？」

　ティーエは首を傾かしげて問う。

「いらっしゃるのか、ではありませんよ」

　カリスウェンは振ふり返り、手を差し伸のべた。

「あなたも……いえ、あなたがたも行くのです」




　一刻の猶ゆう予よもない。

　それをカリスウェンは知っていた。

　相手が誰だれだか察していたからだ。

　あの男に違ちがいない。

　直感だが、そう確信していた。

　ティーエには、新しい法律故ゆえと言ったが、それだけではない、執しゆう念ねんのようなものも感じる。

　もしかしたら、これは仕し掛かけられた罠わななのかもしれない。

　しかし、今ばかりは、書しよ斎さいに引っ込んでいる訳にもいかないのは確かだった。いや、第六侯こう家に引っ込んでいてもだめなのだ。

　既すでに政府はソグドム教の、実はローダビアの間者たちの取り締しまりの準備を始めている。

　あの男の部下たちも、動きを封ふうじられているはずだ。

　今、そうそう武装した傭よう兵へいたちを、動き回らせることはできない。アステ・カイデの警備隊も、そちらの方の取り締まりを強化していた。

　むろん、あの処しよ刑けいの日に不ふ穏おんな動きがあったためだが、近ごろ街まち中じゆうに、他国から集まって来た傭兵や戦士の姿が目に付き始めていたからでもある。

　レスドゥの手の者も、あの日以前なら、手を結んでいた第三侯家の傭兵たちと一いつ緒しよに、いくらでも市中を移動することができたのだが、今はそうもいくまい。

　当然ながら、カリスウェンは護衛を付けた。

　とはいえ、隠おん密みつの行動なので、第六侯家の警備部隊をまるごと出すこともできない。最小限に控ひかえた。

　代わりに、遠くからではあるが、ヴァユラの者たちが護衛する。

　それにボイスとマンレイドも同行した。

　ラクシも同行を希望したが、屋や敷しきでキリとジッダを守ってほしいとカリスウェンに優やさしく頼たのまれると、否いやとは言えず、引き退さがった。

　カリスウェンには、よくわかっていた。

　これから、呪じゆ術じゆつの闘たたかいが始まるかもしれないと。

　だから、それにふさわしい場所に赴おもむくのだ。

　一行が向かったのは、星セイタ神しん殿でんだった。

　星神殿こそが、呪術の中心たる場所なのである。




　カリスウェンたちとは別の一隊が、第六侯の屋敷の近くから移動し始めていた。

　ヴァユラの人々だった。

　指し揮きしているのは、ジャカン。

　ラスカーンとターリスも加わっている。

　他に、呪力を持つ者がいた。

　ドラスウェルクから、その肉体を押おさえられている料理屋の在あるだいたいの場所を聞いているとはいえ、ドラスウェルク本人はまだまだ、アステ・カイデの地理には疎うとい。呪術の気の流れによって、正確な場所を探さぐり出す必要があるし、向こうの動きにも対処しなければならないからだ。

　幸か不幸か、ヴァユラには呪力を持つ者がいる割合が一いつ般ぱん市民よりは多かった。

　今も、呪まじないのできる者が二人加わっている。

　それに、ジャカンにも多少の呪力はあった。

　もちろん、ティーエたちの力とは、比ぶべくもないのだが。




「ヘルルダルは、驚おどろいて飛んで行ってしまいました」

　レスドゥに声を掛かけたのは、全身刺青いれずみで一いつ杯ぱいの男だった。

　こんな風に刺青を入れるのは、呪い師が殆ほとんどである。刺青そのものが、呪術的防ぼう御ぎよとなっているからだ。

　この男が、現在の呪いの中心に居る。

　最も強い呪力を持っているからだ。

「また、第六侯こうの屋敷に舞まい戻もどったのだろう」

　レスドゥは言った。

　底に光を湛たたえたような眼めに、透とう明めい感かんはない。

　漁師なら、鮫さめの眼を連想したかもしれない。

「泣き言を言っておりますでしょう」

　刺青の呪い師は言った。

　へつらうというほどではないが、レスドゥに対しては、どこかそういうところが見え隠かくれする。強い呪じゆ力りよくを持ちながらも、レスドゥを恐おそれているのかもしれなかった。

「そのために、わざわざこんなことをしたのだ」

　言うこととはうらはらに、レスドゥは不ふ機き嫌げんだった。殆ど感情を表に現わすことはないのだが、なんとなく察せられる。

「このままで、おめおめと引き退さがってたまるものか」

　レスドゥは唸うなるような、低い声をあげた。

　ドナノに刺さされた傷が疼うずくのだ。

　疼くと同時に、腹の底から怒いかりがこみ上げてくる。

「やつらに一いつ矢し報むくいないうちは、尻しつ尾ぽを巻いてローダビアに戻ったりはしないぞ」

　レスドゥは痛みに唸ったが、傷口を押おさえようとはしなかった。

　プライドが許さない。

　しかし、本来は、未まだ立って動ける状態ではなかった。

「第六侯を屋や敷しきからおびき出すのだ」

　レスドゥは言った。

「あの若わか僧ぞうが死ねば、太陽帝てい国こくはまた、蜂はちの巣をつっ突ついたような騒さわぎになるぞ」

「しかし……」

　刺青いれずみの男は、恐る恐る問う。

「第六侯は、屋敷から出て来ますでしょうか。なんといっても、大祭司となる身、自じ重ちようするのでは……」

　二人の言う第六侯とは、むろんカリスウェンのことである。

　いくらレスドゥの部下でも、屋敷の中のカリスウェンに迄までは手は出せない。それは、先日のティーエへの襲しゆう撃げきの失敗が証明している。

　しかも、あれは第一侯の屋敷でのこと。

　第六侯の屋敷は、もっと油断なく守られているのだ。

「出させてみせるさ」

　レスドゥは拳こぶしを握にぎった。

「人情に弱いのが、あの男の欠点だ」




　少年リアンが、第六侯こうの屋敷に辿たどり着いたのは、既すでにカリスウェンの一行が星セイタ神しん殿でんに向かった後のことだった。

　リアンは、書状を持参したのだったが、カリスウェンが居ないことを告げられると、そのまま屋敷を後にした。

　あくまでも、カリスウェン本人に渡わたすようにと言いつけられている。

　リアンは困って、しばらく屋敷の近くに佇たたずんでいた。




「おい……あの子供」

　リアンを見て、屋敷近くの木立の中に居た一人の男が言った。

　もう日は暮れていたが、月が出ている。

　大きな月だ。

　それに、ヴァユラの人々は、夜目がきく。

「どこかで見た覚えはないか」

「そう言えば……」

　もう一人が呟つぶやくように応じる。

　お互たがいに隠かくれて屋敷の警護をしているので、殆ほとんど声を出さないで喋しやべっている。

　それでもわかるのが、ヴァユラというものなのだ。

「エーヌの村に来た子供だ」

「やはり、そうか」

　初めに気付いた男が頷うなずいた。

「長老を殺したやつらの片割れだな」

　二人は、静かにリアンに忍しのび寄よる。




　二人のヴァユラの男が、リアンの顔を知っていたのには理由があった。

　しばらく前に、第六侯こう家のエーヌの荘しよう園えんの中に在あるヴァユラの村に、入り込んだ少年がいた。

　その子は十二、三歳さいで、もちろんリアンではないのだが、ある日通りかかった旅人の子供としばらく仲良く遊んで、そして別れた。

　その後だったのだ。

　少年が間者で、村のこと、特に隠されていた武器のことを探さぐりに来たということが判明したのは。

　どうやら、旅人の子供は、少年から何かの通信──おそらく見取り図のようなもの──を受け取って行った連れん絡らく係だったらしい。

　ヴァユラがヴァユラを信じること。そして、特に子供を大切にすることを知り尽つくした者に裏をかかれたのだ。

　直後に、村は襲おそわれ、武器は見付け出された上に、ただ一人残った長老は連れ去られてしまった。

　ヴァユラというものを良く知らなくては、為なし得ないことだった。

　少年も、そして連絡に来た子供も、ヴァユラに違ちがいない。

　そして、今、二人は気付いたのだ。リアンこそが、あの連絡係の子供だったと。




〝星セイタ神しん殿でん……〟

　目的地に気付いて、さすがにドラスウェルクの幽ゆう魂こんはたじろいだ。

〝星神殿に入るのか〟

　ソグドム教徒のドラスウェルクにとって、太ア陽ト、月トバ、星の三神を中心とする宗教は、まだ異教なのだ。

　ローダビアにも、いくつかこの三神系の神殿はあったが、それはほんの一ひと握にぎりの人々のためのもので、ソグドム教徒が足を踏ふみ入れることなどはない。

　まして、ヘルルダルは、ソグドム教に於おける聖なる存在なのである。

「入らなかったことにすればいいのですよ」

　輿こしに乗っているカリスウェンは言った。

　一行はカリスウェンの乗った輿を囲むようにして歩いている。

　カリスウェンは、ティーエにも輿に乗るように勧すすめたのだが、ティーエは辞退して、今はすぐ側そばを歩いている。

　ドラスウェルクの幽魂も一いつ緒しよだ。

「少なくとも、身体からだは別に在あるのですし」

〝だけど……ね〟

　わかってはいても、ドラスウェルクには抵てい抗こうがある。




「第六侯こうが、星神殿に向かっただとっ」

　見張りからの報告を聞いて、レスドゥは顔を歪ゆがめた。

「辿たどり着かせるな」

　レスドゥは早口で命じる。

「その前に仕留めろ」

　レスドゥは、珍めずらしく歯は軋ぎしりをした。

「あらゆる手を使うんだ」




　星セイタ神しん殿でんには、天体観測用の高い塔とうがある。

　それが、少しずつ近付いて来ていた。

「グラウル殿どのの力だけでなく、星神殿の力も借りて、あなたの身体を取り戻もどすのですよ」

　カリスウェンは、ドラスウェルクの幽魂に言う。

「あなたは、ティーエやわたしにとって、大切な人だから」

〝大切な……人……〟

　ドラスウェルクのオーラが微び妙みように揺ゆれた。

〝だって……わたしは、あなたの足を引っ張ったんだよ〟

「引っ張った……何のことですか？」

〝わたしが……呪まじないをしたんだよ〟

　ドラスウェルクの心が動どう揺ようしているのがわかった。

〝あなたに不利な証言をさせるように〟

「証言……」

〝ある薬に呪いをするように言われたんだ。呪じゆ力りよくのある人間が、それを気付かずに吞のむようにって、頼たのまれて、よく考えもしないで、引き受けちゃった〟

「そのことですか」

　カリスウェンはようやく、合が点てんがいった。

　ヴァユラの長老ジャドのことを言っているのだと。

　本来、カリスウェンに有利な証言をするためにわざと捕とらえられたジャドが、不利なことを言ってしまったのは、何かの呪いにかけられたのだということは、充じゆう分ぶんにわかっていた。

「あなたのせいではないんですよ」

　カリスウェンは、あくまでも優やさしい。

　ドラスウェルクの哀かなしみの一つに気付いたからだ。

「悪いのは、あなたではなく、あなたを利用した人たちですし……それも自分の国のためにしたことでしょう」

〝バラトはそうだけど……あいつは違ちがうよ〟

　ドラスウェルクは言った。

「あいつは違うって、誰だれのことです」

〝レスドゥだよ。あいつは、ローダビア人じゃない。バラトが違うって言ってた。雇やとわれた者だって〟

「そうでしたか」

　カリスウェンの頭の中で、何かが纏まとまりつつあった。だが、それは後でジャカンたちと話すことだろう。

「とにかく、早くあなたが身体からだに戻もどれるように、皆みなで手を尽つくしましょう」




「待て」

　ボイスが突とつ然ぜん、傭よう兵へいたちに声を掛かけた。

「何か感じないか」

　問われて、ようやくティーエは気付いた。

「何か、悪意のようなもの……」

「殺意です」

　カリスウェンは言った。

「皆、輿こしをお守りしろ」

　供の者全員が、輿とティーエとを取り囲んだ。

「あっ……」

　ティーエが上空を仰あおぐ。

　ドラスウェルクが、突とつ如じよ飛び去ってしまったのだ。

「行かないで」

「行かせておきなさい」

　カリスウェンは言った。

「おそらく、ローダビアの間者でしょう。だから、ドラスウェルクは見たくなかったのかもしれない」

　ヒュッ……

　ヒュッ……

　カリスウェンが言い終わらぬうちに、何かが風を切って飛んで来た。

　カッ！

　一つが輿の屋根に突つき立ち、一つが輿に付いている布に当たって落ちた。

　狙ねらいが微び妙みように逸それていた。

「矢が……」

　ティーエは呆ぼう然ぜんとする。

　ドラスウェルクは、それを知って逃にげたのか。

「ドラスウェルクが、逸らしてくれたようですね」

　カリスウェンは言った。

「わたしに当たるはずだったのに、直前で曲がりました」

「ドラスウェルクが……」

　ティーエは喜びの声をあげた。

　そして一いつ瞬しゆんでも、ドラスウェルクが逃げたと思った自分を恥はじた。

「気をつけろ、毒矢かもしれないぞ」

　ボイスは、皆みなに布を持たせた。

　矢は、布である程度防げる。

　布を構えながら、むろん、矢の飛んで来た方向を探さぐる。

　どこか物もの陰かげから射たはずだ。

　動いた気け配はいはないから、まだそこに居る。

「輿こしを覆おおえ」

　ボイスは皆に指示する。

　輿には何種もの垂れ布が付いていて、好みに合わせて覆いをすることが可能なのだ。

　カリスウェンは仕方なくじっとしている。

　今、カリスウェンの身に何かあれば、太陽帝てい国こくは再び混乱してしまう。

　それこそ、ローダビアの思う壺つぼだろう。

　先手を打ったつもりだったが、それも読まれていたのか。

「ボイス」

　カリスウェンは、射手の居る方に歩み寄ろうとしたボイスを止めた。

「早く神しん殿でんに入った方がいい。捨てておきなさい」

「かしこまりました」

　すぐにボイスは皆を促うながした。

　輿の担かつぎ手たちは、輿を担ぎ直すと、急ぎ足で進み始める。殆ほとんど走るようだった。

「ティーエ」

　マンレイドは、ぼんやりしているティーエを身体からだで庇かばうようにして押おしやった。

　ティーエもまた狙ねらわれているのかもしれない。

　ティーエもすぐに気付いて歩き出した。

　自分のすべき事も、少しはわかった。

　ティーエは軽い呪まじないをし、風の精霊ストラに尋たずねたのだ。

「後ろに二人、前の方の木の影に四人居るそうです。屋や敷しきの近くからつけて来たと言っています」

「誰だれが？」

　マンレイドが首を傾かしげた。

「風の精霊が」

　ボイスは、自分の仕事をしながらも、それを背中で聞いていた。

「結界を張れるか、ティーエ」

　ボイスは早口で問う。

「矢を通さないような結界を、われわれの回りに張ってくれ」

「わかりました」

　ティーエは喜んで応じた。

　どうすべきか、自分に何ができるのかわからなかった。

　こうして明確な指示を出してくれれば、自分にもできることがあると知って、それが嬉うれしかった。

　ティーエはすぐに空中に聖せい霊れい文字を描えがき、風の精霊を呼んだ。

「つけて来た……」

　カリスウェンは呟つぶやく。

「それならば、先手を打たれたのではないかもしれない」










　　　　Ⅲ




　ティーエの施ほどこした結けつ界かいに守まもられて、カリスウェンの一いつ行こうは、無事に星セイタ神しん殿でんに入った。

　いくら、先に使者を寄よ越こしていたとはいえ、驚おどろいたのは星神殿の人々の方だった。

　なにしろ夜中に突とつ然ぜん、大祭司となるはずの人物が、お忍しのびでやって来たのだから。

　しかも、霊ハランと精霊ストラの結界を張はったまま。

　むろん、神殿に入ってすぐに、ティーエは結界の呪まじないを解といていたが。

　研けん鑽さん所長のダストテスが慌あわててやって来たが、グラウルは、ダストテスよりも先に澄すましてカリスウェンを迎むかえている。

　ダストテスは、この男が慌てるところを見たことがない。グラウルに、慌てることなどあるのだろうかと、思うことがある。

　ダストテスにしても滅めつ多たに慌てることなどはないのだ。なにしろ星神殿の呪じゆ術じゆつ研鑽所を任されるような男なのだから。

　カリスウェンが、先に走らせた使者の口上では、ダストテスとグラウルに協力してほしいというものだった。

　しかも、急いで。

　従したがって、他の神官たちは、挨あい拶さつに出るのを遠えん慮りよしている。

「ヘルルダルが、自らの身体からだに戻もどることができなくなった、と伺うかがいましたが」

　グラウルが言った。

「そうです」

　カリスウェンは手て短みじかに言う。

「ヘルルダルの身体を人質に取られたのです」

「なるほど」

　グラウルもダストテスも呪術者だから、余よ計けいな説明を要ようさない。

「向こうは、ヘルルダルすら利用するのですか」

　神官であるダストテスは、溜ため息いきを吐ついた。

「いずれは生いけ贄にえにされようという者を……」

　太ア陽ト、月トバ、星セイタの三柱はしらの神々を主神とするこの宗教では、もちろん人間を生け贄になどはしない。

「ですから、急がなくては」

　カリスウェンは言った。

「わかりました」

　ダストテスは頷うなずくと、先に立って歩き出した。

　カリスウェンとティーエが続いた。

　ボイスたちは、神しん殿でんの入り口近くで控ひかえることになった。

　むろん、未いまだ油ゆ断だんはできない。

　神殿に警けい備びの者はいるが、軍や傭よう兵へいなどによって守られている訳わけではない。レスドゥの手の者なら、忍しのび込こむことも可能かもしれない。

　当然ながら、ボイスは警備の責せき任にん者しやにその点を指し摘てきしておいた。

　ただ、ティーエとカリスウェンをグラウルに委ゆだねることができたのは、ありがたい。

　グラウルには、手て抜ぬかりはまずあるまい。




　ダストテスが一同を連れて行ったのは、小礼堂であった。

　表にある大礼堂と違ちがい、神官たちのみの、あるいは一いつ般ぱん人じんの殆ほとんど参加しない特別な儀ぎ式しきなどの行なわれる場所である。

　小礼堂とはいっても、やはりこの神殿の規き模ぼに似つかわしく、なかなかに広く、天てん井じようも高かった。

「グラウル殿どの、ここでよろしいか」

　ダストテスは問とう。

「結構です」

　研けん鑽さん所長と客員の教授方かたとはいえ、ダストテスのグラウルに対するもの言いには、ある種の恭うやうやしさがあった。

　グラウルから、アドリエの王族という、その身分を明かされているからでもあるし、魔ま術じゆつ師しと呼よばれるほどの呪じゆ力りよくの所有者だということを、知っているせいでもあった。

「少し呪力のある者を集めますか」

　呪術者が多いほど、呪力は強くなるので、ダストテスは一いち応おう問う。

　もっとも、グラウルばかりでなく、ティーエにカリスウェンまでいるのだから、その必要もないとは思うが。

　むろん、グラウルの答えは否いなだった。

「カリスウェンさまがおいでになったことも、内ない密みつにしておかなければなりません」

　グラウルは言った。

　つまり、内部の者に口くち止どめをしておけということだ。

　当然、神殿側は心こころ得えている。

「すぐに始めてください」

　カリスウェンは言った。

「今ならば、先せん手てを打てるかもしれません」

「確たしかに」

　グラウルは頷うなずく。

「しかし、ヘルルダルの幽ゆう魂こんは、どこに」

「どこかに行ってしまったのです」

　ティーエが答えた。

「星セイタ神しん殿でんを恐おそれたのかもしれません」

「では、呼び戻もどせ」

　グラウルは、すぐさま言った。

「フラフラしていては、危き険けんだ」

　そうだった。

　これから始まるものは、呪術の闘たたかいに違ちがいないのだから、近くをウロついていては、巻まき込こまれる。

「はい」

　ティーエは、グラウルの指し示じに従したがった。

　やがて、ヘルルダルの幽魂が姿すがたを現あらわす。

　神経──幽魂に神経はないが──を焦立たせているようだった。

　幽魂の帯おびている光ひかりが、微び妙みようにうつろう。

「心しん配ぱいはいりません」

　ティーエは、ヘルルダルに呼びかけた。

「あなたが、身体からだに返かえれるようにしようとしているのです」

〝でも……〟

「ドラスウェルク」

　呼びかけたのは、カリスウェンだった。

「あなたは、さきほどわたしを助たすけてくれましたね。お礼れいを言いますよ」

〝助けたってほどでも……〟

　そうは言ったが、ドラスウェルクは喜よろこんでいた。ちゃんとわかってくれていたからだ。

「わたしたちにも、あなたを助けさせてください」

　カリスウェンは、ドラスウェルクが、知らなかったとはいえ、カリスウェンを窮きゆう地ちに追おい込こむ手て助だすけをしてしまったことで苦くるしんでいると、以前から聞かされていた。

　むろん、カリスウェンは、その事には、何のわだかまりもないのだ。

「トバティーエだけでなく、わたしたちも信しんじてください」

〝はい〟

　ドラスウェルクは素す直なおに応おうじた。

　カリスウェンが、身みの危険も顧かえりみずこうして出かけて来たのは、ドラスウェルクのためだということも理解している。

　ただ、星神殿が怖こわかったのだ。

　小ちいさい頃ころから、ソグドム教以い外がいの宗教は邪じや教きようだと教えられてきたのだから。

　しかし、その邪教を奉ほうじているはずの人々と、こんなにも解わかり合あうことができた。

　邪教であるかないかということは、立たち場ばによって見み方かたが異ことなるだけなのだ。

　ドラスウェルクにも、ようやくそうしたことが解ってきている。

「ドラスウェルク、ここに居いてください」

　再ふたたびティーエが言う。

「わたしたちは呪まじないを始めますから、合あい図ずしたら、身体に戻もどってください」

〝でも……〟

　ドラスウェルクは哀かなし気げだ。

〝わたしの身体は、あいつらの思おもうままなんだ〟

「もちろん、そちらの方も手てを打うちましたよ」

　カリスウェンが言った。

〝手を……〟

「ヴァユラの者たちが、あなたの身体の奪だつ還かんに向むかいました。もう辿たどり着ついているでしょう」

　カリスウェンに抜ぬかりはないのだ。

　ヴァユラの者たちは、呪じゆ術じゆつの闘たたかいに乗じてドラスウェルクの身体を、ローダビアの影の一隊から奪うばいに行ったのだ。

　むろん、ヴァユラの人々が、呪術の闘いに巻まき込こまれる可か能のう性せいもあるが、そのために、呪力のある者が一いつ緒しよに行っているのだし、逆ぎやくに、相あい手ての呪術の邪じや魔まをすることも可能かもしれない。

〝本当に〟

　ドラスウェルクの幽ゆう魂こんの色いろが明あかるくなった。

　むろん向こうは、ドラスウェルクを殺ころすつもりではないだろうが、命いのちの危険を孕はらんでいるのは明らかだ。

　すぐに呪術は始められた。

　それは、最さい強きようの呪術というべきだろう。

　ティーエにカリスウェン、グラウル、ダストテスまでが加わっているのだ。




「あの店だな」

　ヴァユラの人々は、既すでに店の近くに居た。

　ただ、迂う闊かつには踏ふみ込こめない。

　いくらドラスウェルクを殺す気はないといっても、奪おうとすれば、思い切ったことをしないとも限らないのだ。

「一気に踏み込むかい」

　ターリスが囁ささやいた。

　ターリスとジャカンは、従い兄と妹こ同士だ。

「待て」

　ジャカンは制す。

「ローダビアの連れん中ちゆうが、周まわりを固かためているだろう」

「でも、急いそぐんだろ」

　そういうターリスの後ろには、ラスカーンが、巨きよ体たいを縮ちぢめるようにして屈かがんでいる。

　目め立だってしょうがないからだが、戦せん力りよくとしては貴き重ちようだ。いざという時は、数すう人にん分ぶん以上の働きをする。

「急ぐが、失しつ敗ぱいは許ゆるされんぞ」

　路ろ地じから、ジャカンたちは、その料りよう理り屋やを見み張はっている。

「いずれ、第六侯こう閣かつ下かがたが、呪じゆ術じゆつをお始めになるだろう」

　店は、街の只ただ中なかに在ある。

　ジャカンたちが身みを隠かくす場ば所しよに事こと欠かかないということは、ローダビアの者たちも同じだということでもある。

　もう少し見み定さだめないと行こう動どうできなかった。

「呪術の闘たたかいが始まれば、向こうは乱みだれる」

　ジャカンは、強く囁いた。

「その時だ」




　呪術は始められていた。

　主導するのは、むろんグラウルだ。

　礼堂そのものが、既すでに結けつ界かいが張はられたようなものだから、敢あえて魔ま方ほう陣じんは描えがかなかった。

　ダストテスが燈とう明みようを灯つけ、香こうを焚たく。

　カリスウェンにとっては、初はじめて体たい験けんする呪術である。

　いずれ、習しゆう熟じゆくしなければならいものだ。

　やがて、使つかい魔またる精霊ストラの群むれが放はなたれた。




「むっ……」

　刺青いれずみの男が顔をあげ、上じよう空くうを見上げた。

　室しつ内ないで、天てん井じようも屋や根ねもあるのだが、見ているのは、その遥はるか上なのだ。

　この男は視みている。

　精霊の群れを。

「精霊だ」

　刺青の呪まじない師しは言った。

「巨きよ大だいな雲だ」

　呪力のある者には、そう見える。

「まさかっ」

　もう一人の呪い師が言った。

　四十代で、刺青の男よりは年ねん長ちようだが、リーダー格は刺青の男だ。

　呪術を行なう時は、当とう然ぜんながら、最も力と経験のある者が中ちゆう心しんとなる。

　他に三十代の女と、若い男が居た。

　四人で、ドラスウェルクが肉にく体たいに戻もどることを妨ぼう害がいする呪いを行なっているのだ。

「まだ、使いは着いていないだろうに」

　その若い男が言った。

　色いろ白じろで、髪かみの色も茶ちや色いろがかっているのは、白い肌はだの人々の血ちを受けているのだろう。

「攻こう撃げきを仕し掛かけてくるなんてさ」

　女が言う。

「ヘルルダルなんか、どうなってもいいってこと？」

　ヘルルダル──ドラスウェルクの肉体が横よこたわっているのは、隣となりの部へ屋やだ。

　レスドゥたちは、今はこの料理屋を借り切っているが、周しゆう囲いの店は、何も知らずに営えい業ぎようしている。

　ここは、下した町まちの繁はん華か街がいの一いつ角かくだ。

　料理屋、酒さか場ば、寄よ席せ……一いつ般ぱん商店は閉しまっていても、まだまだ賑にぎやかだった。

　嬌きよう声せいや音おん曲ぎよくも、あちらこちらから流ながれて来る。

　しかし、この部屋の空くう気きは、全く対たい照しよう的てきなものだ。

「知らないさ」

　刺青いれずみの男が言う。

「とにかく、お頭かしらさまのおっしゃったこととは違ちがうぞ」

　お頭というのは、レスドゥだ。

「お頭さまは、ヘルルダルのことで、第六侯こうをおびき出すのだとおっしゃった」

「そして、殺すんだって……でも、それだけじゃなかったよねえ」

　女は、不ふ安あんそうに首くびを傾かしげる。

「そうだ。暗あん殺さつに失敗した時のために、第二の手を打っておいでだった」

　刺青の男は、上空に眼めを向けたまま続つづけた。

「脅きよう迫はくだ」

　若い男が呟つぶやいた。

「ヘルルダルを助けたかったら、法ほう律りつを変かえさせろ、と」

「それは、バラトさまの御ご意い向こうだけど……」

　女は下を向いている。

「お頭さまにとっては、そんなことはどうでもいいんだ」

　女は肩かたを抱だく。

「あたしゃ、お頭さまが恐おそろしいよ……」

「仕し方かたがないだろう」

　刺青の男が窘たしなめた。

「おれたちの立たち場ばでは……」

「あたしは、ヴァユラじゃないけど、ヴァユラの人たちには、うんと世せ話わになった。あたしたちは、ヴァユラを裏うら切ぎっているんだよ」

「お頭さまの命めい令れいだからだ」

　年ねん長ちよう者しやが言う。

「お頭さまが責せき任にんを持つんだ」

「いやだよ」

　女は、未まだ繰くり返かえす。

「あたしは、ヴァユラの人たちに恨うらまれるのはいやだ」

「そんな心しん配ぱいは、後あとでしろよ」

　若い男が、吐はき棄すてるように言った。

「今は、おれたちが生いきるか死しぬかだぜ」

「そうだ」

　刺青いれずみの男が言った。

「精霊ストラが上空で待たい機きしているのは、おれたちに決けつ断だんを迫せまっているからだぞ」

「何の決断だよ」

　若い男が問とう。

「この場を放ほう棄きするか、闘たたかうかだ」

　刺青の男は一いち同どうを見み回まわした。

「どうする？」

「闘って、勝かてるはずはないよ」

　女が言う。

「全まつたくない」

　年長者も言った。

「でも……逃にげても、殺ころされる」

　若い男が首くびを振ふる。

「お頭かしらさまに逆さからえば、楽らくには死ねないぞ」

　一同は顔を見合わせた。

　だが、すぐに決断しなければならないのだ。

　迷まよっている隙ひまなどはない。

「闘うか……」

　刺青の男は仲なか間まに問う。

「逃げるか……」

「楽に死んだ方がいい」

　年長者が言った。

「精霊に喰くい尽つくされるにしたって、一いつ瞬しゆんだぞ」

　レスドゥの怒いかりは、それほどに恐おそろしいものなのか。

「仕方がない……やろう」

　刺青の男が言った。

「即そく死しの方が、マシだ」

　四人は、呪まじないを強きよう化かし始めた。




「闘うつもりか……」

　グラウルは呟つぶやいた。

「命知らずな……」

「あのう……」

　ティーエは、恐る恐る切り出す。

「できれば……殺さないでくださいね」

「この相あい手てならばな」

　グラウルも、ティーエという人間がかなり解わかるようになっていた。

　優やさしいのだ。

　どうしようもなく優しい。

　大たい陸りくを救すくう者としては、心こころ許もと無ない気もするが、その優しさこそが力の源みなもとかもしれないとも思う。

　生きる物全すべて……いや、大地や他の物もひっくるめた全てへの愛こそが、大陸を救う力なのかもしれない。

「この相手を倒たおすのは、赤あか子ごの手を捻ひねるのも同どう然ぜんだからな」

　グラウルは頷うなずいてから、カリスウェン、そしてダストテスに眼めを向けた。

「では……いきますぞ」

　雲が降りて来る。

　精霊ストラの密みつ集しゆうした雲が。

　刺青いれずみの男たちは、ひたすら念ねんじた。

　勝かち目めのない闘たたかいだということはわかっていた。

　しかし、これほどに圧あつ倒とう的てきな力の差だとは。

　四人合わせても、相手の百分の一、いや、千分の一にも及およばない。

　だが、四人は逃にげなかった。

　踏ふみ止とどまり、呪じゆ力りよくを尽つくした。

　雲は店全体を包つつんだ。

　二階建てで、一階には広ひろ間まや厨ちゆう房ぼうがあり、二階には七部屋ほどがある造つくりだ。

　今、ここに居るのは、四人と、そして隣となりの部屋に横たわるドラスウェルクの身体からだのみだった。

　精霊の群れは、どこからともなく建たて物ものの中に入って来た。

　建物の隙すき間まから、煙けむりが侵しん入にゆうするようであった。それは、砂すな山やまの崩くずれる様にも似にて、流れ落ち、床ゆかを這はう。

　建物に張ってあった結界は、一いつ瞬しゆんにして破やぶられたのだ。

　結界はもうひとつある。

　四人が自らの回りに張ったものだ。

　砂のようなものは、ゆっくりと流れ、そして結界の見えない壁かべをよじ登り始めた。

　内の四人は、必死に念を凝こらす。

　呪文だけが、室内に響ひびいた。




「今だ」

　グラウルは言う。

「身体に戻もどれ、ヘルルダル」

〝だ……大だい丈じよう夫ぶ……〟

「あとは、ヴァユラの者たちの活かつ躍やく次し第だいだが、もう肉体に戻らなければ、永えい遠えんに不ふ可か能のうとなるぞ」

〝そうだね〟

　ヘルルダルは言うが、何かに迷っているようだった。

「どうしたんですか？」

　ティーエが問とう。

〝なんだか……どうでもいいような気もするんだ〟

「どうでもいいって……」

　ティーエには、何のことだか推すい測そくすらできなかった。ドラスウェルクは、どういうつもりなのだろう。

「まさか……」

　かえって、カリスウェンが何かを感じ取ったようだ。

「もう身体に戻らなくてもいい、と考えている訳わけではないでしょうね」

　カリスウェンも、少し前までは虚きよ無む的てきになったことがあった。色々なことに疲つかれを覚おぼえて、このまま死んだ方が楽なのではないか、と考えさえした。

　以前にも、何度か死のうと試こころみたことがある。

　疲つかれていたのだ。

　肉体的にも、そして精せい神しん的にも。

　ドラスウェルクも同じなのかもしれないと思う。

　むろん、カリスウェンは今、生きていてよかったと思っている。

　生きなければ、とも。

　大陸を救うためだ。

　人ばかりでなく、全すべての生きとし生けるもののために。

　そして、共ともにそれを実現しようとする友のために。

　自分は、裏うら方かたに回っても構かまわない。

　名めい誉よなどいらない。

　感かん謝しやもいらない。

　それを、ドラスウェルクにもわかってほしいのだが。

〝身体からだがなくても、わたしは皆みなと一いつ緒しよに居られるし……その方が自由なんだもの〟

　カリスウェンの不安は、的てき中ちゆうしていた。

「それはだめです」

　ティーエはすぐに言った。

　ようやく、ドラスウェルクの心持ちが解わかりかけている。

「肉体を離はなれた魂たましいの力は限かぎられているのです」

　ティーエは説とく。

「本来の力を発はつ揮きできなくなりますし……」

〝それで……なんなの？〟

「肉体と幽ゆう魂こんとは、不ふ可か分ぶんなのです。肉体を失うしなって、地上に残のこった幽魂は、自みずから次の世界に往ゆかない限りは、いつか消しよう滅めつの運命を辿たどるのだと、ケイローンが言いました」

〝消滅〟

「そうですよ。あなたはまだ、生きなければ」

〝でも、生いけ贄にえになるための生なんだよ〟

「別の生もあるはずです」

　カリスウェンが言った。

〝別の生って……〟

「生きることを、楽しみなさい、ドラスウェルク」

　カリスウェンは言った。

　ドラスウェルクに足たりないのは、それなのだ。

　そしておそらくカリスウェンにも。

「このアステ・カイデで、新あたらしく生き直せばいいのです」

〝ここ……で……〟

「あなたが、あなたらしく生きられるように、皆で手助けをしてあげます」

〝わたしが……わたしらしく……〟

「あなたは、まだ十七歳さいか十八歳でしょう」

　カリスウェンは、そう言ってから気付いた。

「その歳としにふさわしい生活があるのですよ」

　第六侯こう家の当とう主しゆだったカリスウェンに、年ねん齢れいにふさわしい生活などなかった。父が皇こう帝ていになり、第六侯家を継ついだ時から……いや、それ以前から、カリスウェンは、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの只ただ中なかに投なげ込こまれていたのだから。

　だからこそ、自分より後から来る者には、そんな思いを味あじわわせたくない。

　その歳にふさわしい生活。

　普ふ通つうの人生。

　どれほど憧あこがれたことだろう。

　誰だれもが、それを享きよう受じゆできればいいのに。

　ドラスウェルクにも、そんな生活を与あたえてやりたいものだが。

　難むずかしいことはわかっている。

〝歳にふさわしい生活……〟

　ドラスウェルクは呟つぶやく。

　故こ国こくでは、ヘルルダルの館やかたの中で、外の世界を全まつたく知らずに育そだった。だから、アステ・カイデに来て街を見物して、見る物聞く物、全すべてが新しん鮮せんだった。

　市し井せいの人々を半なかば軽けい蔑べつしながらも、供ともの者たちをまいてまで、街に出たがったのは、実はその中に溶とけ込こんでしまいたいという願がん望ぼうの現われだったのだ。

　今、はっきりとそれを感じる。

「さあ、ぐずぐずしてはいけない」

　カリスウェンは促うながした。

「身体からだに戻もどって、わたしたちのところに来るのです。第六侯家でも星セイタ神しん殿でんでも、喜よろこんであなたを迎むかえ入れます」

〝うん……〟

　数秒、迷ったように佇たたずんでいたドラスウェルクの幽ゆう魂こんは、つと飛とび立たって行った。




　一いつ瞬しゆんの後に、ドラスウェルクは自らの肉体の側そばに居いた。

　周りには誰も居なかったが、代かわりに精霊ストラで一いつ杯ぱいだった。

　むろん、ティーエたちに従したがうものたちだから、ドラスウェルクの邪じや魔まなどしないことはわかっている。

　それは、隣となりの部屋の結けつ界かいを取とり巻まいているのだ。

　取り巻かれている結界の中の呪まじない師したちは、必ひつ死しだったが、精霊たちは、それ以上何もしようとはしなかった。

　ティーエたちにとっては、ドラスウェルクが身体に戻ればいいので、それ迄までこの呪い師たちを押おさえているだけなのだ。

　ドラスウェルクは、自分の身体を眺ながめた。

　ただ眠ねむっているだけに見える。

　この肉体を、重荷おもにに感じたことはなかったか……

　だが、肉体を失うと、自分はどうなるのだろう。

　いやだ。

　と、ドラスウェルクは思った。

　まだ生きたい。

　まだ生きていたい。

　別の人生を、生きたい。

　今、その唯ゆい一いつの機会が、向こうから手を差さし伸のべているのだ。

　ドラスウェルクは、自分の身体に入った。

　すんなりと戻れたが、しばらくは起おき上あがれなかった。

　手足が痺しびれているのだ。

　あまり長時間、幽魂投とう出しゆつをしていたせいだろう。

　ようやく、滑すべり落おちるように長なが椅い子すを下りた。

　卓子テーブルに摑つかまって立ち上がろうとする。

　卓子は音をたてて倒たおれ、上に乗っていた料理の皿や杯さかずきが転ころがり落ちた。

　ドラスウェルクは戸口まで這はって行き、壁かべに手を掛かけながら、ようやく立ち上がった。

　木製の扉とびらを開ける。

　人の気け配はいはない。

　早く行かなければ……

　気は少々焦あせるが、手足はなかなか言うことをきいてくれない。

　ドラスウェルクは、壁かべに寄より掛かかりながら、一歩一歩進み始めた。

　外へ。

　そして、自由へ。




「精霊ストラが止とまっているな」

　ジャカンが言った。
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「どうなっているんだ」

「殺ころさずに、呪まじない師しを包ほう囲いしているだけなのだと思います」

　ジャカンの部下の、二十四、五歳さいの男が言った。呪じゆ力りよくを持つひとりだ。

「あの精霊の力を持ってすれば、呪い師たちなど、一いつ瞬しゆんで踏ふみ潰つぶしてしまえるんでしょうから」

「では……近付けるか」

「第六侯こう閣かつ下かの御ご命めい令れいで遣つかわされたものたちならば、わたくし共に危き害がいを加くわえることはありません。ただ……」

「ただ、何だ」

　ジャカンは、料理屋から眼めを離はなさない。

「あの者たちが、どこに居るか……」

　あの者たちというのが、レスドゥとその部下たちであることは、皆みな了りよう解かいしている。

「闘たたかうまでのことだ」

　ジャカンはすぐさま言った。

「とにかく、御命令を遂すい行こうするぞ」

　ジャカンはいくつかの指し示じを出した。

　ジャカンと数人が建物に入り、ターリスやラスカーンたちは、後ご詰つめに回る。

　ターリスもラスカーンも、いかにも傭よう兵へいという恰かつ好こうをしているし、特にラスカーンは大男なので、とにかく目立つ。

　一方、ジャカンたちは、全く一いつ般ぱん人じんと見分けのつかない服ふく装そうをしているし、得え物ものも仕し込こみの物や隠かくし武器で、人々の中に紛まぎれ込むことができる。

　ジャカンたちは、レスドゥの部下を警けい戒かいしながら店に近付いて行った。

　むろん、あらかじめ相手の配はい置ちは調べてある。

　ただ、それで全すべてかどうか……

　ヴァユラであるジャカンたちにとっても、読み切れない相手だ。だいいち、指さし図ずしているはずの男がどこに居るのかすらわかってはいない。

　とにかく、ヘルルダルの身み柄がらを確かく保ほすることが先せん決けつだ。

　あとは、闘うのみ。




　もう深夜を過すぎているから、さすがに人々も殆ほとんど家いえ路じについた。

　とはいえ、未いまだ残っている人々も少なくはなく、音曲や話し声などが聞こえて来る。ただ、どこかけだるい。

　夏げ至しが近付いている。

　ほどなく、あっという間に夜は明けてしまうだろう。

　ジャカンたちは、明るくなってからでも構かまわないが、向こうはそうはいくまい。

　ぐずぐずしていれば、取り逃にがす。

「気をつけろ」

　ジャカンは言う。

「近付く前に覚さとられるな」

　ジャカンの後ろには、五人の部下が続いている。他に、三隊の仲間が、それぞれ三、四人ずつ組くんで店に近付いている。

　店の入り口は三つだ。

　正面、裏口、そして厨ちゆう房ぼうの出入り口。

　ヘルルダルはどこに居るのか。

　二階の個こ室しつのどれかと、目め星ぼしはつけているが。




「近付けるか」

　レスドゥが部下に尋たずねた。

「どうなっているんだ」

「向こうが、精霊ストラを送って来たのです。とんでもない力です」

　呪じゆ力りよくのある部下が答えた。

「こんなに早く来るとは……」

　カリスウェンたちの動きは、さすがにレスドゥの予よ測そくを遥はるかに上うわ回まわる素す速ばやさだった。

「先手を打たれたのだ」

　レスドゥは苦々し気に言った。

「子供が手紙を届とどける前に、動いたな」

「手紙は届かなかったのでしょうか」

「この分では、あの男を外に引ひきずり出すことも、できなかったろう」

　レスドゥは、ハタと手を叩たたいた。

「やつらは、ヘルルダルを奪うばいに来るぞ」

「やつら……」

　部下は問とう。

「第六侯こうの手の者だ」

「では……ヴァユラの……」

「ヘルルダルを連つれて来い」

「……とおっしゃいましても」

　さすがに部下はためらった。

　店は精霊の群むれで一いつ杯ぱいではないか。

「誰でもいいから行かせろ」

　レスドゥは唸うなるように言った。




　ドラスウェルクは、一歩一歩階段を降おりていた。

　まだ目眩めまいがする。

　ときどき、意い識しきが遠とお退のいてしまう。

　数時間の幽ゆう魂こん投とう出しゆつは、予想以上の負ふ担たんを身体からだに強しいていたのだ。

　ぐずぐずせずに戻もどってよかったと思う。

　これが限げん界かいだった。

　カリスウェンの配はい慮りよが、つくづくありがたかった。

　カリスウェンの手の者は、どこに居るのだろう。店の外に出れば、会えるだろうか。

　しかし、気を付けなければ、とドラスウェルクは思う。

　レスドゥたちもまた、この近くに居るはずだからだ。

　レスドゥは、ドラスウェルクを利用して、カリスウェンに罠わなを仕し掛かけた。この先、何を企たくらんでいるか、わかったものではない。

　気を付けなければ。

　ドラスウェルクは自みずからに言い聞かせる。

　早くカリスウェンの手の者と合流して、ティーエやカリスウェンの所に行くのだ。

　レスドゥはともかく、バラトたちは、アステ・カイデを立たち退のく準じゆん備びを始めていた。

　バラトたちがいなくなれば、せいせいすることだろう。




　ジャカンたちは、階段を登っていた。

　この店には階段が二つある。

　その一方だ。

　むろん、もう一つの方にも、仲間が向かっている。

　精霊ストラの群れが、雲のように密みつ集しゆうしていた。

　ジャカンにそれは視みえるが、周まわりを見る妨さまたげにはならない。

　これほど精霊がいれば、レスドゥの部下も下へ手たには動けないだろう。

　強い呪じゆ術じゆつの気と呪じゆ文もんの声で、呪まじない師したちのいる部屋はわかる。

　そうとう切せつ羽ぱ詰つまった様子だ。

　さすがに、その部屋には近付けないが、ヘルルダルが居るのは、周りの部屋だろう。

　ジャカンたちは、部屋を改あらため始める。




　ドラスウェルクは、ようやく一階に辿たどり着いた。

　出口を探さがす。

　人の気け配はいだ。

　逃にげようと思ったが、足が縺もつれる。

　誰だれかが、倒たおれそうになったドラスウェルクを支ささえた。

　しまった……

　ドラスウェルクは首を竦すくめる。

　もう、レスドゥの部下に見付かってしまったのか。

「ヘルルダルさま」

　支えてくれた男が囁ささやいた。

「お迎むかえに参りました。わたくし共は、第六侯こう閣かつ下かの御おんために働はたらいております者」

「あのひとの……」

　ドラスウェルクは、ようやく声の主を見た。

　その後方にも二人いる。

　一人は男、一人は若い女だ。

　この男の言うとおり、三人はカリスウェンの命めいを受うけて来た者なのか、それとも、レスドゥの部下が欺あざむこうとしているのか。

　ドラスウェルクに見分けはつかなかった。

　頼たよりになるものは勘かんしかない。

　ドラスウェルクは、レスドゥの部下の漂ただよわせる、なんともいえないオーラを知っていた。

　少なくとも、この三人には、あの不ふ快かいな色はない。

　勘を信しんじようと思った。

「連れてって」

　ドラスウェルクは言った。

「みんなの所へ」

「かしこまりました」

　男はドラスウェルクを抱だきかかえると、すぐさま歩き出した。

「ホウッ、ホウッ……」

　後ろについた一人が、微かすかな、鳥のような声をあげる。

　これが合図だ。

　一人がドラスウェルクを抱かかえ、二人が前後を守る。

　店を出、路ろ地じに入る。




「合図だ」

「ヘルルダルの身み柄がらを確かく保ほしたな」

「裏口だ」

　ジャカンたちも、裏の階段を駆かけ降おりる。




「大だい丈じよう夫ぶですか、ヘルルダル」

　男はドラスウェルクの様子を心配して、その顔を覗のぞき込んだ。

　ドラスウェルクの手足には、まだ力が入らないのだ。

「おぶってさしあげましょうか」

「そんなこと……」

　さすがに、ドラスウェルクは身を引いた。

　この年でおぶわれるなんて、恰かつ好こうが悪いと思った。

　だが、背せ負おわれた方が、この男たちは動き易やすいだろう。自分の手足が、いうことをきいてくれないのだから、仕方がない。

「それじゃ、頼たのむよ」

　ドラスウェルクは言った。

　今は、素す直なおだった。

　もともと、ドラスウェルクは素直なのだ。

　早くティーエたちに会いたい、その一念だ。

「どうぞ」

　男は、ドラスウェルクの前で屈かがんだ。

　その背におぶされというのだ。

　ドラスウェルクは、その首に後ろから手を回そうとした。

「ヒッ……」

　微かすかな声と物音。

　ほぼ同時に、背はい後ごのドラスウェルクの気配が失うせる。

　男は振ふり向いた。

　仲間の一人が血にまみれて倒たおれている。

　そして、ドラスウェルクがいない。

「敵てきだよっ」

　前方に居た女が低ひくく叫さけぶと、男の後方に回る。

　ガッ！

　鈍にぶい音がした。

　腕うでが見えた。

　女の攻こう撃げきを受け止めたのだ。

　その腕は奇き妙みように曲まがっている。

　甲こうに鉄の武器を巻まき付つけた女の拳こぶしを受けたために、骨が折おれたのだ。

「さあ、その子をお返しよ」

　シュッ！

　空気を切る音。

　別の一人が、小しよう剣けんで女を抜ぬき打うちにしたのだ。

　女は跳とび退すさる。

　しかし、完全に刃やいばを避よけ切れなかった。

　路地は狭せまい。

「皆みんな、来てくれっ！」

　男は叫さけんでいた。

「ヘルルダルを奪うばわれるぞ」

　女は、胸を押おさえる。

　血が噴ふき出した。




　男の背におぶさろうとしたドラスウェルクは、自分の腰こしに巻き付く力を感じた。

　腕だ。

　その腕が、男の背中からドラスウェルクを奪い取る。

　どうすることもできなかった。

　鼻と口に手を当てられている。

　その手には、布ぬのが在あった。

　薬のような臭においがする。

　いけない。

　と思った。

　意識が遠とお退のいてゆく。




　ジャカンたちが駆かけ付つけた時、店の裏口近くに、三人の仲間が倒たおれていた。

　まだ息があるのは、女一人だった。

「奪われました」

　女は呟つぶやくように言った。

「くやしい」

　それが女の最後の言葉となった。

「逃にがすな」

　ジャカンは言うと、口に指を当てて音を出す。高い、鳥の囀さえずりとしか聞こえないような音だったが、ヴァユラには、その意味するところがわかるのだ。




「チッ」

　ターリスが舌したを鳴らす。

「どうした」
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　鳥の声が、仲間の合図だということぐらいは、ラスカーンもわかるようになった。

「横からヘルルダルをかっ攫さらわれたってさ」

「どっちだ」

「皆みなで捜さがしているよ」

「行こう」

　ラスカーンは言った。

　もう、目立つの何のと言っている時ではない。




　ドラスウェルクは、レスドゥの腕うでの中に居た。

　レスドゥは、ドラスウェルクを奪うばい、薬を使って気を失うしなわせると、そのまま足あし早ばやに去さった。

　闘たたかいがあろうとなかろうと、それは部下たちに任まかせたのだ。

　レスドゥが向かったのは、アステ・カイデ近くの外港だった。

　そこに船が停てい泊はくしている。

　バラトが、ローダビアに戻もどるために用意した船だった。




　ジャカンたちは、数人のレスドゥの部下を斃たおしたが、ついにドラスウェルクを見みい出だすことはできなかった。

　カリスウェンは、その報ほう告こくを星セイタ神しん殿でんで聞いた。

　カリスウェンは、第一侯こうユーザ・ランタイドを動かし、ソグドム教きよう徒との居る屋や敷しきの捜そう索さくや、港の一いち時じ封ふう鎖さまでさせたが、既すでにバラトたちの乗った船は出しゆつ航こうした後だった。

　ドラスウェルクは、連つれ去さられてしまったのだ。




　すっかり夜が明けてから、ティーエとカリスウェンは第六侯の屋や敷しきに戻った。

　むろん、明るくなったとはいえ、また襲おそわれる可か能のう性せいがあるので、ボイスたちは油ゆ断だんなく警けい護ごをした。




「残ざん念ねんです」

　翌よく日じつ、全すべての報告を受けた後、カリスウェンはティーエに言った。

「むざむざと、ドラスウェルクを連れて行かせてしまうとは」

「でも……とにかく、ドラスウェルクは身体からだに戻りました。生きています。そうでしょう」

　ティーエは、問うように言った。

　悪い方に考えたくはない。

「もちろん、生きていますとも」

　それは、希き望ぼう的てき観かん測そくのみではない。

　ローダビア人が生いけ贄にえ以外で、ヘルルダルを殺すことなどあり得えないと聞いているからだ。

「グラウル殿どのは、自らローダビアに行って、ヘルルダルを取り戻して来ようかと提てい案あんしています」

　グラウルは、もともと太陽帝てい国こく人ではないし身み軽がるだから、それも可能かとは思うが。

「いいえ……」

　ティーエは首を振ふった。

　青白い、思い詰つめたような顔をしていた。

「グラウルさまは、まだカリスウェンさまのお側そばにいらっしゃらなければならないでしょう」

　カリスウェンは星神殿の大祭司となるのだ。

　相そう談だん相手として、グラウルはぜひとも居てほしい。それは確かだが。

「でも……太陽帝国の外に出てしまえば、わたしには殆ほとんど何も手を打てません」

　いくらカリスウェンの力を持ってしても、外国に迄までは及およばない。

　呪じゆ術じゆつで取り戻すことも考えたが、船は刻こく々こくとアステ・カイデから遠とお離ざかっているのだし、いざという時は、向こうは今度こそドラスウェルクを殺してしまうかもしれないのだ。

「わたしが行きます」

　ティーエは言った。

「あなたが……」

　カリスウェンは、しばし沈ちん黙もくした。

「わたしがローダビアに行って、ドラスウェルクを助けます。それに……」

「それに、何ですか」

「ずっと考えていたのです」

　カリスウェンは気付いた。

　ティーエの思い詰つめたような表情は、後こう悔かいではなく決けつ意いの表われだったのだと。

「ドラスウェルクは、ソグドム教には、〝地流〟の力を使う方法があると言っていました」

　地流とは、大地の力の流れのことである。

　その力は、大陸を救すくう大きな助けになるのではないかと、二人は考えていたのだ。

「わたしは、それを学まなびに行きたいのです」

　ティーエは言い切った。

「ローダビアに……ですか……」

　カリスウェンは、溜ため息いきを吐ついた。

　それは、敵てき地ちに乗り込むのと同どう然ぜんではないのか。

「わたしは、どこにでも行きます」

　その危き険けん性せいを知っているのか知らぬのか、ティーエの口く調ちようは、あくまでも静しずかだった。

「わたしの使命を果はたすためでしたら」

「しかし……それでは……」

　カリスウェンはティーエの顔を気ぜわしげに見詰める。

「わたしは、何もしてあげられない」

「戻って来ます」

　ティーエは、顔を上げて言った。

「ドラスウェルクを連れて、きっと戻って来ますから、カリスウェンさまは、研けん鑽さん所じよで……」

「研鑽所……そうですね」

　星セイタ神しん殿でんの呪じゆ術じゆつ研鑽所は、大陸のあらゆる呪術に関する文ぶん献けんがあるはずだ。それに、星神殿は、気き象しようや、あらゆる現象の研けん究きゆう、そして天てん体たい観かん測そくに関しても、大陸一進んでいる所なのだ。

　研鑽所で学ぶことが、もともとのティーエの希望だったのだが。

「わたしは学び、何か役に立つことを必かならず見み付つけましょう」

　カリスウェンは、ティーエの腕うでを取った。

　黄昏たそがれの淡あわい光が外から二人を照てらしている。

　花の香かおりを含ふくんだ風が吹ふき込こんで来た。

　露ろ台だいの向こうには、アステ・カイデ湾わんのさざ波なみが広がっている。

「レイトリンにも、手伝ってもらいますよ」

　いくら儀ぎ式しきとはいえ、星神殿の大祭司たるカリスウェンと、月トバ神殿の巫み女こ王おうレイトリンは、聖せい婚こんの式を挙あげる。

　それに、微かすかながら胸の痛みを覚えているティーエだったが、全すべてを置いて、出かける決意は既すでに固かたまっていた。

「わたしは、必ず戻もどって来ます」

　ティーエは言った。

「その時こそ、皆みなで力を合わせて……」

「全ての神殿を味方につけておきましょう」

　カリスウェンは言った。

「神殿と、太陽帝てい国こくじゅうの呪術者の総そう力りよくを挙あげて」

　だが、それでも足りないことを、二人は知っているのだ。

　大陸を救うには、もっと別の力がいるのだ。

　それが、おそらくは人々の祈いのりの心なのだということまでは推すい測そくできたのだが。

　方法は〝地流〟というものにかかっているのかもしれない。

「いつ、出発しますか」

　カリスウェンは名残なごり惜おしそうに問う。

　星神殿の大祭司になってしまえば、ティーエとも滅めつ多たに会えなくなると覚かく悟ごしていたが、同じアステ・カイデに居れば機会もあっただろう。

「早い方がいいと思います」

　ティーエは答える。

「明日か、明後日あさつてには」

「明後日は、わたしの出しゆつ立たつの日でもありますよ」

　明後日。

　カリスウェンが星セイタ神しん殿でんに入る日は、二日後なのだ。

　その日、華はな々ばなしい行ぎよう列れつに守まもられて、カリスウェンは星神殿に向かうのだ。

　そして、おそらくカリスウェンを見送ってから、ティーエは出発するだろう。

　西に向けて、船出するのだ。

　当とう然ぜんながら、ボイスもマンレイドもついて来るだろう。ラクシとジッダは置いて行った方がいいのだが、果たして言うことを聞いてくれるかどうか。

　ティーエは、露台の向こうの海に眼めを向けた。

　海。

　この海が、ようやく巡めぐり会えた友を分かつのだ。
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「大地」　月刊ドラゴンマガジン２００３年５月号～７月号

「大祭司」月刊ドラゴンマガジン２００３年８月号～10月号










風かぜの大たい陸りく




第だい二に十じゆう五ご部ぶ　大だい祭さい司し








竹たけ河かわ　聖せい
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